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プロローグ　～ガールズトーク・タイム～







　土曜の夕方──喫茶店のドアに吊つるされたベルが鳴る。

「あ、来た来た」

　奥のボックス席に座り、じっと手元作業に熱中していた氷ひ魚お鷹たか奈なが顔を上げた。

「お久しぶりです。早少女さおとめさんは、まだいらしてないのですか？」

　カフェオレ色のコートを脱ぎながら答えた天てん弓きゆう院いん真さな愛えは鷹奈の向かいに腰を下ろし、やってきたウェイトレスに紅茶をオーダーする。

「まあ、仕事が押してるんだろうね。真愛も最近は勉強忙しいんでしょ？　相変わらずなのは、あたしだけ」

「鷹奈さんだって、新しく始めた事があるじゃありませんか」

　微笑ほほえみながら、真愛は鷹奈の手元に視線を向ける。

　テーブルの上、オレンジジュースと野菜サンドの隣には入門書が開かれ、棒ぼう針ばりを握る鷹奈の手元ではグリーンの毛糸が四角く編あみ上あがっていた。

「ま、まあね。まだプレゼント用の本番じゃなくて、基き礎そ練習の段だん階かいだけど。できればクリスマス、間に合わなかったらあいつの誕生日までには何とかしてマフラー一本、仕上げないとね」

「一月ですよね、一かず大ひろ様の誕生日は」

「うん。まあ、クリスマスか誕生日か、どっちかは二人きりにしてやるとしてもさ。もう片っぽはみんなで集まってパーティっていうのもいいかなーって思ってんだけど、真さな愛えはどう？」

　作業を止めた流れで、途中の編あみかけを安全ピン型のほつれ止めで押さえると、そのまま野菜サンドに手を伸ばす。

「そうですね。いずれにせよ、一大様と早少女さおとめさん、お二人の気持ちと都合次第でしょう。早めに日程が決まれば、わたくしもそれに合わせてスケジュールの調整はできると思いますわ」

　真愛は手帳を開いて予定を確認すると、口元に手を当ててくすっと笑った。

「何？　急に笑ったりして」

「いえ。一か月も経たつと、このように穏やかに考えられるようになるのだなと」

「……そうだね。あたしたち、こんな風に笑って話せるようになりたいと思って、その通りになったんだもん。これって、自慢してもいいよね？」

「ええ。誇らしい事です」

　失恋という同じ傷を分かち合った二人の少女が、互いの瞳を見つめて肯うなずき合あう。

　カララン。

　その時、またドアベルがリズムを奏でた。

「ごめーんっ！　遅くなっちゃって！」

　走ってきたのか、入店してきた星ほし川かわ早少女は息を弾はずませ、ピーコートは既に脱いで腕に抱えている。

「仕事？」

「うん。収録が押しちゃって。鷹たか奈なも真愛も、久しぶり」

「お互いに多忙な身ですから、なかなか都合が合わないのは仕方ありませんわ。さ、どうぞおかけになって」

「うん。ありがと。ホント、最近は忙しくなっちゃって」

　真愛に勧められるまま早少女は隣に座り、運ばれてきたお冷やで喉のどを潤した。注文は、いつもの通りコーヒー。

　今日は以前からレギュラーを務めている幼児向け番組の収録。明日は明日でゲームの仕事があるという。

「オーディションじゃなくて、名指しのオファーだったんだ。ゲームは初めてだけど」

「へぇー。ますます快調じゃない。よかったね」

「うん。でも、ここで調子に乗らないで、しっかり力をつけて足場も固めていかないと」

「ええ。好こう事じ魔ま多しとも言いますし、好調な時こそ気持ちを引き締めるべきですわね」

　今日の集まりを提てい案あんしたのは、真さな愛えだ。

　特に用事がある訳ではないけれど、前のように他た愛あいもない話をしないかと。

　鷹たか奈なと早少女さおとめは、もちろん快く同意した。

「ちょうど今、早少女とカズの話してたんだよ。カズの誕生日かクリスマス・イブ、どっちかはみんなで集まってパーティできないかってさ」

「えっと。ボクの方はクリスマス・イブはイベントの仕事があるけど……」

　答えながら、早少女は運ばれてきたお冷やで喉のどを潤した。

　現在オンエア中の深夜アニメ『幻げん葬そうのソワレ』の終了に合わせた主演声優のライブが催もよおされるのだ。

「それは困りましたわね。せっかくお付き合いしてから初めてのクリスマスですのに」

「あ。でも、その辺りの事情は一かず大ひろもちゃんと分かってるから、二四日当日じゃなく、ちょっと早いけどその前の土曜に二人でパーティしようっていう話が持ち上がってて」

　早少女は少しはにかんで、視線を下に逸そらす。

「え？　じゃあイブ当日は、カズは空いてるって事？」

「鷹奈さん、いけませんよ。いくら何でも、それは野や暮ぼというものです」

　思わず身を乗り出した鷹奈の鼻はな先さきを、真愛が人差し指でちょんとつついた。












「あはは……。そりゃまあ分かってるけど、つい言っちゃったっていうかさ。でも、やっぱり恋人同士だよね。もうクリスマスの予定まではっきりしてるんだ？」

　お尻をイスに戻して、鷹たか奈なは人差し指で頰ほおを搔かく。

「う、うん。ほら、ボクの場合は仕事との兼ね合いもあるし。でも、やっぱり四人でパーティっていうのも素す敵てきな提てい案あんだと思うよ。誕生日の件、一かず大ひろにも訊きいてみるね」

　はにかむというよりは照れた表情になり、早少女さおとめはもじもじと指を絡ませる。

　早少女と一大が彼氏彼女の仲になっても、三人が親友であるという事は変わらない。そして、鷹奈と真さな愛えが一大を好きだという事も。

　特別な日を恋人と、友達と、憧れの相手と一緒に過ごしたい──誰もが抱くそんな気持ちと、この四人の間だけの特別ないきさつの間に生まれた、奇妙なシチュエーション。

「ボクの事だけじゃなくて、鷹奈や真愛は最近どうなの？」

　コーヒーで気持ちを落ち着けつつ、早少女が尋ねる。

「あら、早少女さん。そのようにして話を逸そらそうとしてはいけません。わたくしたちにとって最大の関心事は、おふたりの事なのですから」

　しかし、真愛からは容よう赦しやないツッコミが入る。

「ちょっと待ってよ、真愛」

　しかし、意外な事に鷹奈が笑って手の平を立てる。

「どうせならその辺の話は、カズ本人も交えて、パーティでちゃんと顔合わせた時にみーっちり喋しやべってもらった方がいいよ。その時までのお楽しみって事で」

「そ、それは恥ずかしいってば」

「当たり前ですわ。恥ずかしがらせたいんですもの」

「そうそう」

　早少女は真っ赤になって照れ笑いして、真愛は小首を傾かしげて微笑ほほえみ、鷹奈は背を反らせて笑う。

「ま、あたしの方はさっき真愛にも言ったけど、別に特に何が変わるわけでもなく、今まで通りかな。編あみ物ものがちょっと上達したくらいで」

　膝ひざの上に片付けていた練習用の編みかけを持ち上げ、二人の目の前に示す。

「わたくしはメールでもお伝えした通り、経営や語学の勉強に専念しているところです」

　メールと言っても、もちろん真愛が自分で打った訳ではない。マツリを介しての事だ。以前と違ってお互いの時間の都合が合わない事が増えたため、真愛もメールを多用するようになっている。

「あっ！」

「あ……！」

　不意に、何かに気づいた表情で鷹奈と真愛が、それぞれ小さな声を上げた。

「え、何？　どうかしたの？」

　早少女さおとめの視線が、二人に向けてきょろきょろと往復する。

「何でもないっていうか……。まあ、まるっきり無関係な話じゃないんだけど、あたし自身に何かあったって訳じゃない。他の人のプライバシーに関わる件だからさ」

「わたくしの方も、似たようなものです。それに、当事者から詳しく聞いた訳でもありませんし。いずれ時が過ぎて、ほとぼりが冷めたら笑い話になるかも知れませんけど」

　それぞれに曖昧な笑みを浮かべながら、鷹たか奈なと真さな愛えは自分自身に納なつ得とくして肯うなずいた。




　これはそんな風に誰かの胸のうちに秘められたり、当人たち以外には最初から知られなかったりした、様々な恋の物語。





第１話　天使の観察日記







「早少女ちゃん、お昼どう？　一緒に食べない？」

「う、うん。ありがと」

　クラスメイトの瓶かめ山やまミキに声を掛けられた星ほし川かわ早少女は、自分の机を持ち上げた。周りの五人とくっつけ合わせて、即席の大テーブルにする。

　高校二年に進級してから半月近く。

　新しいクラスでも素す顔がおが隠れるようにメガネをかけ、髪型も地味にしている。

　実は芸能人──といっても現状顔出しナシの声優だが──をやっている都合もあるし、過去のトラウマから男子の目を引きたくないという気持ちもある。

　まあ、そうとばかりも言っていられない事になっているのだけど。

　もちろん級友はそんな裏事情は知らない。

　多分、女子の中心にいるミキは早少女が教室で孤立しないよう気遣い、こんな風に誘ってくれるのだろう。

　イジメなどがない和やかな校風やミキの心配りに感謝しつつ、周囲の親切な人たちを欺あざむいている事にちょっと良心の呵か責しやくを感じる。

「でさー」

「あー、分かる分かる。それってあるよねー」

　それぞれの弁当を食べながら、いつものように他た愛あいもない話で盛り上がる。基本的に早少女さおとめは聞き役に徹して、時々あいづちを打つだけだ。

　だが、その日はちょっといつもと違う点があった。

「ミキちゃん、どうかしたの？」

「え？」

　珍しく早少女の方から声を掛けた事に驚いたのか、ミキが目を丸くする。

「その……何だか落ち着かない風に見えたから……。何でもなかったらごめんなさい」

　学校モードの小さな声で訊たずねてみる。

　いつもは率先して話題をリードするミキなのに、今日はちょっと様子が違う。席に着いた後の口数は少ないし、視線があちこちフラフラしていて落ち着かない。

「べ、別に何でもないから、早少女ちゃんは心配しなくていいってば。あはははっ！」

　こちらの背中をパンパン叩たたき、何事もなかったかのようにミキは昨日見たテレビの話を始めた。

　あからさまな作り笑い。露骨な話題逸そらし。

　疑念が完全に消えた訳ではないけれど単なるクラスメイト以上の間柄ではないし、本人が『心配いらない』と言っているのにズカズカ踏み込んでいくのも気がひける。

　何より、早少女自身が乗り越えなければならない重要な問題を抱えている真っ最中だ。

　ランチの箸を進めながら、ちらっと視線を教室の隅に向ける。

　そこでは卓たく山やま、梶かじ木き、蟹かに江えなど男子のグループがこちらと同じように机をくっつけて昼食を食べていた。

　ターゲットはその中の一人・八や木ぎ本もと一かず大ひろ。

　距離があるから会話の具体的な内容までは聞こえないけれど、人の輪の中心になるというより、みんなの話を上う手まく交通整理して場をスムーズに盛り上げているような印象だ。

　早少女に突きつけられた課題をクリアするための、多分最高のパートナー。

　いけない。あまりしげしげと見つめていると、何か気け取どられるかも知れない。

　そう考えて早少女がさりげなく首を巡らせると、ミキと目が合った。

「さ、早少女ちゃん？　どうかしたの？」

「べ、別に何でもっ！」

　早少女もうろたえたが、ミキはミキで意外なほどびっくりしている。

　ひょっとして──早少女の脳裏に、不吉な可能性が走った。

　この状況で視線がぶつかったという事は、ミキも早少女と同じ方角を見つめていたという事になる。

　ミキには、現在つき合っている彼氏はいないはずだ。

　もしも彼女が八や木ぎ本もと一かず大ひろに気があるのなら、標ひよう的てきをチェンジする必要がある。

　何しろ早少女さおとめが一大を狙っているのは彼氏としてではない。

　ニセ彼氏としてなのだから。

　話は、半年以上も前に遡る。




「はい、ＯＫ。お疲れ様でしたー」

「お疲れさまでーす」

「お疲れさまでしたー」

　収録が終わり、キャストはそれぞれスタッフに挨拶してスタジオを離れていく。

　早少女──声優・さつきほしみは子供向けアニメや教育番組など三本のレギュラーを抱えているが、今日の仕事はそれとは違う。

『ダークライジング・オブ・リビングデッド・アベンジャーズ』という、タイトルだけであからさまにＢ級Ｃ級と分かるアメリカ製のヒット作便びん乗じよう系ゾンビ映画の吹き替えだ。

　もちろん劇場公開されるのではなくレンタルＤＶＤ用。

　収録の過程で何度も繰り返して見る事になったけれど、正直な感想としてそんな褒ほめられたデキとは言いがたい。

　ただしこの手のゾンビものやＳＦパニック系などのジャンルムービーは意外にレンタル店での回転がいいので、ちょっとナニな出で来きでも需じゆ要ようがあるのだとか。

　そんな作品だから当然予算が潤じゆん沢たくなはずもなく、声優もギャラが安い新人や若手が多用される。

　それでもかつては顔出し子役タレントとして活躍していたが三年強のブランクを挟み、声優として再出発して日が浅い早少女にとっては、演技者として経験を積むための貴重なチャンスだった。

　特にこの手の洋画吹き替えでは、本来の役以外にもチョイ役や群ぐん衆しゆうなどを任されるケースが多いので勉強になる。今日も準主役級のブロンド少女の他に、ローティーンの女の子と二十代後半の母親を演じた。

「さつきちゃん、ちょっといいかな？」

「はい！」

　音響監督と話し込んでいたマネージャーの野の間まから呼び止められる。

「いやぁ、今回も良かったよ。さつきちゃん、若いけれど幅広くこなせるし、役作りをしっかりやってくれるからウチみたいな貧乏仕事じゃ本当に助かる」

　口ひげを蓄えた音響監督がにこにこと笑う。

「ありがとうございます。光栄です」

　もっとバタバタした飛び込みっぽい仕事の時もあるが、今回は事前にサンプルとしての原語版ＤＶＤとシナリオを受け取り、予習するための時間もあった。ストーリー全体の流れや担当キャラの心理、セリフのタイミングなどはばっちり研究してきた。

　もちろんやりすぎて独りよがりになってもいけない。

　本番では固めたイメージに囚とらわれずに音響監督の指示に従うのはもちろん、他のキャストと呼吸やノリを合わせるのも大事。特に自分は脇役なので、演技のテンションを主演に寄せていくのも大切だ。

　そういう面での器用さにおいて、早少女さおとめの評価は高い。

「で、次にこういうのがあるんだけど、どうかな？」

　彼が早少女に向けて差し出したのは、原語版のＤＶＤだった。

　ジャケットの中央には明るい笑顔のチアガール、その両側に白い歯を光らせたバスケプレイヤーとメガネ＆チェックのネルシャツのナード──アメリカン・オタクという、典型的で対照的な二人が控えている。

　パッケージに書かれているのは全部英文だけど、この写真だけで作品のムードは何となく理解できた。

「例によってビデオスルーだけど、ホラーとかじゃなく学園ラブコメディなんだ。これのメインヒロインに、さつきちゃんを推したいと思ってるんだ」

「本当ですか？　あ、でも……」

　主役メインヒロインという言葉に顔を輝かせた早少女だが、すぐにその表情が曇った。

「ラブコメディっていう事は……その……ラブシーンとかもあるんですか？」

「ん？　まあ、普通にキスくらいなら。何しろ内容が内容だからね。男性キャストとのカラミは多いよ」

「申し訳ないですけど、ちょっと……。ごめんなさい」

　早少女としては、頭を下げて断るしかなかった。

「本人がダメっていうなら仕方ないね。じゃ、また次に」

　音響監督は、顎を撫なでながら苦笑いする。

　収録後はちょうど夕食の時間だったので、野の間まに連れられてちょっとしたレストランへと流れた。

「さつきちゃんの事情は分かるけれど、このままじゃマズいよ」

　パスタをフォークでくるくる巻き取りながら、野間が眉を下げた。

「……分かってます」

　答えて、早少女はサラダを口に運んだ。

　パプリカが、ほんの少し苦い。

　熱心すぎるファンのストーキングに遭って子役を廃業し、中学時代三年を引きこもっていた早少女さおとめは男性が苦手だ。それも、同世代から二十代くらいの若い男が。

　仕事での会話くらいなら慣れたけれど、クラスメイト相手でもまだ微妙に身構えてしまうし、何より『普通の学園生活』の経験値が足りないから、ホラーやパニックもの、あるいは幼児向けにデフォルメされたような作品は無ぶ難なんにこなせても、中高生や二〇歳はたちくらいのファンをターゲットにしたような仕事は上う手まくいかない。

　特に恋愛感情を含んだシチュエーションを演じるのは、大の苦手なのだ。

「社長も言ってたけど、今のままだと幅狭くなっちゃうよ。声優であっても、役柄と年齢が近いうちだからこそやれる仕事もあるんだし」

「……はい。分かってます」

　一か月ほど前も、社長の強い勧めもあってハーレムラブコメ系アニメの二番手ヒロインのオーディションを受けたが『感情表現がぎこちない』という評価で落ちている。

　多分社長も合格を期待していたというより、早少女が壁にぶち当たって足りない点を自覚するのを期待していたのだろう。

「まだ高一なんだし、無理して焦る必要はないけれど、考えておいてよ」

　見た目はパッとしないけれど、マネージャーとしてのキャリアが長い野の間まは気遣いが上手で、同時に締めるべきところはきちんと引き締める大人だ。だからこそ社長の洋よ梨り子こも若く未熟な早少女につけてくれたのだろう。

　社長やマネージャー、音響監督だけではない。

　芸能活動の再開と一人暮らしを許してくれた両親。一所懸命父と母を説得してくれた妹。そして復帰のきっかけになった二人の親友。

　みんなの期待に応えて大きくステップアップするためにも『あの計画』を実行に移さなければならない。

　演技のベースになる経験が足りないのなら、体験してしまえばいいのだ。

　別に本当の恋愛でなくてもいい。

　要は『普通の恋人同士』というのがどういう事をするのかをやってみて、その気分だけ味わえればいいのだ。男に慣れる練習にもなるし。

　ただし、そのためのパートナー選びは慎重に行う必要がある。

　ちゃんと女の子を気遣い、優しく、誠実な男子でなければイヤ。

　それと早少女自身が恋愛に関しては経験値ゼロの超初心者なので、デートなど『普通の恋愛』をちゃんとリードしてくれる人がいい。

　みんなに頼まれておすすめの店やイベントを紹介し、デートコースの組み立てや下調べまでしてくれる一かず大ひろはその点では最高の人材と言える。

　ただし、一切問題がないという訳ではない。

　第一に『彼は本当に女の子に興味があるのか』という点だ。

　男子高校生にしては女の子の扱いに慣れているっぽいのは、妹がいるという話だから納なつ得とくできない事もない。

　だがどんな女の子にも親切で、穏やかな態度で接するというのはさすがに不自然だ。

　他人の恋路を助けるだけで自分自身が彼女を作りたいと思っていないとしたら、善良を通り越して聖人。というより煩悩を捨て去って違うステージに上がってしまった変人としか思えない。

　さすがにそれは恋愛の対象にもニセ恋愛の対象にもならない。

　観察するか、崇拝するか、さもなくば敬けい遠えんするかだ。

　クラスの卓たく山やまも『恋愛には興味がない』と公言しているけれど、彼の場合は単に筋金入りのアイドルマニアというだけだ。こっちはまだ理解できる。仕事柄、二次元大好きなアニメファンの話もよく耳にするし。

　一かず大ひろに関して、女子の間では『押しの弱い草食系』『安全保証付き、みんなのコンシェルジュ』『彼氏としては、もうちょっと積極性があればねぇ』なんて評価が固まりつつあるけれど、それが真実とは限らない。

　早少女さおとめ自身がそうであるように、本性を隠しているのかも知れない。

　とにかく、彼の人柄をもっと正確にチェックした上で判断しなければ。




　という訳で、放課後も早少女は一大の観察を続けている。

　掃除当番の班も同じなのは、いろんな姿を見るのには好都合だった。

　授業中などはきちんとしている印象だけど、今はホウキを持ったまま、教室の隅で友達と雑談している。

　ちなみに成績も中の上で、特に目立った苦手科目も得意科目もなし。ちゃんと予習復習してテストのスコアをキープしている模様。

　部活などには所属していないけれど、体育祭などで見る限りスポーツもそこそこ。

　健康状態や交友関係なども、ざっと見た限り特に問題なし。

　こうして並べてみると、穴もないけど華もない。実につるんとした全方位型汎はん用ようタイプのいい人だ。

　それだけに、本性が分からない。

　自分でも隠し事をしているから、何か裏があるんじゃないかという疑念が拭いきれない。

「ちょっと男子！　マジメにやりなさいよ！」

　声を上げたのは、ミキだった。

　ホウキ片手に、小柄な身体でデンと胸を張って笑顔の仁王立ち。男子たちににらみを利かせている。

「あ、悪い悪い。おーい、みんな。さっさと終わらせようぜ」

　男子の方で真っ先に反応したのは、一かず大ひろだった。

「八や木ぎ本もと、お前本当に女の子に甘いな。瓶かめ山やま本人だって、何やってたんだか掃除に遅れてきてたし」

「二、三分くらいだったし、別にいいだろ。向こうが言ってるのが正論なんだしさ」

　ぼやく蟹かに江えに一大は苦笑を返しながら、机を持ち上げて運んでいく。

「みんなも八木本くんを見習ってよね」

「へーい」

　ミキに叱られて、蟹江や卓たく山やまなど他の男子もノロノロと働き始めた。

　実際、一大はこういう時に率先して行動する。これも女子ウケする理由の一つだ。

（いくら何でも、ホモで女の子に感心がないっていう事はないよね……）

　さっさと床を掃きながら、早少女さおとめはそんな事を想像する。

　一応芸能界にいると、知り合いの知り合いレベルくらいなら同性愛者はいるし『ゲイの友達がいるといろいろと便利』という話を先輩の女性声優から聞いた事もある。

　女性の気持ちが分かる上に、男性目線のアドバイスもしてくれる。しかも男手が必要な時にも頼りになるからだとか。

　もしも八木本一大がその手の人だったら、さすがにニセ彼氏としての適性にクエスチョンマークがついてしまう。

　必要なのは、ニセであっても『普通の恋愛』として振る舞えそうな相手なのだから。

　ゲイと役者──ニセ同士の偽装恋愛ではさすがに、オーソドックスから逸いつ脱だつしすぎではないか。

　そんな事を考えているうちに掃除が終わり、皆はそれぞれ部活などへと散っていく。

　クラブなどに所属していない一大は、そのまま昇降口へと向かう。早少女は、もちろんさりげなく彼を尾行する。

　授業中や掃除中だけでは不充分。誰も見ていないところでの言動をしっかりリサーチしなければ。

　校内だから普通に歩いていて目立つ事はないけれど、できるだけ向こうに気づかれないよう適てき切せつな距離を保ち、視線も不自然にならないよう配慮する。

　何しろ役者だ。他人を観察するのと、仕草がナチュラルに見えるように行動するのはお手の物。

　その目が、わずかな変化を捉えた。

　外履きに履き替えようと靴箱の蓋ふたを開いた一大の表情が変わったのだ。

　まず目が大きく見開かれて、なるべくさりげなく周囲をキョロキョロとうかがう。

　その後、緩んだ口元をきゅっと引き締めたマジメな顔を作って一度深呼吸。

　もう一回周りの様子をチェックする。

　はっ！

　視線を避けるため、早少女さおとめは慌てて廊下の角に身を潜めた。もちろんさりげない仕草で。

　そーっと、改めて顔を出して一かず大ひろに目を向ける。

　ちょっぴり口の端を持ち上げた顔のまま、靴箱の中から取りだした何やら白いものを、そそくさと懐へとしまい込んで歩き出した。

　ただし、向かう先はまっすぐ校門ではない。

　昇降口を出た後は大きく迂う回かいし、人ひと気けの少ない校舎裏の方へと足を進めている。

（最初はびっくりして、次に喜んで、それを周囲に気け取どられないように……って事だよね）

　尾行を再開しながら、早少女はさっきの表情の意味を解読する。

　素す直なおに考えれば、解釈に迷う必要はない。

　靴箱に封筒が入っていて、恐らくそれはラブレターかそれに類するメッセージカードか何かで、一大は描かれている内容に従っているというところなのだろう。

（普通に女の子からラブレターをもらって嬉うれしいのかな？　それともまさか、男の子からの手紙とか？）

　さっきのイメージが頭に残っているので、つい変な連想をしてしまう。

　何にせよ、状況を確認しなければ。

　普通に彼女ができても、あるいは同性愛者でも、ニセ彼氏確保という早少女の目的にとってはマイナスだ。

　校舎裏はまるっきりの無人だった。

　一大は一本の木の下に立ち、そわそわした様子で周囲に視線を泳がせている。

　さすがに教室内や昇降口とは違って、こんな場所で近づいたら気づかれる。

　早少女は早足で一度校内に戻り、一大がいる場所に近い空き教室に潜り込んで、窓際で聞き耳を立てた。

「こんなところに呼び出してゴメンね、八や木ぎ本もとくん」

　どこか緊張した、聞き覚えのあるソプラノが響いた。

（えっ？　ミキ？）

「い、いや。ちょっとびっくりしたけど、別に迷惑とかじゃないよ」

　ミキよりも緊張しつつ、朗らかさを保った声で一大が答える。

　思わずガラス越しに、ちらっと外の様子を確かめる。

　間違いない。

　四つに畳んだメッセージカードを手に微笑ほほえんでいる一大と向かい合っているのは、瓶かめ山やまミキだ。

　状況が頭の中で一気に繫つながる。

　昼休みにも彼の方をじっと見つめていたし、掃除に遅れたのも呼び出しのカードをこっそり靴箱に忍ばせるためだったと考えれば腑ふに落ちる。

　教室では周囲に人の目が多いから、敢あえてそのタイミングで行動したのだろう。

「そ、そのね……。あたし、どうしても誰もいないところで、八や木ぎ本もとくんに聞いてもらいたい話があって……」

　声が、微かすかに震えている。

　いつも快かい活かつで勝ち気なミキらしくもない、不安そうな声音だった。

「な、何かな？　オレでよかったら……」

　一かず大ひろの方も、隠しきれない動揺を漂わせている。

　早少女さおとめ自身も、姿がはみ出さないように壁際にぴったり張り付いたまま、全神経を耳に集中させていた。

　こっちはこっちで戸惑っているせいで、自然なポーズを装う余裕がない。身を隠しつつ情報収集するので手一杯だ。

「あの……八木本くん」

「うん」

　ごくりっ。

　決定的な一瞬を控えて、早少女は唾つばを飲み込む。

「蟹かに江えくん……タケシくんって、今つき合っている子、いるのかなっ？」

　ずるっ！

　いや、実際に音が聞こえた訳ではない。

　しかし早少女の脳裏には、一大がずっこける姿がありありと浮かび上がった。

　何しろ役者なので、イマジネーションは豊富なのである。

「ご、ごめんね。変な事訊きいちゃって！　でも、八木本くんってこういう話に慣れているっぽいし……」

「い、いや。いいんだよ。女の子に頼りにされるのって、嬉うれしいからさ。はは……」

　声優として鍛えている早少女の耳と心は、明るく笑う一大の内側に、微妙な屈折を感じ取った。

　窓の縁へりから顔を半分だけ出して、状況を目でも確かめる。

　幸い、一大もミキもお互いを凝ぎよう視ししている。こちらに気づく様子はない。

「まあ、オレの知る限り、タケシは誰ともつき合ってないはずだけど……。一応それとなくちゃんと確認しておくよ」

「そ、そうっ？　ホント？　ありがとう、八木本くんっ！」

　ぎゅっ！

　感激したミキが駆け寄り、一大の両手を握りしめた。

　一大の顔が一気に赤くなる。

「あっ！　ご、ごめんね。あたし、嬉うれしくって、つい」

　ぱっと手を離して、ミキが一歩飛とび退のく。

「あはは。いいよ、別に気にしなくて。そういう気さくなのがミキちゃんのいいところだしさ」

　そういう一かず大ひろの方がいろいろ気にしているのは、隠そうとしても早少女さおとめには読み取れる。

　男の子相手にも物もの怖おじしないし、気軽に接するのがミキの長所だ。だからこそ一大に限らず、クラスの男子も下の名前で呼ぶ事が多いのだし。

「でも同じクラスなんだし、ミキちゃんは友達も多いんだし、オレなんかに頼らなくてもよかったんじゃないの？」

　あくまで明るく、軽い調子で一大が尋ねる。

　迷惑に感じている様子はなく、一応の確認という感じだ。

「だって……ほら、あたし、どっちかっていうと男おとこ勝まさりっていうか、女子の中でも男子に甘い顔しないところがカッコいいって思われて信頼されてるっぽいし……。それに、本人に突撃して、実はもうつき合ってる相手がいるとかだとダメージ大きいじゃない？」

　いつも明るいミキに、こんな悩みがあったなんて早少女は知らなかった。

　やっぱり恋愛は難しいし、面倒くさい。

　日頃は表に出ない一面が明らかになったり、本人も気づいていない自分自身の新たな側面が顕在したりするのだろう。

　こういうのは、フリだけではなく本当に体験しないと分からないかも知れない。

　それでも、今のところはまだそこまで踏み込まなくてもいい。まずは、形からだ。

「まあ、その気持ちはちょっと分かるかな。うん」

　一大のあっけない受け答えにも好印象を抱く。

　一応、ミキの側の動機や事情を最低限確認し、イタズラや冗談でないのは確かめつつ、込み入った内心には踏み込まない。例えば『タケシのどんなところが好きなのか』というような事を問いただしたりはしていない。

　こういう距離感の取り方の上う手まさが、信頼の土台になっているのだろう。

「じゃ……じゃあ、他にもお願いしていいかな？」

「何？」

「タケシくんの好きな女の子のタイプと、趣味と、好きな食べ物と、好きな音楽と、好きなマンガと、好きなテレビとか教えてくれるっ？　それと何かいいプレゼントのアイディアとかっ！」

「あー……。食べ物はカツカレーが好物だよ。マンガとかテレビだと刑事ドラマとか推すい理りものとか割と話題にしてる。本格的なミステリーっていうより、分かりやすいサスペンスとかかな？　まあ、他の件についても調べておく」

「ありがとうっ！」

　ミキは感激で両目をうるうるさせ、胸元で手を握り合わせて一かず大ひろを見上げる。

　向き合う一大は、微妙に困ったような笑顔。

「じゃ、任せてくれよ。調べがついたら、改めてオレの方から連絡するからさ」

「うん。お願いね、八や木ぎ本もとくんっ！」

　元気に手を振り、ミキは立ち去っていく。

　一大だけが、ぽつんと校舎裏に取り残された。

　ミキを見送ったポーズと表情のまま、一分近く固まっている。

（な、何……？）

　これまでの分かりやすいリアクションとは異なる、予期せぬ態度だ。

　早少女さおとめも不審に思って、そーっと凝ぎよう視しする。

　その一大が、突然動いた。

「うわぁ～っ！　またか！　またこれかっ！」

　ガンガンガンッ！

　木の幹に頭を打ち付け、草の上をゴロゴロと転がり、激しく身み悶もだえする。

（な、何？　何かの発作？　またこれって何の話？）

　まったく予期せぬ異常行動に、思わず叫びそうになる口を塞いで声を飲み込む。

「今度こそっ！　今度こそ、オレ本人への告白だと思ったのにっ！　またキューピッド役なのかっ！」

　立ち上がり、両腕を広げて、天を仰ぐ。

「善人が報われるのが天の定めだというのなら、そろそろオレにだって彼女の一人くらいできたっていいじゃないか！　神も仏もないのか？　それとも、邪悪なエゴイストが勝利するのが現実なのかっ！　あ、いや。それはないか。だってミキちゃんもタケシもいい奴やつなんだし、二人が恋人同士になるのがいけない訳じゃない」

　早口で一気にまくし立て、今度はぺたんと座り込む。

「じゃあオレには一体何が足りないというんだ！　なぜ、運命の彼女と巡り会えないっ！」

　ぷっ！

　激しい反応に、早少女は思わず吹き出した。

　今度は抑えきれない。

「はっ！」

　窓まど越ごしに笑い声が聞こえたのか。

　一大が芸人のごときオーバーリアクションを止め、周囲をキョロキョロと見回す。

「……誰だ？　誰か笑った？」

　危ない。

　こんなところで盗み聞きをしていたと知られたらお終いだ。

「……あははっ！　笑わせないでよ、それマジーっ？／ホントホント、マジだって。昨日ネットで見たんだもん／後でアドレス教えてよ、あたしも確かめてみるからさ」

　とっさのアドリブだ。

　声色を二人分切り替えて女の子同士の会話を装う。しかも徐々にボリュームを下げていったから、廊下を歩いて遠ざかっているように聞こえるだろう。

　身体は伏せてぴったり窓際に張り付かせる。

「……オレのが聞かれた訳じゃないのか……」

　大きな安あん堵どの声が聞こえた。

　一かず大ひろ本人としても、あまり他人に知られたくない一件だ。窓から校舎内をのぞき込んだりしないのが、早少女さおとめにとっては幸いだった。

「……落ち着け。冷静になれ、オレ。誰もいないだろうな？」

　もう一度こっそり窓まど越ごしに見ると、一大は一大でまるでマンガの忍者のように木の幹に身体をくっつけて、また周囲を見回している。

「よし。これで今回も溜たまった感情の発はつ散さん完了っ！」

　周りに誰もいないのを確かめ──まあ、実は早少女がいるんだけど──一大は大きく両腕を広げて深呼吸する。












『今回も』という事は、これまでも女の子からキューピッド役を依頼されるたびにこうやってストレスを放出し、表面上はにこやかに振る舞っていたのだろう。

　思わず笑いそうになって、早少女さおとめは両手を口の上で重ねた。

「あんな本音が知られたら、せっかく今まで培ってきた女の子の信頼が台無しだ！　彼女をちゃんとゲットするまで、オレは清せい潔けつで親切、誠実で穏やかな紳しん士しでありつづけなければならない！　勉強もがんばる。身体も健康に！　すべては楽しい恋愛のためっ！」

　ぎゅっ！

　今度は、誰かに手を取られたのではない。

　一かず大ひろは握りしめた孤独の拳こぶしを高々と突き上げた。

　あたかも天を──運命を殴り倒そうとするかのように。

「確かに今回もまた期待外れだったけれど、女の子たちからの信頼を積み重ねたと思えば無駄じゃない！　みんなのキューピッドとしての好評価を稼いでいる以上、この路ろ線せんで突き進むしかないんだっ！　今さら本音を出したって、信用を失うだけだっ！」

　小声で、しかし力強く自分自身に言い聞かせる。

　そのまま肩は失意にがっくりと落としながら、足は決意で大おお股また。上半身と下半身がバラバラな動きで去って行く。

　ある意味で、涙ぐましい努力であり、決心だ。

　だけど、多分ちょっとズレてる空回り。

　女の子が──あるいは男でも──恋人に望むのは、自分だけの特別な相手である事だ。

　自分で恋愛の経験はないけれどドラマやマンガでそんな風に描かれているから、早少女だって知識としては知っている。

　誰にでも優しく親切な人は『みんなのコンシェルジュ』として頼りにはされても、恋愛対象としては今一歩物足りないのではないだろうか。

　さっきの独り言にツッコむとすれば、悪党である必要はないけれど、ある程度強引なエゴイストであった方が、ただの善人よりは魅力的だ。

（……役者も、同じかな……）

　外には漏もれない、口の中だけで早少女は独りごちた。

　声優としてのキャリアは浅いけれど、昔子役タレントだった事もあって早少女の度ど胸きようやカンは評価されているし、自信もある。自分自身と同じ年代の女の子だけでなく、二十代後半くらいの女性も演じられるし、子供なら男女両方こなすのもＯＫ。

　けれど、今のままでは器用なだけで『さつきほしみだからこそ預けたい仕事』『さつきほしみにしかできない仕事』がない。

　現状から、一歩抜け出す必要がある。

　欲も出さなければいけない。

　だから周りもいろんな仕事を勧めてくれるし、早少女さおとめ自身も脱だつ皮ぴのために『ニセ彼氏』を作ろうと考えているのだ。

　ともあれ、ニセ彼氏候補としての一かず大ひろは合格。

　合格どころか、完璧と言っていい。

　本心では彼女が欲しくて欲しくてたまらないのに、それを押し隠して紳しん士しのフリをしているという事は、口が堅くて演技力もあるという事だ。

　それに現状で恋人どころか、特定の好きな人がいないのも確認できた。それにホモとかそっちの人ではないのも。

　ある意味で絶好の、普通の男の子。

（八や木ぎ本もとくんがああいうタイプだとすると、どっちの方向がいいのかな……？）

『ニセ彼氏』といっても、路ろ線せんは二つある。

　まず、相手には早少女の本心を一切伝えずに『恋人』になり、しかし距離感はこちらがコントロールしてあくまで『ニセ』という一線を守るというもの。

　こちらは『恋愛中の男子』の自然なリアクションを引き出せるという利点があるものの、相手をだますというのはやっぱり心苦しいし、バレた時のリスクが大きい。

　表向きは穏やかないい人として振る舞っていても、一大だって本性は彼女がほしくて誰も見ていないところでは絶ぜつ叫きようするような男だ。

　もし、傷つけられたと知って彼が逆上したら──。

　己の想像に寒さむ気けを覚えて、早少女はブルッと身体を震わせた。

　役者の豊かなイマジネーションは、自分でも完全にコントロールできるものではない。

　危険や不吉のビジョンだって、ありありと浮かび上がってしまう。

　もう一つは、最初から目的をはっきりさせて『恋愛ごっこ』に協力してもらうというものだ。

　こちらの方が安全ではあるけれど、向こうも本気ではないから、取材や研究材料としての値打ちはかなり落ちてしまう。

　一大が持っていた想像以上の演技力というか芝しば居いっ気は、後者の案にとってプラスにもマイナスにも作用する。

　巧みに『ニセ彼氏』をこなしてくれるという期待もあるけれど、巧みにこなしすぎて素す直なおなナマの感情を引き出せなければ、結局本や映画で勉強するのと大差ない。

「考えてみたら、八木本くんの方にはニセ彼氏をする理由や必要性はないんだよね」

　冷静に検討すると、かなり大きな難なん題だいも控えていた。

『だまして恋人のフリ』作戦だったら、彼女を求めているのだから喜んでひっかかってくれるだろう。その分、後々の危険は大きくなるのだけど。

『頼んで恋人ごっこ』作戦の方は、一大には何のメリットもない。それどころか席が埋まってしまうので、本当の彼女が作りにくくなってしまう。

「これも、どうにかしないといけないよね」

　思いついた時点ではいいアイディアに見えたけれど、実行に移すとなるとこんなにも面倒くさいとは。




　考えてみれば、一かず大ひろが『みんなのキューピッド』として縁結び成功率一〇〇パーセントを誇っているのは有名だけど、具体的にどういう手を使っているのかはよく知らない。

　自分で『ニセ彼氏』を確保して恋愛の真ま似ね事ごとをするだけでなく、このプロセスをちゃんと観察するのも価値ある取材になるはず。

（それに、ミキに幸せになってほしいしね）

　衝撃の展開から、明けて翌日の昼休み。

　早少女さおとめはいつものように教室の隅で文庫本を開いた。

　実際に読む訳ではない。視線はページの上ではなく、観察すべきいくつかのターゲットに向いている。不自然でないよう、手はちゃんとそれなりのペースでページをめくる。

　これはあくまで『地味でおとなしい、口数の少ない女の子』を自然に見せるための小道具だ。

　ちなみにブックカバーの中身は『銀河鉄道の夜』。

　もし『何読んでるの？』と話しかけられても問題ない。何度も読んで内容はちゃんと頭に入っている。実際にお気に入りの一冊だ。

　顔は本に向け、伊だ達てのレンズに隠した上目遣いを、まずミキに向ける。

　いつものように女子の輪の真ん中で明るく笑っているけれど、確かに時々眼まな差ざしがタケシの方に向いている。

　というより、自然にタケシが視界に入るように位置取りをしてるといった方が適てき切せつか。

（恋をする、誰かを好きになるって、そういう事なのかな……）

　いつもその人の事ばかり気になって、だけど素す直なおに近づいていくのは恥ずかしいから、遠くから見つめるだけになってしまう。

　相手の扉が開いているのか。開いていても、自分がそこに受け入れられるのか。不安だけど直接確かめるのが怖くて、誰かに頼んでこっそりノックしてもらいたくなる。

　頭の中だけで、そんな風にシミュレーションする。

　これはあくまで計算で組み立てただけのイメージだ。いわば『ミキの行動から逆算した役作り』でしかない。

　大筋として間違っている訳ではないのだろうけど、あまりに型どおりで平へい板ばん。女の子の恋心としてオーソドックスな解釈だが、『瓶かめ山やまミキ』という一個人ならではの心の動きの機微や味わいに欠けている。

　やはりこれは経験や実感が足りないからだろう。

　その『実感』のために、必要なのは──

　視線を動かし、ミキが見ている方向をチェックする。

　男子グループでは一かず大ひろとタケシが一緒にいるから、観察の手間は省ける。

　ここからだと声が聞こえない。

　パタンと本を畳み、座りっぱなしで凝ったのをほぐすために少し身体を動かす──というような風情で立ち上がって、軽く肩を回しながら歩く。

　これもいつもやっている行動なので、わざとらしくは見えないはず。

　さりげなく近づいていくと、会話の内容も確認できた。

「ボクはそんな推しメン一筋って訳じゃなく、グループ全体を見守るっていうか愛めでる派だから、あの番組みたいな煽あおり方はあまり感心しないんだよねぇ」

「まあ、その気持ちはオレも分かるかな。というか、どうもこの手は人数が多すぎてちょっとついて行けない感じがする」

　意外な事に一大が積極的に話しているのは、ターゲットのタケシではなく卓たく山やまだった。

　どうやら卓山が好きなアイドル関係のテレビ番組の件らしい。手元には、マンガ雑誌の巻頭グラビアページが開かれている。写っているのは一〇人ほどのユニットの、全員集合ショットだ。

「例えばさ。タケシだったらこの中で誰が好みだ？　オレは、まあ強いていえばこの子かな？」

　一大が、そのページの中央を指す。

　あまりアクの強くない、万人受けの美少女タイプ。特に巨乳でもスレンダーでもない。

　上う手まい──感心してついそっちに目が向きそうになるのを、早少女さおとめはこらえた。

　タケシの好みや現状の彼女の有無を調べてほしいというのがミキのリクエスト。だけど直接本題に切り込むのはあからさますぎるし、警戒もされる。

　だから、恋愛そのものには無関係無関心を表明している卓山のアイドル話をきっかけにして、何気ない形で誘ゆう導どうした訳か。しかも自分の好みを率先して示す事で、タケシが話しやすい雰囲気を作っている。

　自ら状況をコントロールし、生まれた流れを利用する絶妙のアドリブ力。

　本心を隠して紳しん士しを演じている点も含め、役者でもやっていけそうな資質だ。

「オレも、この手のアイドルってあんまり興味ないんだよなぁ」

「じゃあ芸能人だと誰が好き？」

　卓山が尋ねたのは一大の意を汲くんだというより、話題の自然な流れに乗っかっただけだろう。

「うーん、そうだなぁ──」

　こめかみを搔かきつつ少し考えた末にタケシが挙げた名前は、刑事物のドラマなどで活躍する美人女優だった。

「へぇー。お前、年上が趣味なんだ？　ひょっとして、バイト先にきれいなおねーさんとかいたりするのか？」

　ジョークっぽく聞こえる茶ちや化かした態度で、一かず大ひろは大げさに肘で小突く。

「はははっ、ばーか。オレんとこは男ばっかりだよ。お前の職場とは違う」

　タケシも笑い声で答える。

（あ、そういえば八や木ぎ本もとくんもバイトしてるんだっけ）

　クラス内の話題としてちょっと耳にした事はあるけれど、ニセ彼氏として決定する前に職場での働きぶりも確かめておいた方がいいのだろうか。タケシの口ぶりからするとかわいいウェイトレスでもいるのかも。

　仕事の現場では用意周到と評される事が多い早少女さおとめだが、実のところそれはちょっと過分なのではないかとも思う。

　実際、こういう基本的なデータの見落としやチェック漏もれだってあるし。

　あまり聞き耳を立てていても不自然だ。話も一段落したし、そろそろ離れた方がいいだろう。

　午後のチャイムまでにはまだ時間があるが、早少女はその場を離れてトイレに向かった。

　特に催もよおしている訳ではない。そのまま戻るよりも違和感のない行動だろうと考えての事だった。

（……さっき指差したのも、話の流れのために単に無ぶ難なんなのを選んだって事はないよね？）

　廊下を歩きながら、そっと己の胸に触れる。

　極端に巨乳好きとか、ぺったんこでなければアウトとか、そういう部分にうるさかったらいささか厄介な事になる。

　例えば髪型程度だったら、一大の趣味に合わせたって構わない。顔出しのタレントはヘアスタイルを一定に保つのも契約で決まっていたりするけれど、現状の早少女には無縁だ。

　しかし仮に一大が巨乳大好き、Ｅ以下のカップは乳じゃねえというような人で、親しい男子はそれを知っているのだとしたら、早少女とつき合い始めたら不審感を抱かれるのではないだろうか。

　男性がこだわるポイントというのは、早少女にとってはよその惑星みたいに計り知れない未知の世界であった。

（……って、変に考えすぎか）

　昨日の様子は、割と本気で『誰でもいいから彼女がほしい』と願っているようだった。少なくとも呼び出されて期待していたのだから、ミキも充分に対象範囲と考えていたという事になる。

（だったら、大丈夫だよね、ウン）

　早少女さおとめの胸は、ミキと同じでまあ標準か、ちょっと上くらいのサイズ。少なくともグラビアで選ばれたアイドルとも大差ない。

　あれが社交辞令でないと信じよう。




　もちろん、一かず大ひろの情報収集は昼休みだけで終わった訳ではない。

　放課後は他のクラスの男子で中学時代に同級生でタケシとは親しい者にコンタクトして、昔のエピソードを中心に聞き出す。

　中二の時に好きな女の子に告白したけどフラれて、それ以後誰ともつき合っている気配はない。当時は水球部に所属していたけれど特に熱心でもなく、九く比ひ戸と高にはそのクラブがないから無所属にした。今バイトしているのは特に具体的な使途が決まっている訳ではなく、ヒマを活用して小遣い稼ぎをしたいのが理由。

　もちろん早少女は、物陰に隠れてそれを盗み聞きしていた訳だが。

「悪いな、変な事訊きいちゃって。あ、一応オレがいろいろ尋ねた事、状況が落ち着くまでタケシ本人にも内緒にしてくれるか？」

「気にすんなよ。八や木ぎ本もとには、彼女とつき合う時に世話になったし。つか、世話になったのはオレより彼女か」

　一大のインタビューに、男子が笑って応じる。

　なるほど。

　以前のキューピッド役で関わった相手が情報源になり、次のミッションがこなしやすくなるというプラスのスパイラルが存在している訳か。

　実績が実績を生み、次の成功へと繫つながっていく──若くともプロである早少女は、その連鎖の価値を知っている。

　さらに翌日の放課後は、バイパス通りにある通販会社の配送センターへ。

「オレもバイト探してるんですけど、友達がここがいいって話してて」

　──という口実で、休憩のために出てきた職場の人間に接せつ触しよくする。

　ちなみにタケシ本人は今日はシフト外なので、遭遇する恐れはない。

「ああ、蟹かに江えくんか。うん、彼くらいマジメにやってくれるとこっちも助かるよ。勤務態度はいいし、忙しい時のヘルプも快く引き受けてくれるし」

　遠慮がちにタバコを吹かす初老の男は、にこやかな態度で一大の質問に応じてくれた。

　もちろん早少女は、これもこっそり盗み聞きしている。

　センターの裏口、喫煙所のすぐ側そばにはドリンクの自販機があるので、一大のスキを見て近寄り、その陰に屈かがんでいるのだ。

　どうか何とぞバレませんように──不安でドキドキする胸を押さえながら、意識は耳に集中する。

　会話の内容をチェックするためには、ここまで接近する必要があったのだ。

　ここまでの道行きは尾行しやすいように上着と髪型、それにメガネを替える簡単な変装だったが、同じバスに乗った一かず大ひろには気づかれなかった。

　しかし、こんな状況で見つかったら一切申し開き不可能。

　通販会社の配送センターだから当然広い土地が確保できてトラックの出入りに便利な郊外に建てられており、女子高生がたまたま通りかかって疲れたから休んでいるなんて事はあり得ないロケーションなのだ。

　そして早少女さおとめも一大の目的地が分からなかったから、ここまで着いてくるしかなかったという訳である。

「じゃあ、雰囲気いい職場なんですね？」

「まあな。自分みたいな年寄りとパートのおばさんが多いから、兄ちゃんみたいな若い手が来てくれるといろいろ助かるよ」

「どうもいろいろお話、ありがとうございました。検討してみます」

　ぺこりと頭を下げ、一大は去って行く。

　早少女は自販機の陰から動かず、その姿を見送った。

　幸運にも助けられて往路は無事だったけれど、周りに人影が少ないこの状況では発見されるリスクが大きすぎる。

　幸い、一大はこちらの存在に気づかないまま、最寄りの停留所からバスに乗って離れていった。

「ふぅー」

　安あん堵どのため息が漏もれる。

「お嬢ちゃん」

「きゃっ！」

　いきなり声をかけられ、飛び上がる。

　さっきまで一大と話していた男性従業員だ。

「何してんの？　さっきの兄ちゃんの知り合いかい？」

「い、いえっ！　全然知らない人です。赤の他人です。というか、さっきの兄ちゃんって誰の事ですかっ？」

　ぶんぶん首を振って、必死にシラを切る。

「でも、こんなところで何やってんだい？」

「そ、それは、近くを歩いていたらちょっと立ちくらみを起こして、少し休んでいただけですっ！」

　アドリブは得意な方だけど、さすがに弛し緩かんしきったタイミングで予期せぬ事が起こるとスマートには対処できない。

　うろたえながらも、何とかそれらしい言い訳をでっち上げるのが精一杯だ。

「そうかい？　具合悪いんだったら、中で休んでくか？　それとも何か飲むかい？　あったかいのと冷たいの、どっちがいい？」

　目の前の自販機に向かい、男はポケットから小銭を取り出そうとする。

「い、いえっ！　もう元気になりました。大丈夫です」

　手足を振り、軽い体操。

　元気をアピールするためにほとんど反射的に身体が動いた。

「お心遣いありがとうございましたっ！」

　勢いよく一礼すると、そのままダッシュでバス停へ向かう。

　しかし、次のバスまでは一〇分以上の間があった。

　ちらっと振り返ると、さっきの男性はまだ心配そうにこちらを眺めていたが、やがて安心したのか仕事へ戻っていった。

「ふぅ～」

　今度こそ完全に安心して息を吐き、一応用心して三六〇度全体に視線を走らせる。

　知ってる顔も、こちらを注目している人の姿もない。

　のどかな春先の郊外だ。

「さっきみたいなところ、鈴りん音ねには見せられないな」

　走って乱れた髪を整えながら、ふと妹の姿を思い出す。

　最近ダイエットにも成功し、髪も伸ばして早少女さおとめのマネをしている。自分の事を尊敬している彼女がさっきみたいに狼ろう狽ばいしているのを目撃したら、きっと幻滅してしまうに違いない。

　ほどなくやって来たバスは乗車率五割ほどで、問題なく座る事ができた。

　窓に流れていく風景を眺めながら、一本前で同じルートをたどった一かず大ひろの事を考える。

　彼はどうしてここまでの手間をかけるのだろうか。

　学校から配送センターまでは結構な距離だ。ミキの依頼で調査するといっても、現在つき合っている彼女の有無と、趣味のたぐいを調べればデータとしては充分。わざわざ職場での評判まで確かめなくても大丈夫だろうに。

（……って、わたしもそうか）

　考えてみれば『ニセ彼氏』候補の身上調査のために、こんなところまで尾行してきた自分には、一大の事をどうこう言う資格はないのかも知れない。

　恋人がほしいから女の子の好感を求め、一所懸命に働いてしまうのと。

　役者としてのスキルアップのために、仮の彼氏を探すのと。

　本当の目的のために変な回り道を全力で走っているという点では、自分と一大は案外似た者同士なのかも知れない。

「よしっ！」

　決めた。

　事情を隠したまま本気に見せかけて告白するのではなく、最初からはっきりニセだと理解してもらおう。

　そして恋愛気分を満喫できたら、その後は彼が本当の恋人とつきあえるように、こちらが泥を被る形で別れればいい。

　誰かのために一所懸命になれるお人ひと好よしが、最後には幸せになるのが正しい展開というものだから。

「でも、まあ……それなりの手は打たないとね」

　独り言を呟つぶやきながらさらに考える。

　いくら一かず大ひろが女の子とのつき合いを切望しているとしても、現在の地味に偽装したモードでは断られるかも知れない。

　ここは思い切って素す顔がおを出してしまおう。

　自慢じゃないけれど、かつてはテレビで顔出し主役をやっていた美少女だ。この素顔で告白したら、なかなか断るのは難しいはず。

　それに、恋人としてもきっと自慢になる。こっちの都合につき合わせるのだから、その程度の役得はあって然しかるべき。

　もちろんそれだけだと確実とは言えないから、拒絶されないように別の保険もかけておきたい。

　告白の際には『あくまでニセ彼氏を承諾した』という言げん質ちを取れるよう文面を工夫した方がいいだろうし、こっちの秘密を喋しやべってしまう以上、裏切られないためには何か相手の弱みを握るべきか。

　考えるまでもなく、一大にはアキレス腱けんがある。

　彼もまた他人にはバラされたくない本性を隠しているのだから。

（やだ。何だか楽しくなってきちゃった）

　窓ガラスに映る自分の顔が笑っている事に、早少女さおとめは気づく。

　悪巧みをしていると胸が躍るのも、やっぱり役者の本能か。

　それとも、特別な誰かに対して特別な事をしようとしているから、こんなウキウキした気分になるのだろうか。

　まるで本当の告白を控えているみたいに。

「ははっ。ないない」

　小声でセルフツッコミを入れる。

　多分、本気の恋だったら浮き立つだけじゃなく、もっと不安になったりドギマギしたりするはず。

　これはもっと小さい頃の、イタズラを仕掛ける前に似た気持ち。

　恋した気分がこんなものだったら、そもそもこんな苦労はしなくてよかったのだから。

　弾はずむ気持ちに頰ほおを緩めながら、早少女さおとめは降車ボタンを押した。








（おわり）







第２話　朋とも＆志し束づかの婚活大作戦！







「いらっしゃい、朋さん。いつものビールっすか？」

　入店と同時に、若旦那が訊たずねてくる。

「えーと……今日は発泡酒にしようかな」

　近所に昔なじみの酒屋があって、本当によかった。

　仕事帰り、自宅至近よりも一つ手前の停留所でバスを降りて買い物をする大おお船ふね朋は、つくづくそう思う──基本的には。

　何しろしょっちゅう中学生に間違われる童顔だ。コンビニや大手スーパーでアルコールを買うと年齢確認ボタンにタッチするだけでは済まない。確実に身分証明書の提出を求められる。

　しかも朋は運転免許のたぐいを持っていない。保険証には顔写真がなくてスムーズに信用されないし、お酒を買うためだけにパスポートを持ち歩くのもさすがにバカバカしい。

　という訳で、彼女が紛まぎれもなく成人していると知っている馴な染じみの酒屋で買う事にしてるのだ。

　何しろ現在店を仕切っている若旦那は小学校の頃の後輩。その後もご近所としての交流があるから、朋ともの年齢を間違うはずがない。

「はい。四二〇円になります」

「ありがとね」

　支払いを済ませたちょうどその時だった。

　ほんぎゃーほんぎゃーっ！

「あらあら。はいはいー、静かにしようね～」

　店の奥──店主の住まいの方から赤ん坊の泣き声が聞こえてきた。続けて、それをあやす若い女性の声。

「元気に育ってるみたいだね」

「まあ、そうなんですけど、元気すぎるのもいろいろ手間かかって大変ですよ。朋さんも、いい人とかいないんですか？」

　とか言いつつ浮かんでいるのは苦笑というより、嬉うれしさいっぱいのにやけ笑顔。

　酒屋の若旦那は去年式を挙げたばかり。まだ新婚ほやほやなのであった。

　これが『基本的』でない部分。

　何しろご近所さんの昔なじみなので、お互いの素す性じようや状況も中途半端に知っている。

　即すなわち朋がまだ独身なのは知れ渡っているけれど、今現在つき合ってる相手などいないという事は知らない。

　だから気遣い半分でこういう軽口を叩たたかれちゃったりするのである。

　祖父から受け継いだ喫茶店をメイドカフェに模様替えして、経営は順調。やりがいはあって充実しているし、経済的にも安定している。

　だから、それほど結婚にガツガツしている訳ではない。

　それでもやっぱり彼氏は欲しいし、ハッピーウェディングには憧れる。さすがに『リア充爆発しろ』とまでは思わないけれど、こういう風に言われると心のちょっとデリケートな部分がぞわぞわするのもまた事実。

「じゃ、どうも」

「毎度ありがとうございました」

　作り笑顔で挨拶して店を出た朋は、夜空を見上げて大きくため息をついた。

　周りの同世代は、どんどん結婚していく。

　焦る。はっきりいって焦る。

　見た目がコレでも、朋は立派な成人。それもアラサー呼ばわりされる年齢なのだから。

　高校時代から二十歳くらいまでは、子供っぽく見られてイヤだった。

　そこから数年は『若く見えていいね』とうらやましがられた。あんまりケアしなくても、お肌のハリも結構よかったし。

　そして更に数年経過した現在は、お酒を買うにも不自由という不便と、周囲が次々と片付いていくという現実が容よう赦しやなく襲いかかってくるのであった。

　ぱっと見は中学生でも、スキンケアの必要性は年々確実に上がっているし。

　家に帰り着き、おつまみのサラミとスルメを手に二階の自室へ上がっていく。祖父の有ゆう悟ごは老人会の旅行で不在。今夜は我が家に一人だけなので、部屋で酒飲んでゴロゴロしてても小言を食らう事もない。

「いっただきまぁ～す♪」

　部屋の真ん中にぺたんと座り、発泡酒のプルトップを引く。

「ぷっはぁ～。美お味いしい～。この一杯のために生きてるって感じだよねー」

　他た愛あいのないバラエティ番組をぼんやり眺めつつほろ酔い気分になった頃、ケータイに着信があった。

『もしもし、朋とも？　あたし、エリ』

「あー、久しぶりー。元気してた？」

　高校時代のクラスメイトで、今や数少ない独身仲間。前回会ったのは半年前、共通の友人の結婚式の席だった。

『実はねー、合コンの話があるんだけど、朋、参加する気ある？』

「あるあるっ！」

　がばっ！

　思わず背筋を伸ばして前のめりになる。

『よかった。ね、ついでにお願いするけど、そっちでもう一人参加者の心当たりない？　店でバイトしてる子とか？』

　相手の男は三人。エリともう一人の友人が確定で朋を誘うつもりだったのが、その『もう一人』が彼氏を捕まえたのでドタキャンしたのだとか。

　何しろ周りがどんどん結婚するという事は、合コン参加有資格者がどんどん減っていくという事でもある。

　取り残された者にはますますチャンスの目が出にくくなるという、恐怖の婚活デフレスパイラル。

「うーん。一応当たってみるけど……」

　バイトレギュラー三人のうち、真ま帆ほとカリナは彼氏持ちだ。単なる人数合わせで参加してもらうのも気まずいし、アテは少ない。

『じゃ、よろしくね～』

　日程の確認の後は互いの近況など雑談が小一時間ほど続いて電話は切れた。




「イヤっすね」

　翌日のメイドカフェ『スウィート・ドロップ』。ちょうど出勤シフトだった沙さ羅らに合コンの話をもちかけたら、即答された。

「ど、どうしてもダメ？」

「オレ、前の男で結構懲りましたからね」

　沙さ羅らはあっさり答える。

「いつもゴロゴロしてて、いつかビッグになるとかグレートだとか、そんな寝言ほざいて酒飲んでばっかり。ミュージシャンになりたいんだか、役者になりたいんだか。まあ、暴力振るわないのと、競馬やパチンコで浪費しないのだけが救いでしたけどね。ホント、オレもなんであんなのに引っかかっちゃったんだか」

「暴力って、沙羅ちゃんの方がその辺の男の人より強いでしょ」

　思わず朋ともは苦笑する。

「まあ、そんなのと縁切って日が浅いんで、しばらくは男ナシの気楽さを満喫しますよ」

「き、気持ちは分かるけど、やっぱり彼氏とかいた方が楽しいよね？」

「いる楽しさも面倒くささも、どっちもあたしは経験してますんで。オレ、その気になれば別に出会いには困らないんですよ。ダチも多いし。その上で、今はいらないって思ってるって事ですよ」

「……うっ」

　そう言われると弱い。

　年齢は朋の方が上だけど、恋愛経験という点では間違いなく沙羅の方がレベルは上だ。

「それにこう言っちゃなんですけど、店長と同級生の合コンでしょ？　あたし、二〇歳はたちなんで、相手の男、ちょっと年上過ぎません？」

「……ううっ！」

　元々沙羅は失礼というほどではないけれど、ストレートで遠慮のない性格だ。耳に痛い事をずけずけ言ってくる。事実、エリからの情報でも相手の男性は全員三○前後だから、確かに沙羅にとってはちょっと釣り合いが悪い。

「そ、そーだ？　円まる美みちゃんはどう？　合コン？」

　キッチンの準備をしている枡ます戸と円美に話を持ちかけてみる。

　彼女は朋と同い年。年齢的な問題はないし、エリとも顔なじみだ。

「……わたし、そういうのはちょっと……」

　返ってきたのは、予想通りの小声。

　ついこの間まで引きこもっていた彼女は人間関係に煩わずらわされるのを嫌う。旧友としては、そこで無理強いはしたくない。

「沙羅ちゃんでも円美ちゃんでも、誰か心当たりないかなぁ」

　困り果てていたその時、店のドアが開いた。

「あ、お帰りなさいませ、お嬢様～って、あれ？」

　フロアに飛び出した朋ともの目に映ったのは、普通の客ではない。見覚えのある、スーツ姿の若い女性。

「お店の作法だと分かってはいるけど、そんな風に言われると何だかくすぐったいわね。挨拶回りで近くまで来たものだから。ブレンドをお願い」

　カウンター席に腰掛けたのは、天てん弓きゆう院いん志し束づかだった。

　現在、天弓院グループを実質的に取り仕切っている代表代行で、いかにも切れ者らしいメガネとスーツ姿がよく似合っている。

「はい、かしこまりました。お嬢様……あ、そうだ。志束ちゃん。再来週の土曜、夜は空いてる？」

　メイドカフェモードから素のプライベートに戻り、朋は潜めた声で話しかけた。

「ちょっと待って……。ラッキーね。その日の夜は完全オフだけど、何か？」

　志束はポケットからシステム手帳を取りだし、スケジュールを確かめた。

「じゃあ志束ちゃん、合コンに行かない？　合コン！」

「ご、合コン……？　合コンというと女性と男性がお酒の席で会食して交流を深め、状況次第では恋愛関係になったりもする、アレの事？」

「そうそう。あたしの友達から誘われたんだけど、人数が揃そろわなくて。ねぇ、お願い～」

　志束の腕にしがみついてグイグイ揺さぶりながら懇願する姿は、姉におねだりする妹みたいだ。実際には朋の方が年上なのだけど。

「わ、わたし……その……そういうのは、参加した事なくて……」

　戸惑う志束の顔が、ぽっと赤くなる。

　合コンに関する理解が妙に堅かた苦くるしいのは、経験不足ゆえらしい。

「だったらなおのこと、このチャンスに試してみるべきだよ！　人生、何事も経験なんだから！」

「そ、そう？」

「そうそう。真さな愛えちゃんが将来について本腰入れるようになって、志束ちゃんも少しは肩の荷が軽くなった訳でしょ？」

　かつてこの店でバイトしていた天弓院真愛は、財団当主として職務を果たせるようになるべく猛勉強中だ。朋と志束が顔見知りになったのも、真愛を通じた縁である。

「それはそうだけど……。わたしにもいろいろ立場がある訳だし……」

「そこまでシリアスに考えなくても大丈夫っ！　イベント会社が主催する婚活パーティとかだと、建前上は全員最終的には結婚まで目指すのが前提で参加する訳だけど、こっちは単なるプライベートな合コンなんだから、縁があったら試しにおつきあいくらいの考えでＯＫだよ」

「……合コンと婚活パーティって、そんなに意識が違うものなの？」

　志し束づかがきょとんと訊たずねる。

　何度か話したり一緒に飲んだりした朋ともは知っているが、彼女は有能で博識だけど、十代から経営学・経済学一本でバリバリやってきたせいで、俗事には意外に疎うといところがあったりする。

「そーねぇ。合コンっていうのがリーグ戦の一戦一戦の試合だとしたら、ちゃんとした婚活パーティはオリンピックとか大きなイベントの一発勝負って感じ？　もちろんリーグ戦だっておろそかにしていい訳じゃないし大記録だって生まれるけれど、オリンピックはチャンスが凝縮されてるっていうか、その時にメダルを逃すと二度と同じチャンスはないっていうか……」

「ごめんなさい。あまりよく分からないわ」

　志束は困った表情で首を振った。

「まあ、実際に出てみれば分かるってば」

　朋は笑って背中をパンパン叩たたいたが、志束の眉毛はますます垂れ下がっていくのだった。




　合コン──出るべきか出ざるべきか。

　屋敷に戻る車の中でも、志束はずーっとその事を考えていた。

　冷静になれば、別にそこまで本気で悩むような案件でもないはずなのだけど。

「お帰りなさいませ、志束おばさま」

　リビングでは、真さな愛えがテーブルに着いて紅茶を楽しんでいる最中だった。

「マクロ経済学の先生は？」

「もうお帰りになりました。よろしければ夕食をどうかとお勧めしたのですけど、用事があるとの事で」

　ティーカップを手に微笑ほほえみながら、真愛が答える。

「それとおばさま、お願いがあるのですけど」

「何？」

「家庭教師、もう一件ほど増やしていただけないでしょうか？　できれば非欧米の語学。中国語などどうかと思うのですけれど」

「スケジュールは大丈夫？　やる気があるのはいいけど、無理はしていないでしょうね」

「大丈夫ですわ。ご心配なく。合間合間には身体も動かして、体力も付けるよう心がけておりますし」

　真愛は目を細め、にっこりと微笑んだ。

　家出騒動の後、真愛は財団を継ぐために本格的な勉強を始めた。現在、経済学や経営学関連や語学、一般教養など家庭教師が週に八人付いている。

「それに──」

　上品な笑顔に、一瞬だけ微かすかな翳かげりが差す。

「しなければならない事に専念している方が、気が紛まぎれます」

「それなら手配しておくわ。頑張ってね」

　志し束づかも真さな愛えの向かいに腰を下ろした。

　決意を固めたばかりではない。真愛は、ほんの一月ほど前に初恋に破れた。

　今は明るく気丈に振る舞っているけれど、その夜はベッドの上で声を殺して泣き明かしたのを志束は知っている。

　悲しみを受け止め、ケジメをつけたけれど完全に諦めたのではなく、ただ今は己を磨き高める事に専念する──一年前には想像もできなかった成長ぶりだ。

　財団に有益か否かという基準だけで真愛という一個の人間を評価するべきではないが、バイトを許した事も恋をした事も、結果的には大きなプラスになっている。

「級友だったり、ご近所だったり、避けようとしても顔を合わせてしまう立場ではなく、わたくしはその気になれば一かず大ひろ様と距離を置ける立場です。もちろんこれからもよい友人としてお付き合いしていきたいですし、好きな気持ちも変わりません。ですが、今のところは気持ちを静め、他の事に専念するべき……そう考えています」

「そうね。わたしも、それがいいと思うわ。でも、無理は禁物よ。精神的にも、体力やスケジュールの面でもね」

「ええ。ですが、おばさまの方こそお疲れではありませんか？」

「え？」

　指摘されて気づく。

　無意識のうちにメガネを外し、眉み間けんを揉もみほぐしていた。

「今のところはまだまだおばさまに頼らざるを得ませんけど、わたくしも早く一人前になれるよう努力しますので、どうかおばさまも無理をなさらぬようご自愛ください」

「こ、これは違うのよ。仕事疲れとか、そういう事じゃなくて、ちょっと個人的な悩みというか、考え事というか……。『スウィート・ドロップ』に寄ってきたんだけど、朋ともさんから合コンに誘われて……」

「合コンというと、男の方と一緒にグループでお酒を飲んだり、おしゃべりをしたりというアレですか？」

　思わず言ってしまった志束に向かって、真愛が興味津々で身を乗り出す。

　彼女が最近熱心なのはマジメな勉強だけではない。これまでの世間知らずを埋め合わせるべく、世せ俗ぞくの話題にも詳しくなっているのである。

「それは是非参加してみるべきですわ、おばさま」

　席を立って歩み寄ってきた真愛が、しっかと志束の手を握る。

「で、でもわたし……学生時代からそういうのに無縁だったから、どうしていいのか……」

「でしたらなおのこと、この機会に経験してみるのがよろしいかと。朋とも店長とご一緒なら心強いのではありませんか？」

　真さな愛えは瞳をキラキラと輝かせ、更に熱心にプッシュしてくる。

　十代でアメリカの大学に留学し、飛び級した志し束づかは日本的な学生生活の経験がない。

　向こうでは未成年の異邦人という理由で不快な目に遭った事も逆に大切に扱われた事もあったけれど、はっきりしているのは恋愛の対象としては扱われなかった事だ。

　志束本人も自分の才能を存分に発揮できる勉強に夢中で、そっちの方にはとんと関心がなかったし、恋愛に関しては実はほぼ無菌状態、純粋培養状態。

　帰国してから少女マンガにはまったのは、その反動だったのかも知れない。

　職務上の顔は広い反面、プライベートで気を許せる友人は少ないのが現状で、気軽な飲み会に誘ってくれるような心当たりがないのも事実。

　年齢が近く、ついでに経営者としての悩みも共有できる朋は、今では得がたい友人だと思っている。仕事の規模は違うけれど、大には大なり、小には小なりの悩みも難しさもあるのはお互い知っているし。

「わたくしは一かず大ひろ様と知り合い、恋を知った事で人間として大きく成長できたという自負があります。人間関係というのは、万事順じゆん風ぷう満まん帆ぱんで思い通りになるとは限りません。むしろ傷つき、涙する事だってあるでしょう。ですがその事を通じて得るものは決して小さくないはずです」

「そ、そうね……。うん、確かにそういう意見にも一理あると思うわ」

「おばさまだってまだ若いのです。いろいろと新しい事を試してみた方がよいと、わたくしは思いますわ」

「そ、そうよね。まだ若いんだし……」

　社会人やビジネスマンとしての経験はさておき、恋愛の経験では真愛に負ける。向こうは少なくとも一度体験しているけれど、こっちはマニュアルだけしっかり読み込んでいるけれどまだゲームをスタートしていない完全レベル一状態。

　確かに真愛本人が長足の成長を遂げている今は、志束自身もいろんな事にチャレンジしてみる好機と言える。

　別に男性が嫌いとか、恋をしたくないという訳ではない。

　財団立て直しと維持運営の仕事が忙しかったのと、あまり個人的な感情に囚とらわれるのは立場上好ましくないと自重していただけで。

　本気の交際や結婚に直結するような婚活パーティではなく、軽めでカジュアルな合コンという話なのだし。愛読しているマンガの中にも、始まりは合コンがきっかけで最終的には熱烈なハッピーエンドを迎える例だってあるし。

「……せっかくだから、参加してみようかしら」

「ええ。わたくしも応援しますわ、おばさま」

　志し束づかから離した手をぎゅっと拳こぶしに握って真さな愛えが笑う。

　こうして、天てん弓きゆう院いん志束は生まれて初めての合コンに参加する事になったのである。




　そして当日の夕方。

「……やっぱりあまり気合い入れすぎっていうのも、まずいわよね」

　自室の姿見の前、下着姿で志束は悩む。

　クローゼットの扉は開けっ放し。足下には、試してみてはいまいちピンと来なくて見送った服が何着も積み上げられている。

　フォーマルなパーティならドレスコードがはっきりしているし、その席での志束自身のポジションもはっきりしているから悩む必要はない。ＴＰＯをわきまえた服装を心がければいいだけだ。

　それに年齢や立場の事もあって、他人から軽く見られないようなファッションが基本。志束のスーツは、ビジネスというバトルフィールドでの戦闘服でもある。

　けれど、合コンなんていう場には何を着ていけばいいのか分からない。

　気軽な集まりとは言っても、一応は『婚活』の範はん疇ちゆうに含まれるイベント。それなりの服装でないと誘ってくれた朋ともの面目を潰しかねない。しかし、あまり気張ったスタイルでも逆に場の雰囲気を壊す。

　婚活や恋愛だって戦いなのだろうけれど、戦場が違えば相応ふさわしい装備だって変わる。

　ジャングル用の迷彩服を砂漠で着用したって目立つだけだ。

「ほんと……経験値不足よね」

　苦笑しつつ、パソコンに向かって『合コン』『服装』『ファッション』『二十代』など、さまざまなキーワードで画像検索してみる。

　結局、ブラウスにセミタイトスカートとジャケットのツーピースという、無ぶ難なんなスタイルを選んでしまった。参考にしたサイトの紹介文が『どんな状況でも似合う万能着回し』だったあたり、己の意外な臆病さに苦笑してしまう。

「……こうして考えると、八や木ぎ本もとくんって苦労してたのねぇ……」

　自分が相手や状況に合わせて服装や態度を調整するだけでなく、他人に頼まれてデートコースやコーディネートを調べたりもしていたというのだから、結構な手間だ。

「……あ、車どうしようかしら？」

　身なりを整え、選ばなかった服をクローゼットに収納して出かけようとした矢先に思い至る。

　志束本人が運転していくという手もあるが、合コンという事は飲酒もあり得る。

　今日は真愛が親類──天弓院麒き堂どうのところへ出向いているので、いつもの運転手とリムジンは出払っているし。ボディガードの誰かに車を出してもらおうか。

「志し束づかさま、お出かけですか？」

　そんな風に考えていると、廊下でばったりメイドの一人──壇だんマツリに出会った。

「ええ、ちょっと私用で。そうだ、壇さん。あなた、今手て空すき？」

「はい。真さな愛えお嬢様のお部屋の掃除を終えたところです」

　彼女も一か月ほど前にいろいろナニな人だと発覚したが、仕事ぶりが素晴らしいのは事実だし、真愛も彼女に懐いている。

　そんな訳で、今まで通り真愛付きのメイドとして働いてもらっているのである。

「じゃあちょっと車を出してもらえないかしら？」

「かしこまりました、志束さま。では、直ただちに正面玄関まで回します」

　家事全般はもちろん、車についても専任の運転手とボディガード陣に次ぐ腕前を持っている。

　そういう意味でもマツリは、本当に便利で得がたい人材なのである。




「あ、来た来た。志束ちゃ～ん。助けて～」

　待ち合わせ場所で車を降りると、朋ともは大きく手を振った。

　マジメなＯＬ風の志束に対して、こっちは高校生か下手をすると中学生と言っても通用しそうなパステルカラーのガーリーファッションだ。

「助けてって、何かあったの？」

「それがねぇ。エリがドタキャンしちゃって」

　本日の合コンの発案者である友人の名前を挙げる。

「え？　主催者が急にキャンセルって、それはちょっと無責任じゃないの？」

　直接の面識はない相手を悪あし様ざまに言うべきではないとは思うが、さすがにちょっと見過ごせない態度だ。

「仕方ないのよ。昨日、事故に遭っちゃったんだから」

　幸い軽い接せつ触しよく事故で、足の骨折だけで済んだという。朋はここに来る前に病院に寄ってお見舞いしてきたのだとか。

「それは確かにどうしようもないわね。事情も知らないで、きつい事言っちゃってごめんなさい」

　さすがにギプスで固めた脚で合コンに参加しろとは言えない。傷つき、本来ならば安全地帯に後送されるべきコンディションなのに、敢あえて戦場に出て戦えなどとは。

　相手の男性だって、そこまで必死の婚活ファイターが現れたら引くだろう。

「それはいいけど、問題は人数が揃そろわない事なのよ。向こうは三人だから、やっぱりこっちも予定通りの人数で行かないと失礼だし……」

「朋ともさん、誰かアテはないの？」

「いたら志し束づかちゃんに頼まないわよぉ。志束ちゃんの方は？」

「残念だけど、わたしの方もそういう心当たりは……」

　はっ！

　二人は同時に気づいて、まだ停車したままのワゴン車を振り返った。

　ここにもう一人存在しているのだ。ほどよい年頃の独身女性が。

「壇だんさん、あなたも合コンに出てくれないかしら？」

「マツリちゃん、お願いっ！」

　志束がメガネのブリッジを一本指で持ち上げ、朋がウインクしながら手を合わせる。

「志束さまのご命令とあれば当然従います」

「今回はわたしのプライベートな用件だから、命令じゃなくてお願いとして聞いてくれないかしら？　一応、臨時休暇扱いにはするから。帰りは運転代行でも頼めばいいし」

「承知いたしました」

「あ、でも、マツリちゃんの服、どうしよう？」

　朋が指摘する。何しろメイド服のままだ。

　天てん弓きゆう院いんの屋敷やメイドカフェの店内なら見慣れていても、街中や合コンの席では違和感大爆発間違いなし。

「さすがに着替えてるヒマはないわよね……」

　腕時計を見て、志束はため息をついた。約束の時間までは一五分程度。ここから予約してある居酒屋までの移動を考えると、ほとんど余裕はない。

「仕方ないわよ。何とか乗り切ろうっ！　さあ、レッツゴーっ！」

　先頭に立って歩き出した朋に、志束とマツリも続く。徒歩十数分で、目的の居酒屋に到着した。チェーン店ではない。縄のれんを下げた落ち着いた店構えの、個人経営のお店だ。

「ごめんくださぁい。田無エリで予約入ってるはずなんですけど」

「いらっしゃい。お連れさん、先に来てますよ。一番奥の座敷です」

　中年の女将おかみに案内されて席に向かうと、二十代後半と思おぼしき三人の男性が座って待っていた。

「お、来た来た……って。あはは……」

　真ん中の男の笑顔が、微妙に引きつった。

　確かに違和感はあるだろう。

　いかにもお堅そうな仕事帰りＯＬ風と一見中学生という取り合わせだけでもかなりのアンバランスなのに、本格派メイドまで一緒なのだから。

「……な、なんでメイドさん？」

「いーじゃん。オレ、メイド服好きよ。萌もえとかっていう奴やつ？」

　両側の男が呟つぶやくのが聞こえた。

「どーもぉ。急に来られなくなったエリちゃんの代理で、女子側幹事の大おお船ふね朋ともでーす」

「あ、どうぞ。座って座って」

　男性側のリーダーと思おぼしき真ん中のネクタイ男に勧められ、志し束づかたちも向かいに座った。

　予約の時点で取り決めていたのか。席に六人が揃そろうとすぐにビールのジョッキとお通しの小鉢が運ばれてきた。

　思わず志束は身構える。

　アルコールに弱いのは痛感しているので、できればお酒は遠慮したい。

　しかしひょっとしたら、あくまで飲酒を拒むというのも合コンのマナーに反するのかも知れないし、確実に空気を悪くする。

「じゃ、今日の良き出会いを祝して。その後で自己紹介って流れで」

「かんぱーい」

　ネクタイ男が音頭に合わせ、六つのジョッキがカチンと打ち合わされる。

「山やま根ねです。普通に会社勤めで」

「鯉こい沼ぬまです。高校教師やってます」

「蘇そ我がっす。まあ、今のところはフリーターなんすけどね。あ、でもこの中じゃ一番若いっすよ。将来性には期待してくださいっ！」

　男三人もそれぞれ名乗る。エリも含め、ＳＮＳで知りあった間柄だという。

　仕事帰りか、いかにもマジメな勤め人という風情の山根がスーツにネクタイ。髪を短く刈って体格のいいスポーツマンタイプの鯉沼はラフなジャケット、顎のヒゲを整えた蘇我だけはちょっと若作りのレザーファッションだ。

　配置としては奥の志束が蘇我の向かい、朋と山根が幹事同士でそれぞれ真ん中、鯉沼の正面がマツリという並びになった。

「えっと。大船朋です。この近くで、ちょっとしたお店を開いてます」

「へーっ！　じゃ経営者サマ？　すげーじゃん」

　大げさなリアクションをする蘇我を、隣の山根が軽く肘でつついて戒いましめる。

「て……じゃなかった。名前の方だけで、志束と呼んでください」

　天てん弓きゆう院いんグループは地元では知らぬ者のない名家であり、大企業だ。うっかり名前を出したら混乱必至だ。セキュリティの面でも問題がある。

「何か特別な事情でもあんの？」

「おい、蘇我。そういう事は無理に訊きくもんじゃないだろ。まあ、そのうち場が盛り上がったら教えてもらうって事で。で、志束さん、お仕事は何やってんですか？」

　またしてもちょっと距離感をわきまえない蘇我の言葉を遮って、山根が訊たずねる。

「い、一応ＯＬです。総合職の」

　にっこり。

　マンガで読んだヒロインを思い出して、どうにかして朗らかで柔らかい笑顔を作る。

　普段の態度や表情が相手に威圧感を与えるものだと自覚しているから、こういう表情は意識的にコントロールする必要があるのだ。

　事務所オフイスで働いている女性レデイだから、一応ウソは言っていない。

　天てん弓きゆう院いん記念財団の代表代行としてグループ全体を取り仕切ってますなんて言ったら、名字を伏せた意味がない。

　喫茶店経営の朋ともであんな反応なのだから、これを正直に喋しやべったらどれだけの騒ぎになってしまうのか。

　さらに、志し束づかはちらっとマツリの方を見た。

　声には出せないが、視線と一緒に念を送る。

（あなたも、バカ正直に『天弓院の屋敷でメイドをしております』とか言ったりしないで。わたしが身元を伏せた意味がなくなってしまうから）

（もちろん承知しております）

（ただの『メイド』もダメよ。そんなのがいる家なんて普通じゃないから）

（お任せください。無事にごまかしてみせます）

　コンマ数秒の目め配くばせで、互いの意思は通じた。

　さすが若くとも数年来屋敷に勤めている有能なメイドである。

「えっと、そっちの彼女は？　その格好、コスプレか何か？」

　鯉こい沼ぬまが質問する。

「自分の事はマツリとお呼びください」

「仕事は？　メイドカフェで働いてるとか？」

　蘇そ我がが興味津々で身を乗り出す。

「職業は肉にく奴ど隷れいです」

　ぶっ！

　五人がビールを吹き出した。

　当のマツリだけがいつも通りの完璧な無表情。

　それぞれ下を向いたり手でブロックしたりして、お互いにスプレーの被害が出なかったのは不幸中の幸いだった。

「冗談です。本当の職業は、家事手伝いとお考えください」

「は、はは……そうか。そうだよね、うん」

　ぎこちなく笑って鯉沼がおしぼりで顔の汗を拭う。

　志束のＯＬと同じで、これもまあまるっきりのウソではない。確かに家事は手伝っている訳だし。

　一応、フルネームを名乗らない志し束づかが不自然に思われないよう、マツリなりにフォローする狙いもあったのだろう──と思いたい。

「もっと人数が多いと時間決めて席順もシャッフルするんだけど、今日は三対三で席も小さくて話すにも不自由はないから、基本このまま固定でいいかな？　後は流れに合わせてって事で」

　慣れた感じで、山やま根ねが提てい案あんする。

「あたしは構わないけど、志束ちゃんとマツリちゃんは？」

「わ、わたしはこういうところの作法ってよく分からないし、幹事にお任せします」

「お、志束ちゃん。カタそうに見えて初うい々ういしい感じがいいねぇ」

　志束が答えると、蘇そ我ががまたぐぐっと身を乗り出してくる。

「だから蘇我、お前は先走りすぎだって。志束さん、総合職って言ってましたよね。仕事、大変なんでしょ？」

　また山根がフォローに入った。

「え、ええ。まあ……」

「仕事一筋で、こういう席にはあまり縁がなかったって事ですか？」

　職業や立場への偏見は持ちたくないが、いい歳とししてフリーターの蘇我に比べると山根の方がいろいろと気遣い上手という印象だ。












　枝豆、焼き鳥、タコわさび、適宜運ばれてくるおつまみを前に、主に山やま根ねのリードで宴席は盛り上がっていく。

「志し束づかさん、グラス空じゃない？　何かおかわり頼もうよ」

　こちらの手元を見て、山根が訊たずねる。

「あ、そうですね。すみません。ウーロンハイ、薄めで」

　山根に向かって小さく頭を下げた後、女将おかみに振り返ってオーダーを入れる。

「志束ちゃん、大丈夫？」

「うん」

　小声で耳打ちする朋ともに肯うなずく。

　志束はアルコールには弱い。ものすごく弱い。

　今まで自覚する機会に遭遇しなかったので知ったのはごく最近だが、ビールの一、二杯ですぐに酔っ払って、他人に絡んだり愚痴ったりしてしまう。

　もちろんセーブはしているけれど、乾杯以降も断り続けるのは場の雰囲気を悪くしてしまうので、それなりにちびちびとビールとかウーロンハイなどで間を持たせている。

「はい。どうぞ」

　女将が運んできたウーロンハイのおかわりは、本当に薄い。というよりほとんどただのウーロン茶だった。

　マニュアルとシステムが徹底されたチェーン店とは違い、個人経営の小さな居酒屋なのでわざわざ口に出さなくても、こちらの気配や事情を察して対応してくれるのはありがたかった。

　効率とコストダウンを優先すべき局面と、優れたマンパワーの適てき切せつな運用できめ細かい対応を可能にすべき局面の使い分け──こんな時でも、志束は意識の片隅でビジネスの事を考えてしまう。

　これは既に才能というレベルですらなく、一種の生理機能。意識的に止める事ができない大脳の『仕し事ごと葉よう』みたいなものだ。

　朋もほろ酔い気分というかほんのり頰ほおを赤らめている。

　マツリに関しては、住み込みで仕事をしているとは言っても使用人と酌くみ交わすような事はないので酒を飲む場面には初めて立ち会ったが、こちらは度数の高いウォッカをロックでちびちびとだが機械めいた正確なペースであおり続けている。それなのに、言動が怪しくなるどころか顔色さえ変わっていない。

「やっぱこの店、美お味いしいよね。手作りでほっこりするって言うか。オレ、一人暮らしで仕事も忙しいから、基本外食かコンビニ弁当ばっかりなんだよなぁ」

　ツマミのゲソ唐揚げに、山根が舌した鼓つづみを打つ。

　もちろん単なる感想ではない。いろんな思惑があっての発言だ。

　仕事はバリバリやっています。親とは同居していません。そして、料理が作れる女性が好きですというアピール。

　女性としては、振られた話を受けた方がいいのだろうか。

「えーと、あたしもお料理とか苦手なんですよ。お店でもそっちは専門のスタッフに任せっきりで」

　志し束づかが悩んでいるうちに、朋ともが先にリアクションする。

　山やま根ねと蘇そ我がが僅わずかに落胆したのを、志束は見逃さなかった。

「その……わたしも家事とかはあまり得意じゃなくて。一応学生時代には普通に自炊してたのだけど。一人暮らしに不自由しない程度」

『家事は女性の役割』という旧きゆう弊へいな考え方に与くみするつもりはない志束だが、やっぱり期待する男性が多いのも事実。

　夫婦なり恋人なりで助け合うのなら『男女ともに、仕事も家事もこなせる』のがベストだろうから、どんなポリシーであっても苦手という事に開き直るのはみっともない。

「志束さん、ＯＬだよね？　じゃあ、いつもご飯はどうしているの？　やっぱり外食？」

「えっと……まあ、それなりに。今のところは何とかしてます」

　バカ正直に答える訳にはいかない。屋敷には専門の料理人がいて、任せているだなんて。

「じゃあ、マツリちゃんはどうなのよ？　家事手伝いって言ってたけど？」

　蘇我が興味津々の様子で訊たずねる。

「料理は専門ではないので日頃やっておりませんが、一応家庭料理レベルであれば和・洋・仏・伊・西・露・四川・広東・山東・湖南は一通り。多少ならばその他のエスニック料理も作れます」

　おぉーっ！

　男たちが感激でどよめく。

「えっと……。洋とイギリスやフランスとかって違うの？　中華を分類するのはまだ分かるんだけど」

　指折り数えていた蘇我が首を傾かしげる。

「はい。いわゆる洋食というのは西洋料理を取り入れた日本料理の事ですので、イタリア料理やフランス料理とは異なります」

「えっと……仏や伊は分かるんだけど、セイっていうのは？」

「西という字で、西班牙すぺいんの事ですね。パエリアですとか、ガスパチョですとか、ピンチョスですとか」

　自慢する風でもなく淡々と答える。

　志束も専任のコックが帰宅した後の夜食程度なら、たまたま手て空すきのマツリに頼んだ事はある。さすがに一流の本職には及ばないが、店を開いても通用するレベルの腕前だった。

「す、すごいね、マツリちゃん。も、もちろん料理できなきゃダメって訳じゃないけどさ」

　後半はあからさまな言い訳として山やま根ねが付け加えた。

　志し束づかと朋ともは、互いにちらちらと視線を交わして苦笑いするしかない。

「そ、そうだ。休みの日とか何してんの？　あ、オレは今んとこフリーだから毎日休みみたいなもんなんだけどさ。はは」

　一応は気を遣ったのか。冗談めかして蘇そ我がが新たな質問を繰り出した。

「え、えーと……あたしは～……買い物とか、後はお酒飲んでテレビ見てゴロゴロしたりとか」

　朋の視線が泳いだ。

　一応幹事代理だし、合コン慣れしている身として率先して答えたのだろうが、正直これもあまり外聞のいい過ごし方ではない。

「わたしもまあ、休日はジムで身体を動かしたり、読書をするくらいで」

　志束も正直に自分の事を話す。

　事実のウケが悪そうだというのは分かっても、男性に喜ばれそうな回答なんて思いつかないし、その場しのぎのウソで半端にごまかしたら後々面倒が大きくなるというのは真さな愛えと一かず大ひろの一件で痛感している。

「へえ。読書って、どんなの読むんですか？」

「統計資料や経営学の本などを」

　訊きかれた事に率直に答えると、山根の眉毛の間に複雑なシワの模様が生まれた。

　しまった。

　読書というだけでもあまり面白みはないのに、普通の人にとっては無味乾燥でハードルの高いものを挙げてしまった。

　志束にとっては極めてエキサイティングな読書体験なのだけど、素す直なおに恋愛小説とかエッセイとか、当たり障りのないものを選ぶべきだった。あるいは少女マンガの方を。そっちならギャップで好印象を与えたかも知れないのに。

「は、はは……。すごいですね。意識高い系って奴やつですか？　マツリさんは？」

「そうですね。自分は休日にはゲームなどを嗜たしなんでおりますが」

「ゲームってどんなの？　音ゲー？　アクション？　それとももっとかわいい奴かな？」

　話題を振ったのは山根だが、回答に食いついてきたのは蘇我の方だった。

「一八禁のエロゲーを少々。純愛系などではなく、ハードな路ろ線せんが好きです」

「へ？」

「ですから、一八禁のエロゲーをプレイしております。特に好きなのは鬼畜調教モノです。最近はいい作品に巡り合えないのが残念で」

　あくまで無表情のまま淡々と語るマツリの態度に、男たちの頰ほおがピクピクと引きつる。

「それ以外の趣味と言えば……自慰ですか」

「じ……？」

「……い？」

「はい、自慰です。オナニーやマスターベーションとも言いますが。それと、誤解のないようあらかじめ言っておきますけれど、自分はエロいのは大好きですが処女です。理想のシチュエーションにこだわっておりますので」

「……」

　真顔で答えるマツリに、今度は男たちが顔を見合わせる。

　志し束づかもどうフォローしていいのか分からず、口を一文字に閉ざすだけ。朋ともはパニックを起こして両手をあわあわ振り回している。

「もちろん冗談です。ご安心を」

「は、はは。マツリさんって美人だけどジョークきついんですねぇ」

「でも、そういう砕けた話ができるのも楽しいじゃん」

　マツリ自身が上う手まくごまかしたので、男たちは胸をなで下ろす。

　蘇そ我がの一言が自分への当てつけに聞こえるのは、心が狭すぎだろうか。

（こ、これはアレよ。志束ちゃんっ！）

　隣の自分にしか聞こえないごく小さな声で、朋が訴える。

（アレって何？）

（合コンあるあるの中でも最も出現頻度が高く、しかも被害は甚大のケース。『人数合わせで連れてきた友達が男の人気を集めちゃう現象』よっ！）

　いわゆる女子力で比べると、確かにマツリは圧倒的だ。しかも比較対象の志束と朋が平均以下だからますます際立つ。

　もともとお試しのつもりの初参加だし、そこまで結婚願望が強い訳ではない。

　それでも己がプライドの高い性格である事を志束は自覚している。必要とあれば耐えるのも身を引くのも構わないけれど、そうでないところで他人に遅れを取るのはあまり面白くない。

　負けず嫌いというより、勝って勝って勝ちまくるのが当たり前。

　そういう気概でなければ飛び級でアメリカの大学に進んだ東洋人の小娘が、ビジネスエリートの卵たちの中で生き残る事はできなかった。

　とは言っても、こういう席での戦術戦略についてはあまりにも無知。予備知識がないくせに焦って前のめりになっても失敗するだけだ。

　今はおとなしくチャンスを待つ時──そう考えて、志束はヒリヒリする喉のどをなだめるためにジョッキをあおった。

　薄くても一応はウーロンハイ。アルコールで、ぽっと顔が火照る。

「そういえば志し束づかさん、総合職って言ってましたけど、どちらへお勤めですか？」

　マツリに偏りすぎている状況をマズいと判断したのか。山やま根ねがこちらへ話を向けた。

「えっと……会社名はまだちょっと」

　男性陣も存分にアルコールが回ってきたのか。それともマツリの過激なジョークがブレーキを緩めてくれたのか。初めのうちよりはやや砕けた態度で訊たずねる山根に、志束は曖昧な笑顔で答えた。

　グループ全体の代表職代行なので、志束の権限は複数の会社にまたがっている。公式な肩書きだけでも何種類になるのか。

「そう。オレはね、結構いいところ勤めてますよ。天てん弓きゆう院いん不動産開発」

　ぶっ！

　予期せぬ──というか、予期していて然しかるべきなのに見落としていた『天弓院』というキーワードの出現に、志束はウーロンハイを噴ふん出しゆつしそうになった。

　元々九く比ひ戸と市界かい隈わいに根付き多くの分野にまたがっているのだから、地元で合コンをやったら社員や関係者が現れたって、確率的にはおかしな話ではない。

「そ、そうだったんですか。はは……」

「当然知ってますよね、天弓院グループの。オレ、会社じゃ結構なホープなんですよ」

　自慢げに山根が差し出した名刺に書かれているのは確かに『天弓院不動産開発・都市再生事業本部第一企画部営業二係長』と書かれているし、天弓院の社章も印刷されている。間違いなく会社から業務用として支給されるものだ。

　老朽化したマンションやオフィスビルの価値を低コストで再生するビジネスは、地域活性化と環境配慮の両面から現在力を入れている分野だ。

　まだ三〇前の若さと肩書きを併せて考えれば、恐らくは有能なエリート社員なのだろう。都市再生事業本部の一企と言えば、業績好調という報告は志束も受けている。

　さすがに重役クラスは別として、社員一人一人の顔や人柄までは把握していないが。

（けど、向こうがわたしの顔を知らないってどういう事よ！）

　声には出さないで、志束は憤ふん懣まんを飲み込んだ。

　確かに知っていたら最初から大騒動になっていたし、社員が『上』の人間の事ばかり気にしているのが健全とも思っていない。志束としてもあくまで暫ざん定てい的な中継ぎ役という自覚があったから、あまり表だって立ち回らないようにもしていたし。

「総合職なんて言っても、こういう席で名前出して自慢できない程度の会社なんでしょ？　だったら、やっぱり家庭に入って亭主を立てる、男を支えるってのが女性の幸福だってオレは思うんですよね。志束さんだって『一応』総合職になれたから、プライドは満足でしょ？」

　赤い顔で、酒臭い息を吐きかけてくる。

「じょ、女性だって仕事に生きがいとか感じてるもんね。ね、志し束づかちゃん。あたしも経営者なんだし」

「あのねぇ。世間でそういう不自然な一見正論風の話がまかり通ってるせいで、少子化が止まらないんだよ。やっぱ女は結婚してバンバン子供産むのが一番だ！　間違いなしっ！」

　朋ともが営業用スマイルで場を収めようと試みるものの、山やま根ねの舌ぜつ鋒ぽうは止まらない。

　ひくひくひくっ！

　志束のこめかみが引きつった。

　結婚というバスに乗り遅れるのは女性ばかりではない。

　男だって売れ残る、あるいは買いそびれる。

　ちゃんとした会社で出世していて見た目も悪くない山根が、こういう『追い詰められた合コン』の話に乗っちゃうのは、何らかの問題点を抱えていたから。

　彼の場合はこの古くさい男性優位思想と、それを垂れ流しにしてしまう酒グセの悪さで決まりだ。

　そりゃ家庭にすっぽり収まって専業主婦になりたい女性だっているだろうけど、この男、実際につき合ったり結婚したりしたら、無駄に亭主風をびゅんびゅん吹かせる暴君になるのは目に見えている。

　結婚に真剣な女性であればあるほど、そういう危険の臭いは敏感に嗅ぎつけるだろう。

「志束ちゃん、女で総合職なんてやってると会社でも風当たり強いだろうし、出世も厳しいでしょ？　だったらさっさと結婚しちゃった方が幸せだってば」

　馴なれ馴なれしく、テーブル越しに対面から肩に手を伸ばしてくる。

「……確かに、これ以上の出世は望めないわね」

　現時点で、天てん弓きゆう院いんグループの実務上のトップなのだから。

「だったらオレと結婚しちゃえってば。オレ、志束ちゃんみたいなの、結構好みなのよ」

「山根、お前酔っ払いすぎだぜ。志束ちゃんが嫌がってるの、分かんないのか？」

　志束へと伸ばされてきた山根の腕を素早くブロックしたのは、意外にも今さっきまで熱心にマツリに声をかけていた蘇そ我がだった。

　アルコールに強い体質なのか。顔は赤くなっているのに、視線や口調は山根と比較して乱れていない。

（あれ？　この人、案外いいところもある？）

　少しだけだが、蘇我を見直す。

　第一印象は無礼なダメ人間という最悪評価だった男が、ヒロインのピンチに意外な男気を見せて評価急上昇。

　少女マンガでもよく見るパターンだ。

「オレは山根とは違うよ。女が外でバリバリ仕事して、ちゃんと金稼ぐのってむしろカッコいいって思うね」

　ビールのジョッキを乾杯のように掲げながら、蘇そ我がは笑う。

　最初は不潔に思えていたヒゲも、こうしてみるとワイルドなたくましさの表れに見える。

（ダ、ダメよ、志し束づかっ！）

　酒以外の原因で熱く火照る頰ほおを押さえながら、志束は己に言い聞かせる。

（これはきっと、お酒で気持ちが緩んじゃってるだけ。それと山やま根ねとの落差のせいで、魅力的に見えているだけなんだからっ！）

　アルコールばかりでなく、こういうシチュエーションにこんなにも弱い自分を、志束は初めて知ってしまった。

「そ、そういえば蘇我さん」

「ん？　何？」

「あなた、今のところはフリーターって言ってたわよね？　何か、将来のビジョンはあるの？」

　自分自身の気持ちを落ち着かせる時間を稼ぐため、そして蘇我の人柄を改めて確認するため、志束は問いかけた。

「まあ、オレはビッグになるグレートな男だからな」

「ビッグって、具体的には？」

「……だから大物だよ。まだ世間には認められてないけど、オレには世界に通用する才能があるからな。そのうち狭い日本なんか飛び出してやるよ」

　ひくっ！

　さっきまではハートの弱くて敏感な部分が反応したけれど、今度はビジネスマンとしての嗅覚が何かをかぎ取った。

　アメリカの大学時代にも何度か遭遇したし、帰国してからは経営者として直接接せつ触しよくする前に何度か門前払いにした連中に共通する、ある種の臭いを感知したのだ。

「ぐ・た・い・て・き・に・は？　役者なの？　ミュージシャン？　それともベンチャービジネスか何か？」

　スタッカートを利かせて、志束は鋭い視線で蘇我を睨にらみつける。

「……そ、そりゃオレ様はマルチタレントっていうか……この間まではロックやってて芽が出なかったけど、周りの感性がオレのレベルに届いてなかっただけなんだよ！」

　志束の視線に気け圧おされたのか、蘇我は座ったままじりじりと背後の壁へと後退していく。

「オ、オレは山根とは考え方違うんだってば。本気で夢を追いかける男の生活を、女が働いて支えるってのも生き方だと思うぜ？」

「「女が仕事するのは、別に男のために限った話じゃないわよっ！」」

　志束だけではない。

　隣にいる朋ともも声を重ねて怒鳴る。

「ん？」

　その朋が、テーブルを乗り越えるように小さな身体を乗り出し、蘇そ我がの顔をまじまじと見た。

「な、何だよ、あんた？」

「……さっきあなた、メイド好きって言ってたわよね？」

「そ、それがどうかしたのかよ？」

「でもって、彼女を働かせて自分自身はビッグでグレートな夢を追いかけると称してブラブラするって、まあヒモ生活が好きと」

「……ヒ、ヒモだとか、そうは言ってないだろ！」

「あたしのお店、メイドカフェ『スウィート・ドロップ』って言うんだけど」

　店名を告げた瞬間、蘇我の顔が引きつった。

「やっぱり沙さ羅らちゃんの元カレねっ！」

　びしっ！

　朋がちっちゃな手で人差し指を突きつけると、蘇我の顔が一瞬で真っ青になった。

「どういう事なの？」

「こいつ、ウチで働いてる子のヒモだったのに、口ばっかだから見捨てられたのよ」

　シンプルな朋の説明で納なつ得とくする。

　そういう状況だから、次の寄生先を探して合コンにはせ参じたという事か。

「い、いーじゃん。あんたたち、どうせいき遅れで、女友達に見せびらかす男の一人もキープしとかないと体裁悪いんだろ？　なっ？」

　志し束づかは立ち上がり、無様に懇願する蘇我を冷たく見下ろす。

「壇だんさん？」

「何でしょうか、志束様」

「あなたのお酒、分けてもらえる？」

「志束さまのお望みとあれば。自分の飲みかけなので間接キスになりますが、構いませんか？」

「さすがに今さら、そんなのを恥ずかしがるような歳としじゃないわよ！」

　マツリが差し出したグラスを引っつかんで一気にあおり、勢いをつけてから蘇我自身の手から飲みかけのジョッキを奪い取る。

「な、何すんだよっ？」

　ダバダバダバッ！

　手首を返して、ぬるくなったビールを蘇我の頭からぶっかける。

「志束ちゃん！」

「ええ、朋ともさん」

　二人が目め配くばせして、肯うなずき合あう。

　同時に、マツリが蘇そ我がを羽交い締めにして立ち上がる。

「な、何だよ？　何すんだよ？」

「あたしたちはねぇ。女に頼ってすがるだけのダメ男も──」

「──男ってだけで女の上に立てると思っているバカもお断りなのっ！」

　朋と志し束づかがつないだ手で、蘇我の喉のど元もとを直撃する。

　絶妙なコンビネーション。完璧に息のあったクロスライン攻撃。

「おごっ！」

「ぐげはっ！」

　しかもマツリが適てき切せつな角度とタイミングで拘束を解いたものだから、ひっくり返った蘇我の身体が山やま根ねにぶち当たるダブルノックダウンだ。

「行こ、志束ちゃん」

「ええ。壇だんさん、帰るわよ」

「承知いたしました、志束さま」

「会計額の半分と、それから床や壁を汚してしまった分の迷惑料です。お納めください」

　財布から数枚の紙幣を取り出して女将おかみに渡すと、志束は大おお股またで店を後にした。

　ちなみに鯉こい沼ぬまは乾杯からほどなく急ピッチで飲み続け、さっさと眠ってずーっと高いびきだったのである。

　本日の戦果は、ダメ男三匹の存在を実感できたという事だけであった。




　それから十数分後──。

「やっぱりマンガに出てくるみたいな理想的な男性なんて、滅めつ多たにいないのよっ！」

　ドンッ！

　強い勢いで、空のジョッキがテーブルに叩たたきつけられる。

　朋の案内でなだれ込んだ二件目の居酒屋。据わった目つきで志束は愚痴を垂れ流す。

　ただし、あくまで『滅多に』であって『絶対に』いないとは言わない。

　仕事の上では有能で信頼できる人はたくさん知っているし、恋愛についても若くて未熟なりに真剣に自分の気持ちに向き合い、関わった女の子の笑顔のために懸命に奔ほん走そうする少年がいる事を、志束は知っている。

「確かに今日は大ハズレ。今度お見舞いついでに、エリに文句言わなきゃ。ごめんね、志束ちゃん。あたしが誘ったのにあんな連中ばっかりで」

　朋も頰ほおをぷくっと膨らませつつ、チーズをつまみ上げた。

「参加を決心したのはわたしなんだから自業自得よ」

　朋ともを責める気にはならない。その分、愚かで迂う闊かつで、ついついつまらない事で期待してしまった自分を罰したくて酒が進む。

「壇だんさんもごめんなさい。こちらの都合で、本当に急場でお願いしてしまって」

「自分は失望しておりません。元々単なる人数あわせですし、合コンなどでは自分の望む殿方に巡り会えないのは明らかな事ですから。これでも自分は理想が高く、仕事でも異性関係でも妥協しない主義でございます」

　マツリ一人が平然とした態度で、強いスピリッツを一定のペースで飲み続けている。

　恋愛や結婚、あるいは男性というものに対して普通の期待をしていないからこその強さであり、動じなさであった。

「……でもまあ、失敗覚悟でいろいろチャレンジしてみないと、いい男に出会えないのも真理なんだよねぇ」

　頰ほお杖づえの朋がマドラーを回すと、チューハイのグラスの中で氷がカランと鳴った。

「そうね。わたしは経験不足なんだし、これからどんどんトライして、当たって砕けて、男を見る目も磨いて、耐性もつけないと。ちゃんと本気の失恋した真さな愛えに説教しても説得力ないもの」

　初恋が成就してそのまま一生添い遂げたら、きっと理想的な展開なのだろう。

　だけど理想は滅めつ多たに実現しないからこそ理想なのであって。

　だったらトライ・アンド・エラーを繰り返して経験値を積み、耐える強さも攻める上う手まさも身につけていくしかない。

　必ず相手が存在していて、無数の複雑なパラメータが絡み合い、再現できない固有の問題があって、それでも芯の部分にはある種の共通性があって──ビジネスも恋も同じだし、きっと現実に生きていく上で直面する物事は全部そうなのだ。

　酔っ払った頭の中心が、そんな事を考える。

　がしっ！

　呂ろ律れつの怪しい早口でまくし立てると、志し束づかは朋の手をがっちり握る。

「という訳で朋さんっ！　また何かチャンスがあったらガンガン誘ってね。都合がつく限り参加するから！」

「……と言われても、最初から失敗覚悟、玉ぎよく砕さい上等で来られても、相手の男性も困るんじゃないかなぁ……」

　朋としては、視線を逸そらしつつ小声でこぼすしかないのであった。








（おわり）














第３話　桃もも乃のちゃん大ピンチ！







　夕ゆう陽ひが、校舎の影を長く濃く落とす。

　吹き抜ける秋風が、足下の草を揺らす。

　その風に耐えるように、羊ひつじ飼かい桃乃は小さな身体を抱きすくめるようにして立っていた。

　向かい合う二人の少女。

　微かすかに潤んだ瞳が、真まっ直すぐに相手に向けられる。

　眼まな差ざしの熱に耐えかねたのか、見られている側がほんの一瞬だけ顔を逸そらした。

　一歩、また一歩──一人がもう一人に近づいていく。待ち受ける少女は、緊張しているのか真っ直ぐに立ち尽くしたまま。

　風の中でも互いの息づかいが分かるほど、間近まで近づく。

　小柄な少女が一度だけ俯うつむき、すっと息を吸い込む。まるで空気と一緒に、勇気を胸に蓄えようとするみたいに。

　そう。大切な一言を、はっきり口にするための勇気を。

「好きです、おねーさま」

　見上げる告白に、告げられた方は無言。

「本気なんです。あたしとつき合ってください。恋人になってください」

　飾りのない、ありのままの感情を真まっ直すぐにぶつける。

　それでもまだ返事はない。

「あたしじゃダメなんですか？　それともおねーさまには他に好きな人がいるんですか？」

　ついに、小柄な少女の手が『おねーさま』の手をしっかと握った。

「お願いですの。答えてくださいですの、桃もも乃のおねーさまっ！」

「え、えーと……」

　後輩の少女から告白され、桃乃はただ戸惑うばかりだった。




　事の起こりは一時間前に遡る。

　空手部の稽古を終えて道場から戻ったら、桃乃のロッカーに手紙が入っていたのだ。

「こ、これはっ！」

　恐らくは隙間から強引に差し入れたのだろう。たたんだ制服の上に落ちているそれを拾いあげ、桃乃は目を丸くした。

　差出人の名前はない。真っ白な封筒で表書きは『羊ひつじ飼かい桃乃さまへ』。封ふう緘かんはピンクのハートシールだった。

　中を見ると、細いペンの丸っこい文字で『今日の練習が終わった後、校舎裏の楡にれの木の下で待ってます』とだけ。

「なになに、どうしたの？」

　ひょいっ！

　少し遅れてロッカールームに入ってきた氷ひ魚お鷹たか奈なが、肩越しに覗のぞき込こむ。

「こ、これはっ！　その、そういうのじゃありませんっ！」

　慌てて手紙を畳んで腰の後ろに隠した桃乃だったが、完全に狼ろう狽ばいしてわたわたぶんぶんと真っ赤な顔を振り回す。

　その行動と反応は、手にしたものが何だったのかを白状しているも同然だ。

「あー……。ごめん。ひょっとしてあたし、見ちゃいけないモノ見ちゃった？」

「そ、そ、そ、そんな事はありませんっ！　そーいう手紙をうっかり他の人が来る場所で開けちゃった桃乃が悪いんですっ！　それに、桃乃のこーいう話だと、鷹奈おねーさまとまるっきり無関係だって事にはなりませんしっ！」

「……まあ、そういう事になるのかなぁ。それって、要するにラブレターだよね？」

　困ったようなはにかむような、微妙な笑みで鷹奈は訊たずねる。

　こくり。

　桃乃は無言で肯うなずいた。

　桃乃と鷹奈の関係は、単に空手部の先輩後輩というシンプルなものではない。

　鷹たか奈なを好きになって告白しいろいろとつきまとった桃もも乃のと、断るためにニセ恋人に仕立てた幼なじみを本気で好きになってしまい、しかし最終的には彼にもフラれてしまった鷹奈という面倒な事実が、二人の間には存在している。

　まあ、いろいろ気持ちの行き違いはあったし、今でも多少のわだかまりはあるけれど、現状では空手部の先輩後輩として普通に話もする間柄だ。

　フラれはしたけれど、桃乃が鷹奈を好きな事は変わらない。

　フラれはしたけれど、鷹奈が彼を好きな事も変わらない。

　何もかも水に流してなかった事にするのではない。

　いろんな事があったのを受け入れ、受け止めた上で、お互いの気持ちにケジメをつけた鷹奈と桃乃の、それが現状での結論だった。

「……これ、どーすればいいんでしょうか？」

　桃乃は後ろ手に隠していた手紙を、そっと胸元に持ってくる。

　ここは女子校で、運動部のロッカールーム。

　二重の防御で外から男性が入り込んだりできない鉄壁の要塞だ。即すなわち、差出人は自動的に女性という事になる。

　高一の桃乃を『おねーさま』と呼んでいるからには、中等部の生徒だろう。

「あたしが言えた義理じゃないと思うけどさ。やっぱりきちんと行って、直接話するべきじゃないかな」

「でも、桃乃の気持ちはおねーさまから動きませんっ！」

「断るにしても、ちゃんと会って話した方がいいよ。その……変に曖昧にごまかそうとしたりすると、後々になってもっと面倒な事になると思うんだよね。あたしの経験から言っても」

　苦笑いしつつ、鷹奈はポニーテールの後頭部をポリポリ搔かいた。

「……不安だからおねーさまに一緒にいてほしいけど、それじゃダメなんですよね。桃乃が自分一人ではっきりしなきゃいけない事なんですよね」

「そうだと思うよ、あたしも」

　ぽん。

　鷹奈の手が、素肌のままの桃乃の肩を優しく叩たたいた。

「は、はいっ！　じゃあ桃乃、勇気を出して行ってきますっ！」

　何な故ぜか反射的に敬礼のポーズになって背筋を伸ばして、桃乃は答えた。




　──とまあそんな訳で、桃乃は約束の場所である中等部と高等部の校舎の間にある楡にれの木へと赴く事になったのである。

「答えてください、桃乃おねーさまっ」

　手を握ったまま、少女がぐいぐいにじり寄る。

「そ、そんな事を言われても、桃もも乃のはあなたの事何も知らないし……」

「あ、ごめんなさい。あたし、中等部三年の谷たに山やま小こ鳩ばとと言いますの。美術部員ですの」

　大きなリボンの少女──小鳩が潤んだ上目遣いで至近距離から見つめる。

　桃乃も高一としては小柄な方だが、小鳩はさらにちょっと小さい。それなのに、迫ってくる迫力で桃乃の方が思わず一歩後退しようとするも、がっちり手をつかまれているのでそれも叶かなわない。

　小さくてかわいいけれど、実は俊敏で獰どう猛もうな肉食動物──そんな印象だ。

「どうなんです？　桃乃おねーさまは、現在お付き合いしてる相手がいるんですか？」

「そ、それはいないけれど……」

「じゃあフリーなんですね？　それなら小鳩とお付き合いするのに、何の問題もないという事ですの！」

　ぎゅっ！

　手を握る力が強まる。

　ほとんど胸と胸が触れあいそうなくらいに距離が詰まる。

　顔がぽわっと熱くなり、心臓がバクバクする。

　はっきり言って桃乃は女の子が好きだ。

　幼稚園の頃、小五の頃とそれぞれ身近な同性を好きになり、三人目の鷹たか奈なで初めてはっきり告白してアプローチした。

　だけど、ちゃんと交際した経験はまだ一度もない。

「つ、つき合ってる人はいないけど、好きな人はいるのっ！」

　ぶんっ！

　思いっきり腕を跳ね上げ、小鳩の手を振りほどく。

　未熟な初心者とはいえ、四月からずっと空手部でトレーニングを積んでいる桃乃だ。

　その気になれば非力な文化部員など敵ではない。とりあえず肉体的・物理的には。

「じゃあ桃乃おねーさまは、その好きな方に告白はしてないんですの？」

「し、したけど……その人には他に好きな人がいて……」

「という事は桃乃おねーさまにはチャンスがないという事ですのね？　ならば小鳩とつき合いましょうですの！」

　最初のうちはそれなりにフォーマルに振る舞っていたのにどんどん地が出てきたのか、口調も特徴的になってくる。

「その理屈はおかしいでしょ？　だったら桃乃に好きな人がいるんだから、あなたの方にもチャンスがないって事になっちゃうでしょ！　とにかくっ！　桃乃はあなたの事は全然知らないし、つき合う気も一切ないのっ！　ごめんなさいっ！」

　ぶんっ！

　首が外れて飛んでいきそうな勢いでお辞儀をして、相手の反応を確かめもせずに一目散にダッシュしてその場を離れる。

　中高共同のクラブ棟を通り過ぎ、高等部校舎に飛び込み、己の拠点とも言える自分のクラスへと駆け込んだところで息が上がった。

「はぁ……はぁ……」

　とりあえず追いかけてきてはいないようだ。

　放課後で運動部の練習も終わる時間帯なので、教室の中には誰もいない。

「ふぅ……」

　手を見下ろす。

　鷹たか奈なに近づくために空手の稽古を重ね、少しタコができて硬くなっているけれど、客観的に評すればちっちゃくてかわいらしい、一六にもなって『紅葉もみじのような』という形容が似合ってしまう手だ。

　それが熱く火照っている。

　右手を胸に当てると、心臓が信じられないほど強く脈打っている。そして、胸は手よりもさらに熱い。

「な、何をドキドキしてるのっ！　桃もも乃のが好きなのは鷹奈おねーさまなんだから、あんな子に告白されたからってこんな風になるはずなんかないのにっ！」

　体温や鼓動は自力で制御できない。

　命そのものと一緒に勝手に駆動する。

　思い通りにならないという点では、多分恋心に似ている。

　ポケットからスマホを取りだし、カメラのモードを切り替えて手鏡代わりに自分の顔を眺める。

　丸顔で、シニョンにまとめた髪のせいもあって全体的に子供っぽい雰囲気だ。背も低い。クラスメイトと一緒に歩いていても、自分だけ年下に見られる事もある。

　さっきの小こ鳩ばとという女の子も小柄で童顔だったから一応こちらが年上に見えるけれど『おねーさま』なんて呼ばれるのにはどうしても違和感を覚えてしまう。

　今まで好きになった相手も全部年上だし。

「どうして……どうして桃乃なの？」

　スマホ画面の中の自分に問いかけても、もちろん答は返ってこなかった。




　戸惑いや迷いはあったけれど、自分自身の内側から湧き上がったものではなく、他人から向けられた気持ちに対する困惑だ。

　一晩眠れば、頭もすっきりする。

「うーんっ！　いい天気っ！」

　朝の六時──登校のために家を出た玄関口で、桃もも乃のは小さな身体を目一杯に伸ばして深呼吸した。

　早すぎる時間は、空手部の朝練があるからだ。

　部のルールとして決められている訳ではなく、あくまで希望者の自主的な参加という事になっているけれど、桃乃はなるべく出るようにしている。

「よいしょっ」

　愛車のサドルにまたがる。桃乃は自転車通学だ。

　前カゴにカバンとスポーツバッグを放り込み、ペダルを踏んで軽快に走り出す。

「桃乃おねーさまっ！」

「えっ？」

　呼び止められて振り返ると、昨日の少女──小こ鳩ばとがシャカシャカと自転車を漕いで追いかけてきていた。

「ええっ！　ど、どーしてここにっ！」

「桃乃おねーさまが朝練に参加してるのは知ってますの。ですから一緒に登校したくて待ってましたの！」

　シャカシャカシャカッ！

　追走から並走になって小鳩がにっこり笑う。向かい風で頭のリボンが揺れる。

「そ、それってストーカー？」

「恋する乙女と言ってほしいですのっ！」

　思わず加速する桃乃だが、小鳩も負けずに力強くペダルを踏み込む。サドルから浮いたスカートのお尻が左右に揺れる。

　小さな猫が全力で獲物を追いかけているような姿だ。

「ストーカーはストーカーでしょっ！」

「おねーさまだって好きな人がいるのなら分かるはずですの！　好きな人の事は何でも知りたいし、いつでも近くにいたいし、離れていくのなら追いかけたいんですの！」

　そんな風に言われると、桃乃としては返す言葉がない。

　自分自身、今も鷹たか奈なにつきまとっているのだから。

「で、でもっ！　昨日ちゃんとお断りしたし！」

「一度拒絶されたくらいで諦められるようなら、そんなのは恋とは言いませんの！」

　これも、桃乃自身にもしっかり当てはまる話だった。

　確かに、それとなく諦めさせるような小細工ではなく、鷹奈本人の口からすべての事情を明らかにされて拒絶された時には号ごう泣きゆうしたけれど、諦めて身を引いた訳ではない。

　むしろ諦めないために、一時的な自重を決めたのだ。

　その気持ちは、鷹たか奈なが一五画男──八や木ぎ本もと一かず大ひろにフラれた今でも変わらない。

「と、とにかく桃もも乃のはあなたとつき合う気はないからっ！」

「あたしだって諦めるつもりはありませんのっ！」

　シャカシャカッ！

　シャカシャカシャカッ！

　懸命にペダルを踏む桃乃に対し、小こ鳩ばとも一歩も退ひかずに加速を続ける。

　引き離せないまま、二台の自転車はほぼ同時に学校の自転車置き場へと滑り込んだ。

「も、桃乃はこのまま空手部の朝練に参加するから、ついて来ないでっ！」

　ダッ！

　小鳩の方を見もせずに全力ダッシュで運動部部室棟へと走る。

「おはようございますっ！」

　道着に着替え、桃乃は一礼して稽古場へと踏み込んだ。

「おはよう。早いな、羊ひつじ飼かい」

　出迎えたのはコーチである女性教員と数人の部員だけ。鷹奈の姿はない。彼女は圧倒的に強い上に朝には弱いタイプなので、自主練にはあまり参加しないのだ。

　それでも構わない。

　これは鷹奈と一緒にいられる嬉うれしい時間ではないけれど、鷹奈に近づき、同じ世界を共有するために必要な努力だ。何しろ桃乃は補欠にもほど遠い初心者なのだから。

「じゃあいつもの通り、柔軟で身体をほぐしてから基本の型ね」

「押お忍すっ！」

　コーチの指示に桃乃が答えたちょうどその時──。

「おはようございまーす。中等部の谷たに山やま小鳩ですの」

　昨日と今朝。二日どころか実質一時間にも満たない接せつ触しよくなのに、すっかり覚えてしまった声が稽古場に入ってきた。

　悲鳴を上げそうになる口を、桃乃は慌てて塞ぐ。

「ああ、来たか。はい、みんなちょっと注目！」

　コーチが部員の注意を引くべく、パンパンと手を叩たたいた。

「彼女は中等部三年の美術部員で、谷山という。絵の題材として武道を扱いたいという事で道場に通う事になった。邪魔にならないよう隅っこで見ているという話なので、みんなも気にせずいつも通り稽古に励んでくれ」

「どうぞよろしくお願いしますの」

　紹介に続いて、小鳩がぺこりと頭を下げる。

　礼儀正しい態度は、今朝の傍ぼう若じやく無ぶ人じんなストーカーとは大違いだ。

　一瞬だけ桃乃に視線を向けて、他人には気づかれないようウインクする。

「放課後ならともかく、朝練に顔出すのって熱心だね」

「それだけ真剣って事なんじゃない？　感心感心」

「あたし、かっこよく描いてもらえるかなぁ」

　他の部員の反応は好意的。危機感を抱いているのは桃もも乃のただ一人だった。

　これは猫だ。タチかネコかというアレではなく、被る方の猫。それをすっぽり頭から被って本性や本当の目的をカモフラージュしている。

　まあ桃乃だって鷹たか奈なにアプローチするために空手部に入部した訳だから大きな事は言えないが、まさかこういう手段で来るとは。

「あ、あのっ！　コーチ！」

「どうした、羊ひつじ飼かい？」

「部外者が近くで見ていると、やっぱり気が散ってしまいます」

「これも精神修養と思え。大会では観客も敵の応援団もいる中で戦う事になるんだ。声も出さない絵描きが一人いるだけで気持ちが乱れるようじゃいかんぞ。集中力を高めろ」

　正論だし、責任者であるコーチが許した以上、桃乃としてはこれ以上の抗議はできない。

　事実、小こ鳩ばとは稽古場の隅にちょこんと体育座りしているだけだ。立てた膝ひざの上にはスケッチブック、右手には鉛筆。

（気にしない、気にしないっ！　こっちがこれ以上相手しなければ、きっとそのうちに飽きていなくなるに決まってますっ！）

　己に言い聞かせ、桃乃は先輩に倣ならって基本の型を反復するけれど、やっぱり小鳩の存在が気にかかってしまう。

「よーしっ！　じゃあ今朝はここまで」

「押お忍す！」

　朝練の終了を告げるコーチに、桃乃を含む部員たちは声を揃そろえて答える。小鳩もちゃんと立ち上がり、部員一同に向けてまた頭を下げた。

「あー、着替えめんどくさ」

「でも汗臭いまんまで授業出られないじゃん」

　いつも通りの事を口々にぼやきながら、皆がシャワーへ向かう。

　元々設備は充実しているし、朝は参加者が少ないという事もあってシャワーブースの取り合いなどは発生しない。

「ふぅ～」

　温ぬるい水流を身体に浴びせながら、桃乃は安あん堵どの息をついた。

　汗をかいた肌が清められ、動かした筋肉が適度な暖かさでとろりとほぐれていくような感覚。鷹奈に恋して空手を始めなければ、この心地よさも知らずにいただろう。

　予期せぬ闖ちん入にゆう者しやにびっくりしたけれど、とりあえずこれで一段落。

　ブースから出て身体を拭き、デオドラントスプレーを使ってからブラとショーツを身につける。

「ふふふ～ん♪」

　気持ちよさに、自然と鼻歌まで出てくる。

　桃もも乃のは完全に油断していた。

「失礼しますの！」

　いきなり小こ鳩ばとが入ってきた。

「きゃっ！」

　慌てて制服で身体を隠す。

「えっと。谷たに山やまさんだっけ？　どうしたの？」

　事情を知らない先輩が、何気なく声をかける。

「はい。せっかくだから裸の時の筋肉とかもちゃんと観察したいと思いましたの」

　胸にはさっきと同じスケッチブックを抱きかかえている。

「熱心なのはいいけどさ。服着た練習風景くらいならともかく、裸を絵にされるのはちょっとね。そういう事はちゃんとモデルになる人、一人一人個別に話を通した方がいいんじゃないかな？」

　さすがに副キャプテンが釘くぎを刺す。

「はい。ごめんなさいですの。ちょっと先走りすぎましたの」

　一応はしおらしく詫わびる小鳩だが、視線はずーっと自分の方に向いている。

　周りに他人の目があって変な行動に出られないうちに、さっさと着替えてこの場を離れた方がいい──そう判断した桃乃は大急ぎで着替えを済ませる。

「お疲れ様でしたーっ！」

　空手部の仲間に礼をして、入り口付近に立ちはだかる小鳩を押しのけるようにして高等部一年の教室へと走った。

　さすがに授業中や一〇分休みに中等部から襲来したりはしないと頭では分かっているのだけれど、それでも桃乃は安心できない。

　一年の教室は一階なのでついチラチラと窓からのぞいていないか注意したりして、授業中に先生にしかられてしまった。

　午前最後の、数学の授業が終わりに近づく頃、ある事実に気づく。

　自宅前で朝から待ち伏せるほどの情熱なのだから、きっと昼休みにもやって来るだろう。だったらチャイムがなったらすぐにこの場から離れた方が、小鳩からのコンタクトを避けられる。

　幸い、お昼はいつも弁当ではなく学食で済ませるのが桃乃の習慣だ。

　いっそトイレかどこかに逃げ込んで完全に小鳩のアプローチをシャットアウトするという手もあるけれど、朝練で身体を動かした後でお昼抜きは厳しい。

　きーんこーんかーんこーん。

　チャイムが鳴ると同時に教室を飛び出し、一気に学食へと急ぐ。

「羊ひつじ飼かいさん、廊下を走っちゃいけませんよ！」

「は、はいっ。ごめんなさい！」

　すれ違う先生に詫わびながら、学食へと飛び込む。

　まだ他の生徒の姿は少なく、埋まっているテーブルは疎まばらだ。

「お待ちしてましたの、桃もも乃のおねーさまっ！」

「はひっ！」

　びっくりして飛とび退のいた弾はずみで、変なポーズになってしまった。

「ど、どーしてここにっ？」

「桃乃おねーさまが、ここでお昼にするのはちゃんと調査済みですの。ささ、今日のＡランチはおねーさまの大好物、ササミのシソ巻きフライですの」

　迂う闊かつだった。

　自宅住所どころか朝練に出かけるタイミングまで下調べ万全の小こ鳩ばとが、校内での桃乃の習慣をチェックしていないはずがなかった。

　今まではそうする理由もなかったから特に隠してもいなかったし、クラスメイトに訊たずねたりすれば好きな食べ物くらい調べるのは簡単だ。

「も、桃乃、今日は一人で静かにランチしたい気分だから、ごめんね」

「じゃあおねーさまはおねーさまでお好きな席に座ってくださいですの。わたしはわたしで勝手に、その向かいかお隣に座りますの」

「だ、だからそーいうのはっ！」

　反論を試みる桃乃だが、小鳩は勝利の表情で配膳カウンターの上に張られた紙を指さした。

『昼休みは大変混み合いますので相席にご協力ください』

　これは聖せい穹きゆうの生徒なら全員が知っているマナーというより、遵じゆん守しゆすべきルールだ。原則として空いている席に誰かが座るのを拒んではいけない。

「……」

　ここで言い争っていたら、ますます小鳩の思うツボだ。

　さっさとお昼を済ませてしまって、ホームグラウンドである自分の教室に戻るのが得策だろう。

　食券を買い、カウンターでＡランチを受け取る。

　小鳩に言われた通りの品を食べるのはシャクだけど、好物の誘惑には勝てない。

　当の小鳩も同じものをオーダーして、桃乃の真向かいに座った。

　とりあえず、小こ鳩ばとの事は気にしない。単に相席しただけの中等部生徒──己にそう言い聞かせて、ランチに取りかかる。せっかく美お味いしいものを食べるのに、変な気分に煩わずらわされたくないし。

　付け合わせのサラダは新鮮、フライの鶏とり肉にくは柔らかく、シソの風味もさわやか。食べていると、自然と幸せな気持ちがわき上がってくる。

「桃もも乃のおねーさまとお揃そろいですの。うふっ」

　それでも、こんな言葉を口にされると気にかかるのも人情。

　くりっとした目を細め、幸せ一杯に口元を緩め、小鳩はフライにハシを伸ばした。

　ぱくっ！

　口にした瞬間、小鳩の表情が歪ゆがむ。

「ど、どうかしたの？」

　まさか異物が入っていたとか？

「な、何でもありませんの。ただ……その……ちょっと味付けが口に合わないだけで。わたし、シソは苦手ですの」

　涙目になりながら、小鳩は残っているフライにウスターソースをどばどばとぶちまけた。

　桃乃にしてみれば料理への冒ぼう瀆とくとも言える行為だが、どうにかシソの味や香りを打ち消そうとしているのだろう。

「……シソが嫌いなら、最初から別なものを食べればよかったのに」

　学食のメニューは豊富だ。日替わりランチだけでもＡ、Ｂ、ヘルシーと三種類あるし、カレーや麵類などの定番も揃えてある。Ａランチの内容はしっかり理解していたのだし、苦手なものを無理に食べる必要なんてない。

「も、桃乃おねーさまと一緒に、同じご飯を食べたかったんですの」

　ソースで真っ黒になったフライを頰ほお張ばるけれど、相変わらずの半泣き顔だった。

　シソの香りは独特で鮮烈だから、簡単に消えたりはしない。しかもソースを掛けすぎた分、塩辛いはずだ。

「……無理しなくていいのに……」

　無視するのも忍びない。

　ウォーターサーバーには自分の方が近いので、桃乃がお冷やを二つ汲くんでくる。

「あ、ありがとうございますの、桃乃おねーさま。おねーさまが汲んできたお水、ずっと大事に持ってますの」

　強すぎる塩味に唇をすぼめながら、小鳩が感激に震える。

「それ、ダメだってば。コップはちゃんと返さないといけないし」

「そ、そうですね。では、頂戴しますの」

　両手でコップをいとおしむように支え、お冷やをこくこくとあおっては、残りのランチを片付けようと頑張っている。

「これが嫌いっていうのなら、桃もも乃のとは好みが合わないわね。やっぱりつき合うのは無理なのよ」

　フライに舌した鼓つづみを打ちながら、桃乃は告げる。

　かわいそうだとは思うけれどやっぱり迷惑だし、これ以上大おお事ごとにならないうちにきっぱり諦めさせた方が、多分小こ鳩ばと自身にとってもいい結果のはず。

「そ、そんな事はありませんの！　おねーさまが好きなものなら、あたしも好きになりたいんですのっ！」

　口では気丈な事を言っているけれど、ぐねぐねに曲がった眉毛を見ているだけでも我慢して嚙んでいるのが丸わかりだった。食べるペースも遅い。

「あたし、頑張りますの！　絶対に全部食べきってみせますのっ！」

　好みは人それぞれとは言うけれど、己の好物をこんな表情で食べられるのはあまり気持ちよくない。

　小鳩の食事スピードが遅く、食べている間はお喋しやべりもできないので、変な事を言われないのは助かるが。

「ご、ごちそうさまですの！」

　苦手なササミのシソ巻きフライをどうにかこうにか先にやっつけて、残ったサラダと味み噌そ汁しるだけでご飯を片付け、小鳩は両手を合わせて空になった皿を拝んだ。

　もちろん、目尻には涙を浮かべたままだ。

「……そんなにイヤなら、無理に食べずに残してもよかったのに」

「ご飯を残すのはいけない事ですの。ましてそれが、桃乃おねーさまの好物なんですもの」

　白い指先で涙を拭いながら、小鳩は答えた。

　妙に義理堅いというか、変なところでマジメな性格なのかも知れない。告白前にみっちり事前調査をしてるとか。

「……はっ！　そもそもどうして桃乃は、食べ終わるまで待ってたのっ？」

　不意に気がつく。

　自分はさっさと食べ終わったのだから、小鳩を放置してさっさと教室に戻ればよかったのだ。

　とは言っても、無茶なチャレンジで困っている後輩を放置していくのも心苦しい。

「も、もうすぐ午後の授業だから！　じゃ、これでっ！」

「待ってくださいですの、桃乃おねーさまっ！」

　お冷やで舌をなだめている小鳩を残し、桃乃は食器のトレイを指定場所に返却すると、一目散に教室へと逃げ去った。




　放課後──。

　鷹たか奈なはスキップ寸前の弾はずむ足取りで稽古場に向かう。

　はっきり言って勉強があまり得意ではなく、スポーツ推薦で入学した彼女にとっては放課後の部活動こそ本番だ。

　先だっての秋期フルコン大会で優勝してまた一つ実績も示したし、この調子で勝って勝って勝ちまくる。

　もちろん去年までみたいに空手一辺倒じゃなく、時間を作っていろいろ学びたい事も増えた。おしゃれとか、料理とか。

　つい最近編あみ物ものにもチャレンジを開始した。

　あまり器用な方ではない鷹奈だけれど、毛糸という品質が一定のものが材料で、決められた手順をきちんと守れば一応形になるだけ、料理よりは何とかなりそうな気がする。

　母を師匠に、毎日ちゃんと練習。本番用の大事な毛糸を使うのは、ある程度自信がついてからだ。

　そんな風に考えながら、稽古場に入ろうとすると。

「鷹奈おねーさまっ！」

　いきなり呼び止められて振り向くと、消火栓の陰に桃もも乃のがかがんでいた。小さな身体をさらに縮こまらせ、しかもどこで調達したのか頭にスカーフを被り、サングラスとマスクで顔を隠している。

「な……何してんの、桃乃？」

「しーっ！　おねーさま、その名前を出してはいけませんっ！　至急内密な話があるので、一緒に来てくださいっ！」

　マスクの前に人差し指を立て、くぐもった声で訴える。

「……何だか分かんないけどさ。とりあえず道場、行こ？」

「その道場が危険なんですっ！　とにかくこっちへ！」

「ちょ、ちょっと待ってってば！」

　戸惑う鷹奈の手を強引に引っ張って、桃乃は近くのトイレへ飛び込んだ。そのまま個室に入ってカギをかける。

「な、何？　まさか？」

　さすがに個室に二人は狭い。離れようとしても、どうしても身体が触れてしまう。

　いきなり密室に連れ込まれるという異常事態を警戒して、鷹奈は両腕で胸元を押さえた。

　感じているのは身の危険というより貞てい操そうの危機。

　氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうは単なる空手ではなく実戦に強い古武術なので、こういうストロークの取れない場所で戦うために寸打や関節技主体の『雪せつ隠ちん闘法』というものもあるから、いざとなったら強引に脱出するのは難しくないが。

「ご、ごめんなさい。おねーさま。内緒で相談したい事があって」

　しかし予想に反したしおらしい態度で、桃もも乃のはマスクとサングラスを取ると、ぺこりと首だけでお辞儀をした。

「相談事なら、別に道場でもロッカールームでも……」

「そこが安全地帯じゃないから、こうして密室に立てこもったんですっ！」

　昨日のラブレターの主である谷たに山やま小こ鳩ばとが朝自宅前で待ち伏せていて、空手部の朝練にまで潜り込んできた事、昼休みも強襲された事──桃乃が早口で説明する。

「という訳で、稽古場も安住の地じゃなくなっちゃったんです！　自宅もバレてますし、このままでは桃乃は追い詰められる一方ですっ！」

「……まあ、その気持ちは分かるよ。あたしも困ったし」

「ああっ！　それは、そのっ？　つまり……っ！」

　鷹たか奈なが苦笑すると、桃乃はうろたえて両手を振り回した。狭い個室なので、手の甲や指先が何度も壁にコツンコツン当たる。

　何しろ以前は、桃乃の方が鷹奈につきまとっていた加害者だったのだから。

「まあ、桃乃は自宅や昼休みまでは押しかけなかったし、空手の方だって最初はあたし目当てでも、ちゃんとマジメに稽古して付いてきたから、そこはちゃんと評価してるよ。シャワールームで乳揉もまれたりはしちゃったけど」












　聖せい穹きゆうの空手部は強豪で、名門だ。

　だからこそ鷹たか奈なもスカウトされて推薦で入学した訳で。

　しかしその一方で競技人口は少ないから、後から憧れて入ってくる初心者だっている。たいがいはハードな練習について来られないで脱落する訳だが。

　今年の一年生、未経験で入部してきたのは六人いたが、今も残っているのは桃もも乃のともう一人だけだ。

　その頑張りを理解してるからこそ、迫る桃乃を無む下げに断る事もできずに曖昧に諦めさせようとして、あんなややこしい事態を引き起こしてしまったのだけど。

「ご、ごめんなさい。自分が当事者になるまで、好きでもない相手から追いかけ回されるのがこんなに困るだなんて、桃乃は想像もしてませんでした」

「分かんなかったのはあたしもおんなじだからさ。おあいこだよ」

「え？」

「あたしの方は、カズが好きって自覚するまで、恋をしたら周りが見えなくなって、好きな相手にひたすら近づきたくなるとか……自分の気持ちがあんなにままならないモンだって知らなかったもん」

　恋──というと、普通は『好きになる気持ち』の事を考える。

　だけど、誰かから好きという気持ちを向けられるのも恋だ。

　両輪というか、格闘における攻撃と防御みたいなもので、両方を経験して初めて一個の『恋愛』で、相思相愛でつき合うというのは攻防を同時に経験する事なんだろう──それが鷹奈が現状でたどり着いた結論だ。

「桃乃は……どうすればいいんでしょう？　まさかおねーさまにニセ恋人を頼んで追っ払うって訳にはいきませんよね？」

「さすがにそりゃダメだわ」

　鷹奈も苦笑いするしかない。

　自分でやって、最終的には失敗したやり方をもう一度試す訳にはいかないし、桃乃の方も本気で実行する気もないだろう。

「好きになる気持ちって事では桃乃に遅れたけれど、好きになられる気持ちっていうのはあたしの方が先輩。だから、その立場からアドバイスするしかないんだけどさ」

「は、はいっ！」

　鷹奈が真顔になると、桃乃の方も背筋をピンと伸ばした。

「好きになられたって現実から顔背けて、ごまかそうとしたって逃げ切るのは難しいし、はっきり断っても相手が諦めないなら、もう一度でも二度でもしっかり相手に向き合って話をつけるしかないんじゃないかな？　もちろん度を越したストーキングになったら、親とか先生に相談するしかないけどさ」

「は、はい……」

「あたしで何か力になれる事があったら、そこはいつでも相談に乗るからさ。先輩として、友達として、ね」

　ぽんっ！

　優しく肩を叩たたくと、桃もも乃のはもう一度小さく肯うなずいた。




　絵のモチーフとして取材したいという名目で空手部に入り込んでいるから、本命一人を追い回してフラフラする訳にもいかないのだろう。

　桃乃が稽古場に入ると、小こ鳩ばとはしっかり今朝と同じポジションでスケッチブックを広げていた。

「こんにちはですの」

　桃乃が側そばを通ると、しっかりあいさつをする。

「谷たに山やまさん」

「小鳩と呼んでくださいですの」

「ちょっと一緒に来てくれない？」

「桃乃おねーさまのお誘いでしたら、どこへなりと」

　部活の時間なので、あまり長くサボっている訳にもいかない。トイレで密談というのもイヤなので、道場の裏手へと引っ張っていく。

「それで桃乃おねーさま、何のお話ですの？　小鳩とのお付き合いを承諾していただけますの？」

　見開いた瞳をキラキラと輝かせ、息がかかりそうなほど近くまで顔を寄せてくる。

　その分、桃乃は背を反らせて後ずさってしまう。

　いけない。

　ここで押し切られてはいけない。何とかして押し返さなければ。

「も、桃乃に近づきたい気持ちは分かるわ。だけど、他の部員に迷惑をかけないようにしなさいっ！」

「躍動感のあるスポーツの絵を描きたいのも本当ですの」

　小鳩がスケッチブックを開く。

　クロッキーというのだろうか。ラフな描線で空手部員たちの姿が表現されている。

　もちろん、最も数多く描かれているのは今朝の桃乃だ。目鼻は省略されているけれど、体格と髪型だけでちゃんと自分だと分かる。

「ほわぁ……」

　思わず感心の息がこぼれた。

「もちろん一番描きたいモチーフは桃乃おねーさまですの。ヌードだったら言う事なしですのっ！」

「あなた、どこまで本気なの？」

　嬉うれしそうに話す小こ鳩ばとに、桃もも乃のは改めて問いかける。

　何しろ女子校だ。

　桃乃みたいにガチで同性しか好きになれない人間もいるし、アイドルやタレントへのファン意識みたいな気分で接する人もいる。完全な遊びで『同性同士の恋人ごっこ』を楽しむ者もいて、それぞれの温度差は大きい。

「もちろん本気も本気の恋人になりたいんですの。デートもしたいし、キスもしたい。桃乃おねーさまが許してくださるのなら、それ以上の事だって行け行けゴーゴーですのっ！」

　桃乃もかなりストレートな方だけど──異性愛者ストレートではないが──小鳩はそれ以上に直接的だ。

　目を閉じ、唇をすぼめて、両手を胸の前で祈るように握り合わせる。

「ま、待ってってば！　桃乃の方にその気はないからっ！」

　ここで言う『その気』とは、小鳩とキスしたりつき合ったりする気はないという意味。同性とのそういう関係自体を否定する気は、もちろんない。

「あたしはその気満々。いつでもＯＫですの！」

　自分自身とタイプが近く、遠慮しないという点では自分以上。

　好きになって追いかけるタイプの桃乃にとっては、追いかけてくる小鳩というのは最も苦手な相手だった。

「そ、そもそも桃乃のどこがそんなに気に入ったの？　背も小さいし、胸だってそんなに大きくないし、勉強とかスポーツとかそんなに得意でもないし、思い込み激しいし、嫉妬深いし……」

　小鳩を遠ざけるためとはいえ、並べてみてちょっと悲しくなる。

「それは、桃乃おねーさまが桃乃おねーさまだからですのっ！」

　ずんっ！

　力強く断言し、小鳩が一歩踏み出す。

「だ、だからそういう話じゃなくて……」

「だって桃乃おねーさまは全部そろってありのままの桃乃おねーさまなんですの。身体も、立場も、性格も、取り外したり取り替えたりできるパーツの集まりとかじゃなくて。あたしの胸に、その一ひと塊かたまりがビビッというかピピッというか、そんな感じでキたんですのっ！」

　小鳩は両腕を大きくグルンと回した。

　ビビッとピピッがどう違うのか分からないが、恐らく訊たずねても無駄だ。

「そ、そんな風に言われても納なつ得とくできないわよ！」

「人を好きになるのに、誰かを納得させる理由が必要だとは思いませんの。相手本人が受け入れなくたって、あたし自身が『好きだ』って確信できればそれで充分ですの！」

　これ以上もない真まっ直すぐな言葉だ。

　第三者の理解や承認、容認なんていう話をしたら、女の子同士の恋愛を許さない方がまだ世間では多数派だろう。

「で、でも……その確信の前提が間違っていたら？」

　例えば、小こ鳩ばとは桃もも乃のに好きな人──鷹たか奈ながいる事を知らなかった。

　習慣や好物についての情報は仕入れても、桃乃本人の気持ちについては一方的な思い込みをしていて、誤解に基づいて勝手な恋心を抱いているだけという線だってある。

　桃乃だって、鷹奈の人柄を完全に理解していた訳ではないのだから。

「あたしはあたしの直感を信じますの。それ以外の選択肢はありませんの」

「……そ、それじゃあ、桃乃とデートしましょうっ！　今度の日曜日っ！」

「本当ですかっ？　嬉うれしいですの！」

　桃乃が口走ると、小鳩は嬉しさのあまりぴょんぴょん飛び跳ねる。

「だ、だからっ！　あくまで桃乃の実態を理解してもらうため！　それと、できれば空手部の方にはあまり近づかないようにして！」

「デートの交換条件として、とりあえず受け入れますの。ありがとうございますの。コーチの先生にも、あたしから話しておきますの」

　満面の笑みで、小鳩は何度も肯うなずいた。




「……そりゃまあ……何とも思い切った事したねぇ」

　驚き半分感心半分の声で呟つぶやきながら、鷹奈はシャワー後の髪をタオルでぬぐった。

　あの後、桃乃はきちんと空手部の練習に参加した。そして、一通りの稽古が終わった後で鷹奈に事と次第を打ち明け、相談したのである。

「仕方ないです。桃乃を好きになった子のために、おねーさまや他の部員に迷惑をかける訳にはいきませんから」

　答えながら、素す足あしをソックスに押し込む。

　初めは鷹奈目当てでも、空手部員の自覚はある。絵の題材というのも本心であっても、本命は桃乃だから、周囲に余計な迷惑や面倒はかけない方がいいに決まっている。

「それに多分、あの子は桃乃の実態を知らずに勘違いしてるんだと思います。きっと一度デートすれば夢から覚めますって」

「……そういうところも、あたしの方が先輩だなぁ」

「えっ？」

　苦笑いしながら下着を身につける鷹奈に、桃乃は目を丸くした。

「仮にあたしが桃乃を受け入れたとしてさ。桃乃の方は何の魅力もない自分が、あたしにふさわしいなんて思ってた訳？」

「あ……」

「あたしも、ライバルが強力だったからね。全然女らしくない自分はダメなんじゃないかって考えた事もあった。だけど、カズはあたしの気持ちは知らなかったけれど、あたしはあたしらしくしてればいいって言ってくれたし……。多分、桃もも乃のの存在だって少しは支えになってたよ」

「桃乃がですか？」

「あたしの事を恋愛対象として好きだって言ってくれる人がいるって事は、自分じゃ分からなくても何か魅力があるって事になるからさ」

「……そう、なんですよね」

　恋に付随する戸惑い、ためらい、自己嫌悪。

　夢中になって好きな人を追い回していた時には、気づきもしなかった感情。

　外から染みこんできたのか、己の内側から湧き上がったのか、それは分からない。だけど確かに、胸の内に存在する。

「結局さ。何にせよ自分で納なつ得とくできる形で、ケジメ付けなきゃ先には進めないんだよね」

　下着姿のまま近づいてきた鷹たか奈なが、手の甲で桃乃の胸を軽く叩たたいた。




　そして、日曜日がやってきた。

　駅前の待ち合わせ場所に向かう桃乃の服装は、ピンクを基調にしたワンピースにアイボリーのカーディガン。

　嫌われるため、敢あえて一緒に歩きたくないような服装にしようかとも考えた。例えば着ぐるみ系とか、ズタボロの革ジャンにトゲ付きの肩パッドとか。

　もっともその構想は一瞬で投げ捨てた。

　桃乃自身かわいくない服装には抵抗があるし、相手にも失礼。そもそも変な服なんて持っていない。

「一五画男は、あんな代物どこで手に入れたんだろ……」

「あ、来た来た。桃乃おねーさまぁ～っ！」

　独り言を口にしながら歩いていると、こちらに気づいた小こ鳩ばとが大きく手を振って駆け寄ってきた。

　デニムのジャケットと揃そろいのミニスカート、脚にはボーダー柄のサイハイソックス。肩からはキャンバス地の大きなバッグを下げている。

　予想外の、活発なイメージの装いだった。

「さ。どこへなりと行きましょうの！」

　ぎゅっ！

　有無を言わせず、手を握ってきた。

「そ、その……いきなりこれはちょっと」

「デートなんだから、手ぐらい普通ですの。それに、女の子同士だから別に不自然な事ではありませんの」

　確かに別にガチの百ゆ合りップルでなく、友達同士でも手をつなぐくらい当たり前だ。

　だけど桃もも乃のは本気だ。本気だからこそ、手をつなぐとか腕を組むとか、そういうのは特別な人との特別な行為として取っておきたい。

　そりゃ自分では同性の気安さを利用して、鷹たか奈なの乳を揉もんじゃったりもしたけれど。

　追う側でいる時と、追われる側になった時──立場が変わるだけで簡単に崩れてしまうあやふやな対称性。

「桃乃おねーさま、どこか行きたいところはありますの？　今日はおねーさまを理解するためのデートなんですから、リードしてもらわないと困りますの」

　手をつないだまま、いつまでも動き出さない桃乃を、小こ鳩ばとが促す。

「あ。そうね。じゃあ……」

　という訳で、桃乃が小鳩を連れて行ったのは近くにあるゲームセンターだった。

「桃乃おねーさま、どんなゲームが好きなんですか？」

「これよ」

　桃乃が向かった筐きよう体たいは、対戦型の格闘ゲームだった。

　今時は音楽ゲームなどに比べて人気がないせいで、日曜の昼下がりという時間帯にも関わらずプレイヤーはいない。

「桃乃は、こーいうのが好きなの。どう？　意外？」

　サイフから、プレイデータを保存するための専用ＩＣカードを取り出す。

　元々女らしくて、かわいくて、強くて、カッコいいものが大好きだ。格ゲーに登場する戦うヒロインは、桃乃の感性にマッチする。

　もっとも好きなだけでそんなに強い訳ではないし、最近は部活で本当に戦う方が忙しくて一か月ほども遊んでいない。対人プレイともなると、半年ほどのブランクがある。

「奇遇ですわ、桃乃おねーさま」

　そう言って、小鳩が取りだしたのも同じカードだった。

「へ？」

「あたしは格闘っていうか。きれいなグラフィックが好きだからゲーム全般に興味がありますの。ささ、楽しくバトルしましょう。愛いとしのおねーさまでも、勝負では手加減などいたしませんの！」

　嬉き々きとして向かいのシートに座る。

　桃乃が選んだのは、足技中心で戦うメインヒロインタイプのキャラ。小鳩は意外にも女性キャラではなく、パワー系の男キャラだった。絵にこだわる小こ鳩ばとらしく、キャラのコスチュームが標準のままではなく、カスタマイズされている。これは、やりこんでいるプレイヤーの証明でもある。

『Ｆｉｇｈｔ！』

　システムのコールと同時に、ゲームが始まった。

「行きますのっ！」

　小鳩のキャラが、最初からガンガン攻めてきた。

　本来スピードや手数では優位のはずの桃もも乃のは、ひさびさの対人戦という事もあって以前の感覚が取り戻せない。重い一撃にヒットポイントのゲージがごっそり削られ、何とか反撃を試みるものの結局押し切られてしまった。

「桃乃おねーさま、案外弱いんですの」

「ひ、久しぶりだからカンが鈍ってただけよ。見てなさいっ！」

　この言葉は単なる強がりではない。久々にレバーを握った事で、以前のような調子が戻ってきている。

　第二ラウンド。今度は桃乃から仕掛けた。

　キャラの機動性を活いかして、小技の連続で相手の出鼻をくじく。

「ええっ、ですのっ？」

　戸惑う小鳩に反撃のスキを与えず、必殺のコンボを繰り出す。操作は、身体がしっかり覚えていた。

　画面の中、巨漢がアッパーで打ち上げられ、連続ヒットのカウントが積み上がっていく。

『Ｙｏｕ，Ｗｉｎ！』

　システム音声が、桃乃の勝利を告げる。

「……な、なかなかやりますの、おねーさま。でも、勝負はまだ一本残ってますの！」

「来なさい。こっちだって、第一ラウンドみたいにはいかないわよ！」

　三本目は一進一退の攻防となった。

　スピードに優れた桃乃の速攻を小鳩はガードでがっちり防ぎ、一瞬のスキから反撃で一気に大ダメージを与えようとする。しかし桃乃の方も簡単には思惑に乗らず、素早く距離を取って攻勢に転じるチャンスをうかがう。

「逃がさないのですの、おねーさまっ！」

「それはこっちのセリフッ！」

　互いにヒットポイントを八割ほど削り合った挙げ句、どちらもＯＫはできずにタイムアップした。

　結果は、小鳩の判定勝ち。

「やりましたのーっ、勝利ですの！」

「ぐぬぬっ、もう一戦……じゃない。これで終わりっ？」

　ＩＣカードを仕し舞まって、桃もも乃のはイスから立ち上がった。

「あら？　桃乃おねーさま、もう終わりですの？　せっかく早くも共通の趣味が見つかったと思いましたのに」

　だから、やめたのだ。

　はっきりと『つき合わない』という結論を出すためのデートのはずなのに、久しぶりの上に対戦相手としての腕前もちょうどよかったから、思わず盛り上がってしまった。

　このままではズルズルと小こ鳩ばとのペースに乗っかってしまう。

「じゃあ、次はどこへ行きますの？」

「予定は決めてないから、適当に足の向くままよ」

「それで構いませんの。桃乃おねーさまのすべてを知るための一日ですもの」

　宣言通り、気ままに歩き回る。

　書店、ファンシーショップ、手芸用品店。

　しかし──。

「これ、あたしも読みましたの。やっぱりヒロインが魅力的でしたの」

「桃乃おねーさまもこのキャラが好きですの？　ほら。あたしもケータイに、このシール貼ってますの」

「あたしはこっちの色の方が桃乃おねーさまに似合うと思いますの。ほら」

　いろんなものの好みというか趣味というか、それがことごとく合致してしまう。

「……まさか、全部事前に調べた訳じゃないでしょうね？」

「さすがにそんな事しませんの」

　桃乃としては、小鳩の返答を信じるしかない。何しろ一昨日読んだばかりで他人に感想を喋しやべったりしていないマンガの感想まで一致しちゃったのだから。これが下調べのたまものだったら、情報収集の手段はテレパシーだ。

「……そろそろ一休みしましょ。どこかファーストフードとか」

「桃乃おねーさまにお任せしますの」

「今度は、そっちが選んで」

「いいんですの？」

　自分が決めた店がまた小鳩の趣味と一緒だと困る──そう思って任せたのだけれど、彼女が向かった先は数あるチェーン店の中では、桃乃が一番好きなところだった。

「ふふっ。種を明かせば、これは事前にデータチェック済みですの。桃乃おねーさまが、クラスの友達とかとよく来る店だって知ってましたから」

「ああ、そういう事ね」

「もちろん、あたしもこの店のシェイクとかアップルパイは好きですの」

　こんな風に白状するという事は、今までのは本当に偶然の一致というか、好みが同じなのだろう。

　バレている以上、ヘソを曲げて好きでもないものをオーダーするのもバカバカしい。

　結局、ストロベリーシェイクとアップルパイという同じ品をそれぞれのトレイに乗せて、二人がけの席で向かい合う形になった。

「やっぱりあたしと桃もも乃のおねーさま、フィーリングぴったりですの」

　笑顔の小こ鳩ばとが、シェイクのストローをくわえる。

「……シソ巻きフライのＡ定食はなかなか食べられなかったくせに」

「あ、あれだけが例外みたいなものですの！　シソとワサビとナマコだけは、どうしても苦手なんですの」

「ふふーん、桃乃はワサビ大丈夫。お寿す司しだってちゃんとサビ入りで食べるんだから」

「さすがおねーさまっ！　すごいですのっ！　大人ですのっ！」

「はうっ！」

　テーブル越しに手が握られる。

　ずーっと同じ同じで来たから、違いをアピールしようとしたのに、結局どういう状況でもこっちへの好意が強化されてしまう。

「はぁ……」

　大きなため息がこぼれた。

「どうしましたの、おねーさま？」

「疲れちゃったっていうか……。どれだけ言ってもわからない？　桃乃は、あなたとつき合う気は全然ないの」

「それは、他に好きな人がいるからですの？」

　問いかけに、無言で肯うなずく。

「でも、その人には他に好きな人がいるんですのよね？」

「そうよ。どれだけ言ったら諦めてくれるの？」

「……おねーさま。今日はデートありがとうございます」

　不意に、小鳩は声のトーンをしおらしいものに変えた。

　こちらの懇願を受け入れ、今日のデートをいい思い出にして、ちゃんと断念してくれるという事なのだろうか。

「ずっとおねーさまの行きたいところを案内してもらいましたから、最後はあたしの行きたい場所にお付き合いしてほしいんですの」

「……別にいいけど。あ、いかがわしいホテルとかはダメよっ！」

　咄とつ嗟さに両腕で大きなバツ印を作る。

　小鳩が持つ謎の積極性からすると、最悪の事態まで考慮する必要がある。先回りでうっかりな約束をしたら墓穴に繫つながりかねない。

「そ、そんな事は考えてませんでしたの！　おねーさまのえっちっ！」

　しかし、意外な事に向こうは向こうで顔を真っ赤にしてうつむき、指先をモジモジと絡め合わせる。

「……で、でも、おねーさまが望むのでしたら、あたし覚悟はできてますのっ！」

「だ、だからダメって言ったでしょ！　この話はもうやめやめっ！　さ、どこへ行くの？」

　小こ鳩ばとの分のカップなども自分のトレイにまとめて回収して、トラッシュボックスに放り込む。

「じゃあ、付いてきてくださいですの。時間も丁度いいですの」

　また桃もも乃のの手を引き、小鳩はとことこと歩き出した。

　駅前の繁華街を離れて、オフィス街の方へと向かっていく。

「な、何？」

　まるっきり予想外の方角だった。迷いなくすたすたと歩き、とあるオフィスビルの裏口から入っていく。

「な、何？　家族の人が働いてるとか？」

　桃乃の足に、自然とブレーキがかかる。

　こういうビルは、自分とは無縁の大人の世界だ。入るのには心理的な抵抗を覚える。

　幸い、廊下を歩いている人が他にいないので見とがめられる事はないが。

「全然知らないところですの。でも、いろんな会社が入ってますから、何食わぬ顔で歩いていれば案外気にされませんの」

　言葉の通り平然とした態度で、小鳩はずんずんと前進してエレベーターの『△』ボタンを押した。程なく降りてきた空の箱に入り、次に押したのは最上階。

「このフロアに、何か用があるの？」

「いいえ。もっと上ですの」

　フロアの隅、幅の狭い階段を上っていく。

「ちょ、ちょっと！　大丈夫なの？　こんな事して？」

「分かりませんの。でも、これまで見つかって叱られた事はありませんの」

「一体何なの？」

「ここに、あたしの宝物がありますの！」

　周囲も、ルールも、タブーも、一切構わずに、小鳩は奔放に進む。

　小さな手で重厚なスチールの扉を押し開け、屋上へと飛び出す。

　何の設備もない。風雨にさらされて汚れたコンクリートのフロアを、安全のための金かな網あみがぐるりと取り囲んでいるだけの場所。

「ほらっ！」

　小こ鳩ばとがさっと手を広げる。

　そこに、宝物があった。

　茜あかね色いろの光に満たされて、ビルの窓ガラスがきらきらと宝石のように輝いている。

　四角いものが並んでいるだけと思っていたビル街は、複雑な形で陰影を落とすコンクリートの峡谷だった。

「わぁ……」

　見慣れているはずの街が見せた意外な表情に、桃もも乃のは感嘆の声を漏もらした。

「あたしが大好きなものを、大好きなおねーさまにも見てほしかったんですの」

　そう言って、小鳩はスケッチブックを開いた。

　空手の練習をする桃乃のページからさらにめくっていくと、目の前に広がっているのと同じスケッチが描かれている。

　いや、同じではない。

　夕ゆう陽ひの角度が違うから、浮かび上がる影の形は異なっている。

「この景色は、あたしの宝物だけどどんなに頑張っても独り占めしたり、持って帰ったりはできませんの。だから、独占できるものは独占したい。触れられるものにはちゃんと触れていたい。ワガママで欲張りなんですの」

　小鳩の言葉に、自分の身体を貫く芯が震えるのを桃乃は感じていた。

　理由を分析し、説明する事は桃乃自身にもできない。けれど、彼女の中ではこの光景と自分が同じ分類に入ってしまうという事実に──感激する。

「……桃乃には、他に好きな人がいるよ」

「知ってますの。けど、あたしが一番好きな人がおねーさまであるという事実は変わりませんの。あたしは、おねーさまの一番近くにいて、手を握る人になりたいんですの」

「桃乃の気持ちは、多分あなたの方を向いたりしないよ」

「相思相愛でつき合ってる人なら難しいでしょうけど、好きな人が片思いをしてて隣が空いているのなら、そのうち気持ちが変わる事だってあるかも知れませんの。まず形としてつき合って、心が後から付いてくる関係があってもいいと、あたしは思いますの」

　これも矛盾だ。

　対称でなく、歪ゆがんでいる。

　鷹たか奈なが『一かず大ひろを好きな気持ち』を諦め、いつか自分の方を振り向いてくれる事を期待していながら、自分自身は決して心変わりしないと考えているなんて。

　追い求める事と、追いかけられる事。

　両方を味わったからこそ実感できる感情もあった。

　少なくとも小鳩が抱いている真まっ直すぐすぎるくらいに真っ直ぐな『好きという気持ち』は理解できるし、共感もできる。

　もう一度、ビルの谷間に目を向ける。

　太陽がさっきよりも沈んだから、完全に同一の景色ではない。影の形も、光の反射も、確実に変化している。

　どんなに美しいものも永遠に不変ではなく、だからこそ尊い。

　短い思考の後、桃もも乃のは肯うなずいた。

　小こ鳩ばとにではなく、己の内なる問いかけへの納なつ得とくとして。

「恋人には、ならない。けど、友達として側そばにいるのは、拒みたくない。それでもいい？」

「構いませんの。『チャンスがあったら恋人にクラスチェンジするかも知れない友達』というのは譲れませんけれど。言ったでしょ、あたしはワガママなんですの」

　今まで知らなかった、好きになられる喜びと誇らしさ──それを手放したくないというのも、桃乃のワガママ。

　互いに協調して手を取り合うだけではない。

　エゴとエゴが折り合いをつけて、一緒にいるだけの間柄があったっていい。

　思えば、桃乃が鷹たか奈なの側にいるのだって同じ事だ。

「あ、そうだ。もう一つ。約束して」

「なんですの？」

　桃乃の言葉に、小鳩が首を傾かしげた。

「明日、一緒に桃乃の好きな人のところにあいさつに行こう。こういう関係で『友達』としてつき合う事になったって」

「そのくらいなら、お安いご用ですの」

　気がつくと、二人は手を握り合って夕暮れの風景を見つめていた。

　どちらが先に指を絡めたのかは、桃乃は覚えていなかった。








（おわり）







第４話　何かが海からやって来る







　怪しい。

　怪しすぎる。

　絵に描いたような不審人物とはこいつの事だ。

　夕方の開店一番、その客が店に現れた時に沙さ羅らが感じた第一印象は、これだった。

　何しろトレンチコートにボルサリーノ帽、サングラスとマスクで顔を完全に隠していたのだから。

　しかも図体が大きい。

　身長は一九〇以上はあるだろう。肩幅は広く、胸板も厚い。全体のシルエットが日本人離れしている。ただし動きが妙にぎこちないというか、歩く足取りもどこか身体をもてあましているように見えた。

　しかもサングラス越しで分かりにくいけれど、店内のあちこちを視線でスキャンしている模様。

　この『スウィート・ドロップ』はいわゆるメイドカフェなので、時に変な客が来る事がある。アニメキャラを大きく描いたＴシャツなんてのは、ここでは当たり前だがオタク気き質しつに欠ける沙羅にとっては『奇矯なコスチューム』の一種だし。

　だが、目の前の男から感じる違和感はそういうのともちょっと違う。

「お帰りなさいませ、ご主人さま」

　とは言っても客は客だ。

　拒絶するのはもっての外だし、不愉快に感じられては店の恥。

　愛想のいい営業スマイルで出迎えたのに、コート男の反応は小さい。数秒の間をおいてから小さく肯うなずき、カウンターに着く。座る姿勢も、妙に窮屈そうだ。

「ご主人さま、よろしければお召し物をお預かりいたします。中は充分に暖かいでしょ？」

　秋風が冷たい季節とは言っても、もちろん店内は空調が行き届いている。というか、充分に暖房を効かせないと、やや露出度高めのメイド服では辛いのだ。

　しかし沙羅の勧めにもかかわらず、男はコートどころか帽子も取らない。

　怪しいままだが、沙羅は警戒レベルを一段下げた。

　顔を隠しているから最初は強盗などの恐れも考慮したが、目の前の男は怪しい事は怪しいけれど危険な臭いは感じない──少なくとも今のところは。

　中学高校時代は硬派女ヤンキーとしてケンカに明け暮れていた沙羅は、殺気というか闘気というか、その手のヤバい雰囲気には敏感なのである。

「ご主人さま、ご注文は何になさいますか？」

　にっこり。

　営業用スマイルで訊たずねる。

「……」

　また数秒のブランク。

　男は声では答えず、メニューの一点を指差しただけだ。

「アメリカンコーヒーですね。承りました。では、少々お待ちくださいませ」

　結局、謎の男はコーヒー一杯を飲み干すとすぐさま立ち去った。飲む時もマスクを半分ずらしただけで、徹頭徹尾顔を隠したまま。

　これも不自然だ。

　メイドカフェという業態だから客が長居するのを見越して、飲食物の値段は高めに設定してある。いくら現在フロアに出ているのが沙さ羅ら一人だとしても、お喋しやべりの一つもせずに即座に去るのは奇妙と言うしかない。

　こういう店だと気づかずに入ったという可能性は薄い。看板には『メイドカフェ』と明記してあるし、ただコーヒーを飲んだり時間を潰したいだけだったら、同じブロックにシアトルスタイルの有名チェーンがあるのだから。

「……何だったんでしょうか？　アレ」

　厨ちゆう房ぼうからフロアの様子をチラ見していた枡ます戸と円まる美みも、小声で疑問を告げる。

「さあね。ま、何もなかったんだから、別にいいんじゃないの？」

　そんな話をしていると、勝手口の方から声が聞こえてきた。

「遅くなってすみまセン」

「ちわーっす。急にヘルプって、どういう事？」

　元々大学の都合で今日は少し遅くなると連絡済みのカリナと、本来はシフトでないのに緊急の欠員補充として来てもらった真ま帆ほだった。

　沙羅、カリナ、真帆──他にも短期のバイトなどもいるが、この三人が『スウィート・ドロップ』で働くメイド一軍のレギュラーメンバーだ。

　つい最近まではもう一人、天てん弓きゆう院いん真さな愛えという高校生がいたのだけれど、彼女は家を継ぐ勉強に専念するために退店している。

「悪わりぃな、真帆。店長が急に休んじゃって、オレとカリナだけじゃ手が足りなくなるかも知れないと思ってよ」

　ちょうど客はいないが、店の裏事情の話だ。ロッカールームに場を移して沙羅は説明を続けた。

「店長、どこかお身体の具合でも悪いのですカ？」

　制服に着替えながら訊ねるカリナの言葉遣いの作法は完璧だが、発音はちょっとぎこちない。

　彼女はアメリカ生まれのアメリカ育ち。研究のために留学で来日している大学生だ。ただし両親とも日系なので、見た目では外国人とは分からない。

「大したこっちゃないから心配いらないよ」

　沙さ羅らは笑って右手をひらひらと振った。

「志し束づかさんと一緒に合コンでひでぇ男に当たってやけ酒飲んで、二日酔いで動けないんだってさ。それだけじゃなくて変に言葉濁してたけど、まあ何かロクでもない事があったんだろ」

　ちょうど沙羅が出勤してきた時に、店の電話に連絡があったのだ。合鍵を持った円まる美みが仕込みのために先に来ていたので、開店準備に支障はなかったが。

「アラサーの婚活はいろいろ大変ですなぁ。ぐふふふ」

　変な声で笑いながら、真ま帆ほはメガネのブリッジをくいっと指先で押し上げた。

　マンガ・アニメ系の専門学校生で、年下の彼氏とはコスプレ仲間という筋金入りのオタクで、ここのバイトも趣味と実益を兼ねての事という強つわ者ものだ。

「あ、そうだ。真帆の彼氏って、この店の事知ってるんだっけ？」

「とっきー？　もちろん承知してるでござるよ。それが何か？」

「さっき、変な客が来てたんだよなぁ」

　時とき村むらという高校生と会った事はないが、真帆がしばしば自慢するので沙羅もおおよそのプロフィールは知っている。

　高校三年生。オタクであると同時にラガーメンなので、かなり立派な体格の持ち主だという。顔を隠していたが、シルエットとしては聞いていた姿と一致する。

「とっきーなら今日の放課後は予備校のはず。それに、小生がいると分かっている時に堂々と会いに来るならまだしも、こっそり来店するなんてあり得ない話でげすよ」

　彼氏の事を話す真帆は、目を細めて身体をくねらせてのろける。

「まあ、単にちょっと変わったお客サンという事でいいじゃありませんカ。元々このお店、ユニークなお客サンが多いのでスし」

「ま、それもそうか。細かい事気にしてもしゃーないな」

　カリナの指摘に己を納なつ得とくさせ、沙羅はポリポリと頭を搔かいた。

「沙羅サン、いけませン。いくら手袋を着けるといっても、髪に触ったらちゃんと手をきれいにしないト」

「おっと。いけね」

　手を洗った後、消毒用のアルコールできちんと殺菌して、沙羅も仕事に戻った。

　奇妙な一人だけが開店早々に現れたけれど、夜の部の本格的な営業時間はこれからなのだから。




　十数分が経過すると、いつも通りのペースで客がやってきた。

　メイドカフェという業態上、来店するのは馴な染じみの顔が多い。

「お帰りなさいマセ、ご主人サマ」

「あれ？　今日、朋とも店長は？」

　カリナのあいさつに対し、首を傾かしげながら店内をきょろきょろと見回したのも引ひく田たという常連客だった。

「申し訳ありまセン。急に体調を崩しまして」

「えーっ？　せっかく来たのに、朋ちゃんいないの？　彼女、いつでも確実にいると思ってたのに」

　ちなみに、朋だけでなくスタッフの細かいプライバシーは非公開なので、多分この客に限らずほとんどの人は朋の実年齢を知らず、店長とは言ってもオーナー経営者ではなく雇われチーフだと勘違いしている。

　明らかにされているのはカリナがアメリカ人である事くらい。真ま帆ほがディープで濃厚な本格派オタクというのは、まあ隠すようなプロフィールではなく、隠しようもない本性というところ。

「どうかご容よう赦しやのほどを、お願いいたしマス。何しろ突然の事デ」

「ま、それなら仕方ないかな。今日はたまたま休んでるけど、会える日は多いし、今度来た時にお喋しやべりするよ。身体大事にしてねって、本人に伝えておいてね。とりあえずブレンドとチーズケーキ」

「かしこまりましタ、ご主人サマ」

　引田に一礼し、オーダーを告げにキッチンへと下がる。

　彼だけではない。『スウィート・ドロップ』の客は目当てのメイドさんが不在でも厳しいクレームをつける訳ではなく、むしろ穏やかに受け入れる事で店との関係を良好に保とうとする。

　本当に、メイドカフェというのは興味深い。留学してよかった──カリナはそう思う。

　アメリカで文献や資料を調べているのも面白かったけれど、やっぱり自分で実際に働いたからこそ分かる事も多い。

　アメリカやイギリスのように裕福な家庭がメイドサーバントを雇用するのが、この国では一般的でない。外国の現実をヒントに描かれたアニメやゲームというフィクションを、生身の人間が模倣する事で成立している奇妙なサービス。

　アメリカにも美人のウェイトレスやセクシーなコスチュームを売りにしたコンセプチュアルなレストランやバーのチェーンはある。

　巨乳を集めてタンクトップ＆ショートパンツでむっちり感を強調するとか。ヘソ出し＆ミニスカートのチアガールスタイルで美脚をアピールするとか。もっと源流をたどればバニーガール・クラブなんていうのも同類だ。

　しかし日本流のメイドカフェというのは、それらとはまったく異なっている。

　日系ではあるが生きつ粋すいのアメリカ人であるカリナにとっては、いわゆるオタク文化を中心としたジャパニーズ・ポップカルチャーはエキゾティックで好奇心をそそられる題材だ。

　来日して丸一年を過ぎたが、まだまだ毎日が新しい刺激に満ちている。

　結局、店長の欠席を嘆く者が二、三人いただけで、この日の営業も平常通り終わった。

「……お疲れさまでした」

　客が去った席に腰を下ろして一息ついていると、厨ちゆう房ぼうから円まる美みがまかないを運んできた。チキンライスとドライカレーを薄焼き卵で包んだ一口サイズのおむすびと、三人それぞれの好みに合わせたドリンクだ。

「ありがとうございマス」

「お、サンキュ」

「んじゃ、いただきますかぁ～」

　以前バイトしていた八や木ぎ本もと少年のまかないもシンプルなりに気配りが効いていたけれど、本職の調理師である円美の作る品は格別だ。

「真ま帆ほもカリナも、今日はありがとな」

　もぐもぐとドライカレーおにぎりを頰ほお張ばりながら、沙さ羅らが礼を述べる。

「いえいえ。困った時は、お互いサマです」

「そうそう。助け合いの精神は大切」

「んじゃ、さっさと腹ごしらえ済ませて、掃除と明日の準備も頑張ろうぜ」

　今日は急なトラブルだったが、普段でも店長不在時は沙羅が仕切る。

　レギュラー三人の中でも、カリナと真帆は学生が本業だ。フリーターの沙羅は出勤も多いしキャリアも長い。面倒見がよくて行動的な性格もあって、頼りになる事実上のナンバーツーである。

「……じゃ、わたし、厨房の方を……」

　円美が下がった後、カリナと沙羅はフロアの掃除。真帆は円美を手伝って食器などの洗浄に取りかかる。

「接客とかは楽しいんだけど、掃除ってかったるいよなぁ」

　口ではそう言いながら、沙羅はマジメにモップを掛ける。

「そうですカ？　お掃除も楽しいですヨ」

　テーブルを拭きながら、カリナは答えた。

　後片付けはやるべき事をきちんと終えた最後のケジメという実感があって、気持ちが引き締まる。

　アルバイト自体、日本に来てから初めて経験した事だ。アメリカでは中学時代にベビーシッターをやった事がある程度だ。

「オレ、自分の部屋もどっちかってーと散らかしっぱなしだし」

「それは、あまり好ましい事ではありませんネ」

　バイトの同僚で仲がいいとはいっても、互いのプライベートにまではそれほど深く踏み込まない。特にカリナの側が訊きかれない限り自分の事を喋しやべらないタチなので、意外に基本的な事が今さら雑談で出てきたりもする。

　そんな他た愛あいもない会話の最中だった。

　パタパタパタッ！

　厨ちゆう房ぼうの方から、円まる美みが走ってきた。

「どうしたっ？」

　沙さ羅らが問いただす。

「……あ、あの……っ。ゴミ出しに外へ出たら、店の裏に、あの人が……」

　元より地声が小さな円美だけど、今はさらに震えて途切れがちになっている。

「あの人ってのは？」

「……あの、夕方に来てた……大きな、コートの人が……。真ま帆ほさんがこっそり見張ってるけど……」

「よしっ！　ちょっと待ってろ！　オレが確かめる」

　メイド服の袖をまくり上げ、拳こぶしをぎゅっと握りしめた沙羅が大おお股またで歩き出す。

「警察に連絡した方がいいのでハ？」

　その背中を追いかけ、カリナは提てい案あんする。

「変な奴やつがいるってだけで、今んとこ別に何もしてねえからな。下手に騒ぎをでかくするのはマズい」

　老舗しにせの純喫茶が模様替えした『スウィート・ドロップ』は地域に根付いているし、比較的客筋もいい。それでもメイドカフェというのは、色メガネで見られる事も多い。

　変な客が店や女性店員に執着した挙げ句、警察沙汰になったりしたら、マスメディアでは面白おかしく取り上げられるだろう。そうなったら、被害者であるはずのこちらまで無用なバッシングを受けるリスクがある。

「一応、それでも用心に越した事はないか。カリナは、すぐお巡りに電話できるよう準備しとけ」

「了解でス」

「あ、来た来た」

　勝手口のドアに取り付き、細く開いて外を見ている真帆がひょいひょいと手招きする。

　みんなで外を見ようとしたため、しゃがんだり伏せたりして下から円美、真帆、カリナ、沙羅の順に顔が積み上がってトーテムポール状態になる。

「……ほ、ほらね。夕方の、あの人……だよね？」

「そう見えるな」

　円まる美みが確かめたのに、沙さ羅らが同意する。

「……ウチのとっきーより体格いいっすね」

　真ま帆ほが指摘する通り、確かにすごい身体だ。

　電柱の陰に身を潜めようとしているのだけれど、まるっきり収まらずにはみ出している。真新しいコートの上からでも分かる、大胸筋が発達した逆三角形体形。

　夜だというのにサングラスとマフラーで顔を隠しているが、こちらの方をチェックしているのは明らかだ。

「……ど、どうしよう？　裏口見張ってるって事は、従業員が目当て……って事、だよね？」

　不安げに円美が訊たずねた。

「っつー事になるんだろうけど、顔合わせたのはオレだけだろ？　円美はちらっと見ただけだし。オレ相手のストーカーか？」

「昨日今日じゃなく、ずっと前に出禁にした客の逆恨みとかって線はないかな？　それなら顔を隠してる理由も説明つくし」

　さすがに深刻な状況なので、真帆もキャラを作らず素に戻っている。

　メイドカフェという業態なので、やはり数多い客の中には変な勘違いをして従業員に執着する者も出てくる。

　事実、カリナも以前おかしな男性につきまとわれ、自宅の住所や私用のメールアドレスなど、個人的な情報を探られそうになった事もある。

　もちろん、そういう客はきっちり出禁にするのが『スウィート・ドロップ』の方針だ。

「やっぱりこういう時には、男性がいないと困りますネ」

　以前は一かず大ひろという男手があったが、本人がいろいろ多忙になったし、厨ちゆう房ぼう専任として円美が加わったせいもあって、辞めた訳ではないけれど出勤頻度は減っている。

「八や木ぎ本もとよりオレの方が強つえぇから心配すんなって。何だったら、出てってナシつけるか？　このままじゃ安心して帰れないしな」

　沙羅は元ヤンキーでケンカが強いとは、カリナも聞いている。

　どうして不良学生が東部アメリカ人ヤンキーなのかは、本人も知らないらしく、調べてもよく分からなかったが。

　これも、日本文化の深しん淵えんさの一いつ端たん。

　そそっ！

　こちらから監視されているのに気づいたのか。大男は一瞬顔を背け、そのまま足早に走り去っていった。

　ほっ！

　全員の安あん堵どのため息が重なり、トーテムポール状の重なりも解体される。

「まー、これで一安心っすかね？」

「でも、正体も何も分かんねえからな。油断すんなよ。なるべく人通りのある明るい道通るか、いっそタクシー使った方がいいかも」

　リラックスした真ま帆ほに比べて、沙さ羅らはまだ緊張を解かなかった。

　確かに、目の前の危険が見えなくなっただけで、何一つ解決していないのだから。




　多少の不安があっても、日常は続く。

　昼間のカリナは大学生として、マジメに講義に出ている。

　日本文学論や近現代日本史はさすがに地元というか本場の研究者は、アメリカでは得られない知見を持っているし、言語学や比較文化論でも欧米中心とはひと味違った切り口で、留学した甲か斐いを感じる。

「ね。カリナ」

　午前の講義が終わり、学食でランチを食べていると、同じ講義を取っている女子学生が声をかけてきた。

「何でしょウ？」

「金曜の夜、空いてない？　合コンのメンバーが足りなくって」

「金曜自体はバイトもありませんガ、土曜は朝から調査と研究のために出かける予定がありマス」

　真帆に紹介してもらった同人誌即売会でのフィールドワークだ。

　夏冬の大きなイベントはオタク文化の裾野の広がりや規模を実感し、統計的なデータを網羅するのには適している。反面、大きくて慌ただしすぎるために細かく個別の調査をするには向いていない。

　せっかく長期留学しているのだから、アメリカでもネット経由で入手可能なデータだけでなく、現場の空気や当事者のナマの実感を知らなければもったないというもの。

　土曜のイベントでは真帆の仲介で主催者に話を通し、スタッフや参加者への聞き取り調査の許可を得ている。

「だったらそんな遅くまでつき合わなくてもいいからさぁ～。ちょっと顔出すだけでもいいし。カリナ、男の子に人気あるんだから、来れば盛り上がるよ」

「残念ですガ、そういう話でしたラ、ますます出席する訳にはいきませン。ワタシ、本国にフィアンセがいますから、男性に中途半端な気を持たせたくはありまセン。普通のパーティなどなら別に構わないのですけど、日本式の合コンだとみんなあわよくば男女の関係になるのを期待していまス。そういう席に、例外が出席すれば場がしらけてしまうんじゃないでしょうカ」

「ホント、カリナってマジメねぇ」

　知り合いは呆あきれたような感心したような苦笑を浮かべつつ、向かいの席に座った。

　来日してほぼ一年。未いまだに慣れない事の一つが、合コンだ。

　万事をアメリカ基準で評価するべきではないとは思うが、日本にはプロム──高校の卒業ダンスパーティ──のような、ハイティーンが男女の社交性を身につけるための制度があまり存在しない。その反動か、大学生になって親元を離れるといきなりハメを外しがちになる。

　貞淑で控えめなヤマトナデシコもストイックなサムライも、現代の現実とは関係ないイメージという事くらいはさすがに来日前から承知していたけれど、実態を目にするとやっぱり戸惑いは拭いきれない。

　このアンバランスさも、萌もえ文化と根の部分で繫つながっているのではないかというのが、現状での分析だ。

「フィアンセって、親が決めた人なんでしょ？　だったらそんなの無視しても……」

「ＮＯ！」

　思わず母語が出た。

「確かに、最初は親同士のつき合いで決まった事でス。ですが、現在はお互いの気持ちが通じ合っている仲ですカラ」

「そ、そう？　ごめんね？　ほら、親が決めた婚約者なんて、マンガとか映画だと大体悪役だからさ」

「それはまあ、どこの国でも似たようなものですネ。映画の『タイタニック』や、古くは『ロミオとジュリエット』から続くパターンですシ」

　話が深刻にならないよう、カリナも冗談めかして笑う。

「ね。ちょっと聞いていい？　そのフィアンセって、どんな人？」

「マックスですカ？　ワタシと同い年で、見た目はちょっと頼りない感じですけど、勉強熱心で誠実な人でス。今は地元の大学で法律と経営学を学んでいまス」

　カリナは水産会社の一人娘で、フィアンセは顧問弁護士の次男坊。

　スタートラインはお互いが中学の頃、親同士が打算ずくで決めた関係だ。結婚させてそのまま会社を継がせてしまえばいいと。

「やっぱり最初は、ワタシ自身の気持ちを無視されて反発してしまいましタ。相手の方が、それを納なつ得とくして受け入れているようなのもイヤでしたしネ」

　しかし、実際につき合ってみるとマックスの方は以前からカリナに好意を抱いていたけれど切り出せずにいた事、フィアンセとして彼女にふさわしい人間になるために努力している事などを知った。

　今ではカリナの方でも彼を見直し、互いに愛情と敬意をもって接する間柄だ。

「『親が決めたフィアンセ』という立場ではなく、マックス本人をちゃんと見られるようになるまで、二年くらいはかかりましたネ」

「カリナの反抗期っていうのも想像つかなくて意外。それにしても、本当にその人の事好きなんだねー」

「え？」

　友達が大げさに感心するので、カリナの方が面食らう。

「だって、その人の話する時、本当に楽しそうなんだもん。目とか細めちゃって」

「そ、そうなんですカ？」

　鏡を見ている訳ではないので、自分の表情は分からない。

　照れくさくなって思わず頰ほおに当てた手のひらが、熱さを感じる。

「ま、それだけ熱愛中で彼氏に操立ててるなら、無理強いしても仕方ないしね。じゃ、他の誰かを誘う事にするよ」

「申し訳ありまセン。そういうの以外で、何か機会があったらその節は改めてよろしくお願いいたしまス」

　去って行く友達を、カリナは一礼して見送った。




　土曜の取材も、そのデータ整理に費やした日曜も、充実して有意義な時間だった。

　月曜の夜は二日ぶりのバイトだ。

「おはようございまス」

「おっはよー、カリナちゃん」

　勝手口から入って、店長とあいさつを交わす。

　これも、来日間もない頃は理解できないポイントだった。

『Ｇｏｏｄ　Ｍｏｒｎｉｎｇ』の意味だと教わったフレーズなのに、職場では夜であってもこれを用いるのだから。

『単なる習慣だから深く考えなくていい』とも言われたけれど、最終的に納なつ得とくできたのは朋とも店長の『朝が早いっていうだけでなくて、職場に早く来ていますね、早く来てくれましたねっていう意味じゃないかな？』という解説だった。

「土日の忙しい時に、お休みをいただいてしまって申し訳ありませんでしタ」

「いいのいいの。本分は学生なんだから、そっちを大切にしないとね。あらかじめ分かっていたから、ヘルプのバイトも頼めたし。この間、あたしが急に休んだ時とか迷惑かけちゃったし」

「お互いさまでス」

「ちーっす！」

「おっす！」

　真ま帆ほと沙さ羅らも立て続けに出勤し、開店に備える。ちなみに円まる美みは真っ先に来て厨ちゆう房ぼうに籠もっている。

「そういえば例のあいつ、その後現れたりしてます？」

　イベント参加のため、カリナ同様土日は欠勤していた真帆が訊たずねる。

「ああ、大丈夫。全然見かけなかった。やっぱストーカーとかじゃなかったって事かな？」

　沙羅が笑って答える。

「そうですカ。それは、安心でス」

　カウンターを磨きながら、カリナは肯うなずいた。

　店がオープンしても、やっぱり例の巨漢は姿を見せない。やってくるのは、いつものなじみ客ばかりだ。

「おかえりなさいませ、ご主人さま～」

「朋ともちゃ～ん、寂しかったよー」

　先日の病欠で涙を飲んだ引ひく田たが、嬉うれしそうに手を振る。

「急の不調で、ご心配をおかけいたしました」

　笑顔で出迎える朋に案内され、常連客がカウンター席に着いた。

「じゃあ、今日はスペシャルオムライスセットで。もちろんケチャップサービスは朋ちゃんにお願い」

「はいっ。承りました、ご主人さま」

「あ、そうそう。朋ちゃん。この間、店の帰りに変な奴やつに会ったよ」

「変な奴？」

　朋が首を傾かしげる。

　カウンターの内側にいたカリナも、思わず聞き耳を立てる。

「うん。まあ、ちょっと説明すると──」




　その日、目当ての朋は不在ながらも『スウィート・ドロップ』で楽しい一時を過ごした引田は、弾はずむ足取りで家路についた。

　ところが、店を出て少しした人ひと気けのない路地で、いきなり目の前に壁が立ちはだかったのだ。

「げげっ！」

　壁──と思ったのは巨大な人影だった。コート姿で顔を隠し、身長は二メートル近く、横幅も広い。

　逃げようとする足がすくんで動かない。

　だが、男は不意にクリアファイルを取りだしてページを開いた。

　そこに挿入されていたのは『怪しいものではありません』という文章がプリントされた白い紙だった。

　明らかに事実に反する内容だった。

『あの店で、どのようなサービスが実行されているか、差し支えない範囲で教えていただけますでしょうか？』

　パラパラとめくった新たなページには、こんな文面。

「あの店って……『スウィート・ドロップ』？　あ、えーと……普通に喋しやべって通じます？」

　引ひく田たが確認すると、巨漢は何度も何度も肯うなずいた。

　威圧感はあるけれど悪い人ではなさそうな気がするし、引田もメイドカフェに通いつめるようなオタクの端くれだ。自分が好きなものについて語りたいという衝動は強い。

「えーと。まあ、普通にいい雰囲気のメイドカフェだよ。あんまり浮ついた感じしなくて、居心地いいっていうか……」

『女性店員のコスチュームはどのようなものですか？』

『店内での言葉遣いについて例示できますか？』

『店員との肉体的接せつ触しよくはありますか？』

　あらかじめ準備していた何種類もの質問が提示され、引田はその度に正直に答える。

『たいへんありがとうございました。お手数を取らせた事を感謝します』

　最後のページを開いて見せると、巨漢はいきなりアスファルトの上に膝ひざを折った。

「え？」

　引田があっけに取られていると、コートの男はそのまま両手を付き、頭を下げる。

　土下座である。

「ちょ、ちょっと！　そこまでしなくても……！　じゃ、オレはこれでっ！」

　最初に現れた時とは異なる驚きよう愕がく。

　見るからに怖そうなものではなく、理解できないものに遭遇した恐怖に駆られて、引田の脚が動き出す。

　巨漢が顔を上げるのを待たずに、引田は全力ダッシュでその場を離れた。




「──とまあ、こういう状況だったんだけどね。お店の実情話しちゃったのはマズかったかな？　何か、オレ以外にも何人か同じような目に遭ってるらしいけど」

「ううん。別に隠すような事じゃないから大丈夫ですよ、ご主人さま」

　恐縮する引田に、朋ともは笑顔で答える。

　こういう状況だと『主人とメイド』というロールプレイに沿った会話はちょっとちぐはぐになってしまう。

「では例の男性は、お店の内情を調査するのが目的だったのでしょうカ？」

　カリナは思いついた事を口にする。

　例えば新たにメイドカフェを開店するに当たってライバルの動向を探っていたのなら、顔を隠していたり裏口を見張っていたりしたのも、納なつ得とくできない事もない。

「ま、その可能性はあるかも知れないけど、あたしの店は負けないわよっ！」

　朋ともはガッツポーズで答えつつ、厨ちゆう房ぼうから運ばれてきたスペシャルオムライスを引ひく田たの前に差し出した。

『スウィート・ドロップ』の成功を見て、この街には後からオープンしたメイドカフェが二店ほどある──というかあった。

　よりセクシーなサービスをセールスポイントにした店は『スウィート・ドロップ』とは住み分けてそれなりに客も入っているらしいが、もう一軒はコンセプトもはっきりせず、単にこちらの人気にあやかった後追いでしかないため、早々に畳まれてしまっている。

　その前例を踏まえた上での下調べというのは確かにありそうな話なのだけど、それにしてはコンタクトの方法が不自然というか奇妙すぎるのだけど。

　結局、謎の巨大調査員（？）が現れる事もなく、この日も普通に営業は終わった。

「あれ？」

　客が全員去った後、掃除していた朋が声を上げた。

「どうしましタ、店長？」

　モップをかける手を止めて、カリナは顔を上げる。

「ゴミ袋のストックがなくなってたみたい。カリナちゃん、ちょっと買ってきてくれる？」

「分かりましタ」

「ペール用の大きい奴やつだから、間違わないでね。すぐそこのコンビニじゃなくて、市役所側の方のお店だと確実に売ってるはず」

「はイ」

　朋からお金を預かり、カリナは勝手口から出かける。

　買い物から戻ったら掃除の続きがあるので、いちいち着替えるのも煩わずらわしいからメイド服のままだ。しかし、いくら近所ではお馴な染じみの店とはいってもこの格好で夜の大通りを歩くのも少々抵抗を覚える。

　という訳で、カリナは人通りの少ないルートを選んで三ブロックほど先のコンビニへと向かった。

　駅前から真まっ直すぐに延びるメインストリートは賑やかだが、通りを二本も離れるとオフィスビルが中心なので、この時間帯には静かなものだ。

　その時──。

　ぬっ。

　不意にカリナの視界が影に包まれた。

　物陰から現れた巨漢が眼前に立ちはだかったせいで、街灯の光が遮られたのだ。

　帽子とサングラス、マフラーのセットで完全に頭部が覆われているので、顔立ちはもちろん表情も分からない。

「あ、あノ……」

　見上げて、声を掛ける。

　引ひく田たが話した通りの人だとすれば、ちょっと不審ではあるけれど悪意や敵意の持ち主ではないはず。路上土下座というのは礼儀としてはいささかオーバーすぎるけれど。

「も、申し訳ありませんガ、買い物の途中なのでどいていただけますでしょうカ。それと、何かお話があるのでしたラ、きちんとお店を通して……」

　状況を説明し、カリナはそのまま通り抜けようとする。

　だが、コート男はサイドステップして進路を塞ぐ。

「失礼しまス！」

　さっ！

　逆サイドを抜けようとしても、再度ブロックされてしまう。

「何のつもりですカ！　人を呼びますヨ！」

　違う──。

　不意に、不安が胸の奥からわき上がってくる。

　目の前の男からは、明確な害意を感じる。

　引田の話とは違う。お礼として他人に土下座するような人ではない。

「カリナちゃん……」

　マフラーの下から、くぐもった声が聞こえる。

「ワタシの名前ヲ？　あなた、誰ですカ？」

　反射的に両腕で身体をブロックしながら誰何すいかする。

「……覚えてないの？　あんなに熱心にお店に通ってたのに」

　マフラーを下ろし、サングラスを外す。

　体格は変わっているが風ふう貌ぼう──というよりは目つきに心当たりがあった。

　一年近く前、カリナ目当てで毎日のように『スウィート・ドロップ』に現れていた元常連客だ。

　度を越した振る舞いが目に付いたので、一かず大ひろからキツく言ってもらって出禁にしたはずだが。

「僕は、もう一度カリナちゃんに会いたくて、こうして身体も鍛えたんだ。これだったらあの貧弱なバイトのガキが何を言ってきたって、実力ではねのけてやるからな」

　ばっ！

　男はコートをはだけた。

　下にあったのは全裸──ではなかった。さすがに。

　しかしランニングシャツとジョギングパンツだけの、肉体美を誇示するスタイルだった。

　鍛えられた筋肉が、ピクンピクンと蠢うごめいている。

「さあ、カリナちゃん。僕と一緒に……」

　名前も覚えていない男がじりじりと眼前に迫る。

　予期せぬ恐怖と違和感のせいで、喉のども肺も強こわ張ばる。ただ身体が震えるだけで、悲鳴さえ上げられない。

　額を伝う汗の冷たさだけが、やけにはっきりと実感できた。

「ぐふへへへ……」

　無精ヒゲに縁取られた男の口元が緩む。

　その時──。

「Ｓｔｏｐ！」

　背後から叫びが聞こえた。

　硬直の呪縛から解けたカリナは振り返る。

「……はア……？」

　間の抜けた声がこぼれた。

　後ろに立っていたのは、鏡像のような男だった。

　同じような帽子、同じようなコート、同じようなサングラス、そして同じような体格。

　目立った違いと言えば、顔の下半分を隠しているのがマフラーではなく白いマスクという一点だった。

　挟み撃ちにされた恐ろしさよりも、シュールな状況に対する驚きが勝利して、一気に緊張が消きえ失うせてしまったのだ。

「カリナは、渡しマセーン！」

　カリナ以上にぎこちない日本語で、後方の男は帽子とサングラス、そしてマスクを投げ捨てた。

　さらに、捨てたサングラスと交換でメタルフレームのメガネを装着する。

　驚異の逆スーパーマン変身。

「マックス？」

　現れた顔に違和感を覚えながら、即座に名前が出てきた。

　故郷にいるはずの、婚約者だったからだ。ただし顔はともかく、体格はまるっきり記憶の中の姿とは異なる。

「な、何だよ、お前っ？」

「ミーは、カリナのフィアンセデースッ！」

　ばばっ！

　コートを脱ぎ捨てる。

「きゃっ！」

　カリナは思わず両手で目を覆った。

　マックスは、裸だった。

　目の前の男より、もっと裸だった。

　ビキニパンツタイプの黒い水着のおかげで辛うじて真っ裸ではないけれど、ニアリー全裸と呼ぶしかない格好だ。

「な、何をっ！　カリナちゃんは僕のものだ！」

　男が飛びかかってくる。

　背後からダッシュしたマックスがカリナを押しのけ、立ちはだかる。

　前からの男が突き出したパンチは、力任せの素人技だ。

　マックスはそれを巧みにパリイング──腕で払いのけ、カウンターの一撃を放つ。

「ぐひっ！」

　顎にクリーンヒットした一撃で、暴漢はあっさりと昏こん倒とうする。

「Ａｒｅ　Ｙｏｕ　ＯＫ、Ｃａｒｉｎａ？」

　笑顔で訊たずねるマックス。

　柔らかな金髪でそばかすが残るちょっと幼い雰囲気の顔と、ムキムキマッチョに鍛えた身体──しかも半裸──の組み合わせはミスマッチで、まるで異なる人物の写真を素材にした粗雑なコラージュみたいだった。

　とりあえずコクンと肯うなずくけれど、頭の中は疑問符で一杯だ。

「大丈夫か、カリナーっ！」

　不意に、別な声が呼ぶ。

　メイド服のスカートを翻しながら全力で走ってきたのは、沙さ羅らだった。

「Ｗｈａｔ？」

　裸コート姿のマックスが、びっくりして振り返る。

「てめえが何かしたのかっ！」

「Ｎｏ！　Ｉｍ──」

「聞く耳持たんっ！　オレは日本語しか分かんねーんだよっ！」

　ガシッ！

　問答無用。

　疾走の勢いのままジャンプし、下着が見えるのも構わず、スカートのまま膝ひざ蹴げりをマックスの顔面に叩たたき込こむ。メガネが弾はじけ飛とぶ。

　必殺のメイドさんニーパッド炸さく裂れつだ。

　どぉぉぉんっ！

　轟音を立てて、マックスの巨体が仰あお向むけに倒れる。

「戻りが遅いから心配して、店長が見てこいってな。何にもされなかったか？」

　カリナの肩をがしっとつかみ、沙さ羅らが問いかける。

「えーと、そのですネ……。何もされなかったというカ、あっちに何かされそうになったところを、こっちに助けてもらった訳でしテ」

　元常連客とマックスを交互に指差す。

「へ？　男、二人がかりだったのか？」

「そうじゃありませン。あっちが暴漢で、こっちは味方なんでス」

「味方？　こいつらグルじゃない？　どういう事だ？」

「どういう事なのか、ワタシもよく分かりませン。でも、一つだけはっきりしている事がありまス」

　肩をすくめて、半裸男を見下ろす。

「沙羅サンがノックアウトしたのは、マクシミリアン・ボーテス──ワタシのフィアンセなんでス」




　とりあえず事情が判明しないうちに、警察沙汰にして話を大げさにするのも避けたい。

　最初の暴漢の方はふん縛り、マックスが意識を取り戻すのを待って『スウィート・ドロップ』へと引き返す。












「ドーモ。ミーはマクシミリアン・ボーテスデス。マックスと呼んでクダサイ」

　ロッカールームで、マックスは床の上に正座し、手をついて深々と土下座した。

「ちょ、ちょっと。そこまでかしこまらなくても……」

「これが日本での正式なあいさつだと聞きマシタ」

　戸惑う朋ともに、マックスは真剣きわまりない顔で答える。

「せ、正式なのは確かだけど、日常レベルじゃそこまでやらなくてもいいから」

「そうなのデスカ？」

　顔を向けられて、カリナは苦笑いで肯うなずく。

　マックスは根がマジメだから、日本について調べた上で最上級の作法ならばどこでも問題なく通じると考えたに違いない。

「ア。ミーの日本語、ちゃんと通じマスカ？」

「うん。ちょっと聞き取りづらいけど、ゆっくり話してくれたら大丈夫。そっちこそ、日本語大丈夫？」

「来る前に、急いで勉強シマシタ」

　朋の質問に、マックスはたどたどしく答えた。ヒアリングの方はほとんど問題はないが喋しやべるのはかなり苦手だという。

「と、とにかく、イスに座って。土下座とかされると話づらいし」

「分かりマシタ」

　一度立ち上がり、朋が勧めるスツールに腰掛ける。

　巨体を受け止めて、スチールの細い脚がミシッときしんだ。

　他に着る物もないので一応コートの前を合わせているが、そのせいかひっきりなしに汗をかいて、ハンドタオルで拭っている。

「じゃ、改めて。あたしが店長の大おお船ふね朋です」

「えっと……さっきはゴメンな。まさか、裸コートで立ってる奴やつが善人だなんて思わなくてよ」

「要するにコートの人が二人いたって事だったんだねぇ。お店に来てたのがマスクのマックス殿で、裏口で出待ちしていたのはマフラーのあっちと。何という恐るべき偶然！」

　朋だけは一応ちゃんと礼儀に沿ったあいさつをしたが、沙さ羅らと真ま帆ほはリアクションに困って苦笑いする。

　コートも帽子も、これといった特徴のない定番スタイル。しかも体格が標準から外れると既製服の選択肢は少なくなるから、たまたま外見がカブってしまったのだ。

「でも、カリナちゃんの彼氏ってアメリカにいるんだよね？」

　朋が首を傾かしげる。

「そうでス。ワタシにも連絡なしに来日するなんテ……」

「カリナが心配だったンデス。クリスマスシーズンにも帰国しなカッタシ」

　マックスの視線は、ちょっぴり恨みがましい。

「それは、メールしたはずでス。年末にはちょうど重要な研究対象があって、どうしても日本を離れる訳にはいかなかったんでス」

「そうそう。大きなイベントに出るなら、盆暮れ正月に帰省しないのは当たり前でげすよ。日本人なら今や常識」

　真ま帆ほがウンウンと大げさに頷く。

「クリスマスは家族や恋人と過ごすのは当たり前デス。カリナは、日本の悪習に染まってしまったのデスカ……」

「いや。それ、真帆とかの一部の特殊な日本人限定だから。オレ、関係ねーし」

　落ち込むマックスに対して、沙さ羅らがひらひら手を振った。

「あくまで昨年末だけの特別な事情でス。今度のクリスマスには、ちゃんと帰国するつもりでしタ」

「デモ……」

「そんな事より、マックスの見た目が全然違っててビックリしてしまいましたヨ」

「そういえば、カリナ殿の彼氏の写真とかって、見た事ありませんでしたな？」

「これが、一年前のマックスでス」

　真帆の質問に答えて、カリナはスマホを取りだし、アルバムを開いた。

　表示された写真は金髪に銀縁メガネ、チェックのネルシャツにブルージーンズ。やせっぽっちで頼りないけれど、人の良さそうな白人男性だった。

「……何というか、典型的な……」

「言いたい事は分かりまス」

　真帆は言葉を濁したが、要するにいかにもステロタイプなインドア派でイナカっぽいアメリカ白人のイメージだ。事実、故郷にいた頃のマックスはスポーツなどは一切嗜たしなんでいなかったのだし。

「大学に入ってから、身体を鍛えたノデス。カリナをびっくりさせようと思って、内緒にしてイマシタ」

　高校時代には興味はなかったけれど、大学に入ってから不在のカリナを懐かしむ意味もあって、日本製のマンガやアニメを見るようになった。

　そこに登場するさまざまなキャラクターの強さに感激し、少しでも似たような技を使いたいと努力したらこんな体格になったのだと、マックスは説明した。

「だけど、不自然デス。日本マンガのヒーロー、すごいフィジカルを発揮するのに、体格はスリムで筋肉が足リナイ」

「あー。それが日米のキャラの違いだって話を聞くね」

「そうでス。子供や華きや奢しやな女性がバトルで強いのは、ワタシも最初は違和感がありましタ」

「体格はまあ、変わるとしてもよ。その服装は何なんだ？　おかげでオレ、変質者だと思っちゃったじゃねえか」

「日本は、暑イ」

　秋だという理由で寒さ対策をしてきたけれど、思ったより気温が高かったので、こんな服装にしているとマックスは説明した。

「暑いって……もう秋だぜ。この時間帯じゃ涼しいどころか寒いくらいだし」

　沙さ羅らがあきれかえる。

「えーと……。前にちょっとだけ話したと思いますが、ワタシの故郷はアメリカはアメリカでも、アラスカなんでス」

　アメリカ出身とだけ話すと、たいがいの日本人は勝手なイメージを抱く。

　ニューヨークっぽい都会か、陽光降り注ぐカリフォルニアか、広大な地平でカウボーイスタイルが似合うテキサスか。

　アラスカを思いつく人は少なく、カリナ自身も別にお国自慢したい訳ではないので詳しくは話さない。

「あー、北極圏だもんなぁ」

「そうでス。そこでサーモンやカニの缶詰作って、日本に輸出してまス」

　曾そう祖そ父ふの代に日本から移民して漁師となり、そこから水産会社を興したのがカリナが生まれたリュウザキ家だ。いろんな配慮から会社名に創業者の名前は冠したりせず、特に日系という事を強調もしていないが。

「まあ、いきなり筋肉量増えたから代謝も上がって、汗かきやすくなってるってのもあるかも知れないけどよ。それにしたって半裸にコートだけってのはないだろ？」

　沙羅が頭を搔かいた。

「これ、おかしいデスカ？　日本のマンガやアニメで、しばしば登場するポピュラーなスタイルだと認識しまシタガ？」

「……マックス。あなた、日本語に不慣れなんですかラ、マンガやアニメで日本を理解したつもりになるのはよくないでス」

「日本語、喋しやべるのよりも読み書きの方が楽デス」

「日本語に限らないでショ、マックスの場合。ワタシに告白したのも、対面じゃなくてラブレターでしたシ」

「そ、その話は今の件とは無関係デス！」

　頭を抱えるカリナに、マックスは弁明する。

　引ひく田たを相手にした時の奇妙なコンタクト方法も、要するに知らない人に慣れない日本語で話しかけるのを避け、テキストベースで意思疎通するためだったのだ。

　用意周到な反面、間が抜けている。

「だいたい、日本語を読めるようになっただけでは、日本のマンガは理解できませんヨ」

　アメリカのグラフィック・ノベルと日本のマンガでは、そもそもバックボーンになっている価値観も違うし、コマ運びやセリフ回しなど表現の基き礎そになる文法が異なる。さっき話題になった体格と身体能力の関係もその一例だ。

　それぞれの文化に浸っている者にとってはいちいち意識する必要さえなくても、外の人間にとっては改めて考え、理解しなければならないし、だからこそエキゾチックで興味深い存在ともなる。

　元々アメコミの熱心な読者でもないマックスが言葉の理解も不完全な日本のマンガやアニメを読みかじりしたら、変な勘違いをしても不思議ではない。

　要するに、ちょくちょく出てくる『夜道に出没する露出魔』の服装を、当たり前のものだと勘違いしてしまったという事だ。

「そもそも日本に来るのなら、ワタシにちゃんと連絡してくれればよかったんでス」

「ミーは、カリナが日本でどんな生活をしているのか、チェックしたかったノデス。もしも後ろ暗い事があるのなら、ミーが来るのを知っていたら急いで隠そうとするかも知れないじゃないデスカ」

「ワタシは、マックスに隠し事などしていませン」

「じゃあ、このお店は何デスカ！」

　がばっ！

　それまでおとなしく事情説明していたマックスが、いきなり大声で叫んで立ち上がった。

「は？　このお店がどうかしたのですカ？」

「伝統あるリュウザキ家の一人娘がメイドサーバントの服装をして、他人を『ご主人さま』と呼ぶのは、屈辱的デス。こんな事をしているナンテ、カリナのパパやママにどう報告すればいいのデスカ？」

　両腕を広げ、大げさに頭を振り回してマックスは熱弁を振るう。

「マックス。あなたは誤解していまス」

　カリナは、おでこに手を当てて苦笑する。

「日本には元々メイド文化がありませんから、これはフィクションに基づいた一種のロールプレイ……というより、ハロウィーンの仮装みたいなものでス。アメリカにあるような、セクシーレストランとも違いますし」

『トリック・オア・トリート』と唱えて戸口を巡る子供たちが、つば広とんがり帽子に黒マントでもホウキで空を飛べる訳ではないし、カボチャのかぶり物をしたってちゃんと生きている。

　カリナもまた、メイド服で『ご主人さま』と口にしても、別に心までメイドになりきっている訳ではない。

　そもそもオタク的な『メイドさん』と本当の『メイド』は別物だし。

「でも、実際にあんな危険な客につきまとわれたりしていたではありまセンカ。ミーが見張っていなければ、どんな事になってイタカ！」

「あー、あれは例外って言っても、そう簡単には納なつ得とくしてもらえないね。そこは責任者として配慮というか対策が足りませんでした。ごめんなさい」

　もっともな抗議に、朋ともは頭を下げた。

「カリナ。アンカレッジに帰りまショウ！　やっぱり日本は、いろいろと危険デス！」

「マックス」

　ぎゅっ！

　カリナが、マックスを抱きしめた。

「Ｗｈａｔ？」

　白い顔が、真っ赤に染まる。

「ワタシの事を心配してくれるのは、すごく嬉うれしいでス。だけど、ワタシは日本が好きで、研究対象として興味深く感じていまス。今はまだ、ここから離れたくはありませン」

「でも……」

「ワタシたち、ずっと一緒にいて、お互いを信頼していて……それで理解したつもりになって甘えていたところ、あると思いまス。離れていても大丈夫だって、油断していましタ。日本での生活が面白くて、マックスを蔑ないがしろにしてた事、ごめんなさイ」

「そ……それは、ミーの方も同じデス。会った時のサプライズを楽しみにしてて、身体を鍛えている事をカリナに秘密にしてタシ」

「ワタシこれから、もっともっとメールしまス。いっぱい好きって伝えまス。マックスからの返事を楽しみに待ちまス」

　当たり前になっていて、つい見過ごしてしまう事なんていくらでもある。

　日本人にとっては自然な行動や習慣が、カリナにとっては新鮮な研究対象であるように。

　固まってしまった関係も、ちゃんと確認し、刺激し、よどまないようにした方がいいに決まっている。

「オ、ＯＫ。ミーの方も、毎日の出来事をちゃんと伝えまショウ。メールなら、話すよりも得意デスシ」

　照れ照れの表情で、マックスが視線を天井に逃がした。

　首から下はアンバランスな促成栽培マッチョでも、実際の性格は顔だちの通りの純情少年がそのままちょっと大きくなっただけなのだ。

「マックス、いつまで日本にいられますカ？」

「い、一応はあと四、五日は滞在予定デ」

　カリナは肯うなずいて、ホールドを解いた。

「店長。明日と明後日、お休みをいただけますカ？　マックスに日本を案内したいのでス。ワタシが暮らしている街を、ワタシが興味持っているものを、マックスにも知ってもらいたいのでス」

　どんなに信頼し合っていても、一〇〇パーセント完璧な理解なんてあり得ない。

　一〇年以上を一緒に過ごしても、この一秒に新たに感じた気持ちだってあるのだから。

「……カリナちゃん、いつも頑張ってるし、二日くらい臨時のお休みしたってそれは別に構わないんだけどさ」

　朋ともの返事は、どうも歯切れが悪い。

「……どうかしたのですカ、店長？」

「ちゃんとみんなが幸せなのはいい事だって、頭では分かってるのよ！　でもカリナちゃんも真ま帆ほちゃんも恋人とハッピー満喫してるのって、見ててつらいんだってばぁ」

　半べそ状態で、つい本音をもらしてしまう。

「ぐふふふふ。しかも小生の彼氏は若さ弾はじけるピチピチの男子高校生ですからなぁ」

　空気も読まずに自慢するのは、もちろん真帆だ。

「ごめんなさイ。でも、ワタシが──ワタシとマックスが幸福なのは事実ですし、ことさらに隠すつもりもありませン」

　ちょっぴり心苦しさも感じるけれど、必要以上の遠慮はしない。

　自分の幸せを抑えるよりも、ハッピーを他人に分けるチャンスを大切にする方がいい。

「まあ、店長もそんな焦んなくても、男なしの気楽さを楽しんだっていいじゃないですか」

　泣きそうな朋の頭を、沙さ羅らがなでなでする。

「あ、そうでス。ワタシ、大学の友人からよく合コンに誘われるのですけど、今度話を持ちかけられたら、代わりに店長を紹介するというのはどうでしょウ？」

「気持ちは嬉うれしいけれど、それってメンバー大学生でしょ？　やっぱりジェネレーションギャップとかあるのよぉ～。婚活としては頼りないし～」

「あの……ゴーコンとか、コンカツとかいうのは何なのでショウカ？」

　普通の辞書には載ってないであろう言葉に、マックスが目を丸くした。

「それも、明日教えてあげまス。ワタシとマックスには、まあ関係のない事ですけれど、日本独自のユニークな文化という事デ」

　カリナは笑う。

　自分が知った事を話すだけではない。マックスが過ごしたこの一年の事も聞き出そう。特に、どんな風に身体を鍛えたのかというあたりを上う手まくつっつこう。

　何しろマックスが口べたで照れ屋なのは、よーく分かっているのだから。


（おわり）







第５話　リング・マイ・ベル、リング・ユア・ベル！







「ただいま、ママ」

　金曜の夜、大きなバッグを抱えて実家のドアを開けた星ほし川かわ早少女さおとめが真っ先に感じたのは、鼻をくすぐって食欲を沸き立たせる芳かぐわしい香りだった。

「おかえりなさい。先にご飯にするでしょ？　もう用意できてるから」

「うん。こっちの都合に合わせてもらってごめんね」

　一人暮らししているマンションから、千葉の家までは電車で二時間。放課後、細々とした用事を片付けてから帰省したら、夜の八時過ぎになってしまったのだ。

　それでも忙しさの合間に時間を作って、月に一度くらいは帰るようにしている。

　バッグの中身は洗濯物。

　もちろん普段は自分で洗っているけれど、こういう時にはちょっと楽をしたい。

　ダイニングキッチンに入ると、テーブルの真ん中にはカセットコンロが置かれ、鍋がぐつぐつと音を立てていた。

　湯気の向こうでは、父が新聞を広げている。

「ただいま、パパ」

「……うむ。お帰り」

　気むずかしい顔がちらりとこちらを見たので、素す直なおな笑顔を返す。

　この扱いづらそうな態度も、生き真面目まじめで不器用な性格だから、ちょっと特別なポジションにある娘にどう接していいのか分からない照れの表れだ。

「ちり鍋にしたの。鍋物も、お魚も、一人暮らしだとあまり食べないでしょ？」

「うん。ありがとう、ママ」

　母の心遣いに感謝する。

「あ、お姉ちゃん帰ってきたの？」

　トタトタと足音を立てて、二階の自室から妹の鈴りん音ねが降りてくる。

「えっ？」

　思わず声が漏もれた。

　つい一月ほど前に会った時には自分と同じくらいの長さだった髪が、肩口くらいにまで短くなっていたからだ。

「あ、これ？　ちょっとイメチェンっていうか気分転換っていうかちょっと試してみたっていうか。ほら、お姉ちゃんに憧れて似た感じにしたけど、変えた方がいいのかなーって思って」

「うん。似合ってるよ」

　朗らかに聞こえる鈴りん音ねの声の裏に、微妙な響きが含まれている事を早少女さおとめは感じ取る。

　多分、髪を切った本当の理由は他にある。

「さ、ご飯にしましょ。たくさん食べなさい」

　母の言葉を合図に、家族四人がテーブルを囲んで晩ばん餐さんが始まる。

「ん～。美お味いしいっ！」

　炊きたての白いご飯とちり鍋、自家製のしば漬け。懐かしい味に早少女は舌した鼓つづみを打つ。

「……ん。その……何だ。仕事の方はどうだ？」

　箸を手にしたまま、父が訊たずねる。

「うん。順調だよ。今放送中の『幻げんソワ』の後にゲームの仕事が一本と、こっちはまだ公表前だけど、四月の新番組でレギュラーが二本決まった」

　変な形で知名度が先行してしまったきらいもあるけれど、『幻ソワ』オンエア後は関係者からもアニメファンからもちゃんと実力を評価されている。

　マネージャーの野の間まも、今が足場がための好機と判断して、売り込みしつつスケジュールが溢れないよう厳選もしてくれている。

「そうか。それは、よかったな」

「お父さん、ちゃんと早少女のアニメ録画してるのよ」

「そ、そんな事はいちいち言わなくてもいい！」

　母の言葉に、父が口をへの字に曲げた。

　お堅い市役所勤務、しかも事務畑一筋の四〇代が、美少女がいっぱい登場する萌もえビジュアルの深夜アニメをチェックするのはかなり心理的抵抗がありそうだ。

　我が子の顔がちゃんと出ていた子役時代の方が、まだ気分は楽だったかも知れない。

「……それで、勉強の方はどうなんだ？　四月からだと、三年生だろう？　受験とかはどうする？」

「うん。ちゃんと演劇論とか勉強できるところを受けるつもり。だから、夏以降はちょっと仕事量セーブしようと思ってる。社長さんや先輩も相談に乗ってくれるし」

　こちらの方も、きちんと将来を見越して考えている。

　先だっての一かず大ひろとのデートでも話した通り、既にプロではあってもこの先ずっと同じように続けていくと確定した訳ではない。まだ今後のための地力を蓄える時でもある。

「そうか。しっかり考えているのならいい。困った事があったら、無理せず相談しなさい。芝しば居いの事はよく分からないが、進路の話なら大丈夫だからな」

「うん」

　やっぱり照れくさいのか。父は早少女の顔を見ずに、ポリポリとしば漬けをかじる。

「それとだな……うん、まあ、あれだ」

「何？」

「……彼氏とは上う手まくいっているのか？」

　ずこっ！

　さすがに実際に食卓でずっこけた訳ではない。

　しかし早少女さおとめの頭の中ではこんな音が鳴り、見事にずり落ちる己のビジョンが浮かび上がった。

「な、な……っ！」

「いやですよ、お父さんったら。年頃の娘の色恋沙汰に、男親が口を挟むものじゃありませんって」

　早少女本人が言葉に詰まっていると、母がさりげないフォローを入れた。

「し、しかしまあ、その……うん。親としては見過ごす訳にもいかない事だからな」

　普通なら、彼氏の事は親──特に父親には喋しやべったりしない。

　だけど早少女の場合は少々事情が特別で、家族どころかたくさんの人間に彼氏の存在が知れ渡っているのである。

「ま、まあ、普通に節度あるお付き合いだよ。彼も高校生だし、こっちは仕事もあるし」

　答えながら、ちらっと鈴りん音ねに目を向ける。

　穏やかな笑顔に、安心する。

「そ、そうか。まあ、それならいいんだ。そうだ。父さん、おみやげを買っておいたから、社長さんやマネージャーさんだけでなく、彼にも差し上げなさい。機会があったら、一度我が家にも遊びにくるよう誘ってみなさい」

「またピーナッツ味み噌そ？」

「……公務員としては、こういう機会に地元の名産をいろんな人に知ってもらいたいと思っている」

　こういうところにも父の生き真面目まじめさというか、不器用さが出ている。

　もっと遠方でユニークな特産品があるのならともかく、東京のほんの隣の通勤圏内でいちいちおみやげを持参されても、相手も戸惑ってしまうだろうに。

　ちょっとぎこちないけれど家族の団だん欒らん。

　鍋はきれいに空になり、父は黙り込んで食後の茶をすする。

「帰りは日曜の朝だっけ？　今日明日はゆっくりしてなさい。それと、何か食べたいものはある？」

「ママの手料理なら何でも」

「リクエストしてもらわないと、こっちが困るわよ」

　早少女の答に、母が目を細める。

「じゃあ、ビーフシチューがいいんじゃない？　お姉ちゃんの好物でお気に入りで大好きなメニューだし」

「そうね。今日がお魚だから明日の夜はお肉がいいかもね」

　横から口を挟んだ鈴りん音ねに、母がポンと手を打った。早少女さおとめも素す直なおに肯うなずく。

　その後はゆっくりお風呂を使い、パジャマに着替えて二階の自室に上がる。

　本棚、机、クローゼット、小型のテレビとＤＶＤプレイヤー──主あるじが不在でももちろん掃除は行き届いており、ベッドにはふかふかの布団が敷かれている。

「ふぅ……」

　月に一度程度は戻っているのに、この部屋で感じるのは『落ち着く』というより『懐かしい』だ。

　心安らぐ現在の巣ではなく、かつてはぐくんでくれた揺り籠。

　コンコン──ベッドに入ろうとした時、ノックの音がした。

「はい？」

　ドアを開けると、パジャマ姿の鈴音が枕を抱いて立っていた。

「お姉ちゃん。一緒に寝ても……いい？」

「うん」

　部屋に招き入れ、自分の枕を奥に寄せてスペースを作る。

　同じベッドで眠るのは、今でもそんなに珍しい事ではない。鈴音がマンションに泊まりに来た時、床に予備の布団を敷くのと半々くらいだ。

　明かりは完全には落とさず、オレンジのスモールランプを残しておく。

　ベッドの中で肩を寄せ合うと、お互いの体温が広がり、一つに溶け合っていく。

「髪、どう？　似合うかな？」

　すぐ近くで、鈴音がささやいた。

「……うん」

「お姉ちゃんには隠しても仕方ないよね。いろいろ考えたんだけど、やっぱりケジメつけるっていうか……。ほら、あたしって形から入るタイプだし。ちゃんと終わらせないと、次の何かも始まらないだろうと思って」

「……そう」

　失恋は、早少女が経験した事のない感情だ。

　物語の中ではいろいろ見知っているけれど、いざ身近な事になるとこんな時にどう言っていいのか分からない。

　特に、鈴音が好きになった相手は早少女の恋人なのだから。

「あっ！　でも、お姉ちゃんのマネをやめようって思ったのも本当で本心で本音なんだよ。来年はあたしも高校生なんだし。きっと新しい出会いもあるし、何かクラブに入ったりもするだろうし」

「うん」

　鈴りん音ねの明るい言葉に、早少女さおとめは小声で答える。

　姉の模倣は卒業すると言っているけれど、早少女とは違う経験をして、早少女とは違う強さをちゃんと身につけている。

「ね。お姉ちゃん、訊きいていい？」

「何？」

「あたし、よく知らなかったし、今までバタバタしてて質問するヒマがなかったんだけど、最初は一かず大ひろさんとはお芝しば居いでつき合っただけなんだよね？」

「うん。まあ……ね」

　そのあたりの基本的な話は、文化祭のステージで大々的に告白してしまっている。

「いったいどういういきさつの経緯の流れでそんな事になったのか、ちょっと知りたいなーって思って」

「そっか。ちゃんと話した事、なかったね」

　言うべきか否か、一瞬迷う。

　だけど鈴音自身がケジメをつけようとしているのだから、その意思を汲くんだ方がいい。ここで変に遠慮するのは、重大な決心をして自ら行動を起こした妹に対して失礼というものだ。

「あそこでも言った通り、最初は演技の勉強のため。それでちょうどいい相手をずっと探してて」

「ちょうどいいって……それ、ちょっとあんまり」

　鈴音が吹き出す。

「まあね。それで──」

　薄暗がりの中、密ひそかに言葉を交わしながら、夜は更ふけていった。




「鈴音、鈴音ってば！」

「え？　あ、ごめん。ちょっとぼんやりしてた」

　月曜の昼休み。教室で頰ほお杖づえを突いていた鈴音は、友達の声で我に返った。

「ぼんやりっていうか、何かニヤニヤしてた」

「ちょ、ちょっと思い出し笑いっていうか」

　顔を赤らめながら、鈴音はブンブン手を振る。

　週末、姉から聞かされた恋の顚てん末まつは想像以上に妙なものだった。

　しっかりしていて紳しん士し的てきだとばかり思っていた一大に、まさか『彼女ほしい』と絶ぜつ叫きようしながらゴロゴロ転がるような一面があったなんて。

　多分、年上として自分の前では少し無理をしてたのだろう。

「あの、星ほし川かわさん」

　不意に、後ろから声をかけられる。

　振り返ると、どこか日本人形めいた顔立ちの少女が立っていた。

　遠えん藤どう望のぞみ──隣のクラスで、体育の時などは合同になるので顔は知っているし、少しは話をした事もある。

　けれど、個人的な友達という程の間柄ではない。

「何？」

「ちょ、ちょっといいかな？」

　モジモジした態度で、小さな声を絞り出している。

　元々がおとなしくてマジメで目立たない印象の優等生だけど、今は必死に勇気を奮い立たせているという印象だ。

「別にいいけど……？」

「その……ここでは話しづらい事だから、一緒に来てくれない？」

「べ、別にいいけど」

　予期せぬ展開に、同意しつつも身構える。

　望は黙ったまま、小刻みな歩幅で先導する。

　向かった先は、三階端の空き教室だった。机やイスは片付けられ、がらんとした教室に何が入っているのかも分からない段ボール箱が何個か放置されているだけだ。

（い、一体これはどんな展開で状況でシチュエーションッ？）

　仮説その一。

　実は望は百ゆ合りの人で、自分に告白しようとしている。自分では隠しているつもりだけど、失恋直後特有のオーラが出ていて、今なら落とす好機でチャンスでナイスタイミングだと思われたとか。

　あ、それはないか。

　確か望は、ウチのクラスでサッカー部の瀬せ戸ととつき合っているはず。

　仮説その二。

　おとなしい優等生というのは仮の姿。望の本性は、隠れヤンキーで裏番で影の総大将。やっぱり鈴りん音ね自身は自覚はないけれど、何か不興を買うような事があって、今まさにシメられようとしている大ピンチ。

　これも却下で間違いで不正解だ、多分。

　だったらここで二人きりではなく、子分が待ち構えていたはず。

　仮説その三──を思いつかずにいると、いきなり望が間合いを詰めてきた。

「星ほし川かわさんっ！」

　ぎゅっ！

　いきなり手を握られる。

「えっ？　ええっ？」

　一度は却下した仮説その一が実はビンゴの正解の大当たり？

　瀬せ戸ととつき合っているのは、百ゆ合り百ゆ合りな本性を隠すための偽装工作？

「ちょ、ちょっと、恋の事で相談したい事があって！」

「ダ、ダメッ！　あたし、そっちの趣味はないからっ！　女の子同士じゃないとダメっていう人がいるのは知ってるけど、あたしは違うのっ！」

「ほ、星ほし川かわさん……？」

「そ、それにねっ！　遠えん藤どうさんがそういうのなのは個人の自由だと思うけど、瀬戸くんはちゃんと納なつ得とくしてるの？　本人知らないで世間体のためだけに利用してるのなら、瀬戸くんがかわいそうだよ！　あ、それともまさか瀬戸くんもど、ど、同性愛の人で、ゲイとレズ同士の偽装カップル？　前にテレビでそういう夫婦がいるって見た事あるし！」

　握られた手を振りほどこうと、全身をぐいぐいよじる。

「ちょ、ちょっと待って！　落ち着いて、星川さん！　その快かい斗との件で相談があるんだってば！」

　望のぞみが手を放した。

「ご、ごめんなさい。わたしもちょっと緊張しちゃって、つい……」

　どうやら真剣になりすぎて思わず手を握ってしまったらしい。

「う、うん。まあ、あたしも勘違いしちゃったみたいで。でも、瀬戸くんの件って？」

　解放された手の平をもみほぐしながら、鈴りん音ねも苦笑する。

　瀬戸快斗とは同じクラスだけど、特に親しい訳ではない。というか、ほとんど個人的な話をした事がない。

　サッカー部員で、二年の時からレギュラー。今年の県大会準優勝の立役者でベストイレブンにも選出された校内のヒーローだけど、鈴音はそもそもスポーツ全般に興味が薄い。

　ポジションも『ゴールキーパーとそれ以外』しか分からないし、得点を取った訳でもない瀬戸の何がそんなにすごいのか全然実感できないレベルだ。

「星川さんのお姉さんって、声優のさつきほしみさんなんだよね？」

「うん。そうだよ」

　姉の話題になると、誇らしさで自然と胸を張るポーズになる。

　しかし、望の恋愛と何の関係があるのだろうか。

「それで、お姉さんは同じ高校の人とつき合っているんだよね？」

「うん」

「その……有名人と普通の人がつき合うのって、やっぱり難しいのかな？」

「ああ、そういう流れ？」

　ようやく自分に話を持ちかけた理由が分かった。

　瀬せ戸とは、校内どころか県下でも中学サッカー界では知られた存在。一方の望のぞみはおとなしいというか、おしとやかな性格のせいもあって地味で目立たない。よく見ると小作りながら目鼻立ちは整っているし、肌はすごくきれいなんだけど、パッと見で人目を引くタイプではない。

　端から見ると、釣り合ってないという評価もあるだろう。

　男女逆だし、いろいろと異なる点の方が多いけれど『スターと一般人』という大ざっぱなくくりでは確かに共通していると言えなくもない。

「まあ、お姉ちゃんのケースは元から声優ではあったんだけど、つき合ってからメジャーになっちゃった訳だから」

「あまり参考にならない？」

「あっ！　でも、何かあたしで手伝える事はない？」

　ぎゅっ！

　今度は、鈴りん音ねの方が望の手を握った。

「えっ？」

　望が目を丸くする。

「何でも力になって、手助けして、協力する！　遠えん藤どうさんの恋がハッピーで幸せで幸福になってほしいもんっ！」

「う、うん……」

　他人から恋愛の相談を持ちかけられる──これは、一かず大ひろと同じだ。

　このタイミングでこんな話に接したのも、きっと意味のある巡り合わせ。

　向こうは他人の仲を取り持ったけれど、こっちは既にできているカップルの破局を食い止める。

　元々彼女が欲しかった一大と、失恋を経験したばかりの自分の違いを考えれば、この反転も必然的に思える。

「本当にありがとう、星ほし川かわさん。わたし、こういう事を相談できる友達とか、あまりいなくって……」

「この星川鈴音に任せてっ！　今からあたしとあなたは友達でフレンドで親友よっ！　星川さんなんて他人行儀な呼び方はやめて、鈴音でいいよ。あたしの方も望ちゃんって呼ぶから！　望ちゃん、まずはメアドや電話番号、交換しようっ！」

「う、うん。ほ……鈴音さん」

　あくまで『さん』づけになってしまうあたりが望の性分か。

　姉から聞いた話だと、一大のキューピッド成功率を支えたのはこまめな情報収集とあくまで相手の願いをかなえようとする誠実な態度だという。

　ならば、自分もそれに倣ならうべきだろう。

「まず、差し支えなかったら教えてほしいんだけど、そもそも望のぞみちゃんと瀬せ戸とくんってどんな風につき合い始めたの？」

「うん。一年の時は同じクラスだったの。それで、保健係で一緒になって……」

　まず自然と話す機会が増え、引っ込み思案な望を気遣って積極的に話しかけてくれたり、率先して重いものを持ってくれたりするところに惹ひかれていった。望の方も恩を返そうと考えて、部活が忙しい瀬戸のために事務系の仕事は彼の分まで引き受けたりもした。

　きっかけは些さ細さいでありふれた話だった。

　それでも、当人たちにとってはかけがえのない特別な出来事。

「二学期になってすぐ、思い切ってわたしの方から告白して、彼もＯＫしてくれて……」

　それでも最初のうちは周囲には内緒で、こっそりつき合っていた。

「言いふらすような事じゃないと思ったし、わたしも恥ずかしかったし……」

　ところが秋の終わり頃から瀬戸がサッカー部内でぐんぐん頭とう角かくを現し、来年度のレギュラーは確実になった。そのせいで女子からの注目も集まり、告白されたりラブレターをもらったりというケースが増えたのだ。

「わたし、がんばってる快かい斗とくんの姿を見てるのは好きだけど、サッカーの事とかあまり詳しくないし……。きれいな子とかおしゃれな子とかスポーツ好きの子とかいっぱいいて、わたし不安になったんだけど……快斗くんは『オレには望しかいないから、つき合ってるって周りに言おうぜ』って」

「あー、何かそういう話あったね。でも、そこまで相思相愛で、熱愛中で、ラブラブなんだから、別に向こうがちょっと有名になったからって不安に思わなくてもいいんじゃないのかな？」

「でも……快斗くん、近頃わたしを避けているみたいなの……。メールしてもちゃんと返事くれないし、前は部活休みの時はデートしてくれたのに、最近はいつも忙しいって……。同じ高校に行こうねって約束もしたのに……」

　ぐずっ！

　思い出したせいで悲しさが増幅されたのか。望が泣き出しそうになる。

　恋愛と受験。中三女子としては最重要問題のダブルパンチの挟み撃ちの集中攻撃だ。

「げ、元気出してってば！　まず、あたしが瀬戸くんの周り探って、調べて、調査してみるよ。本当に忙しいだけかも知れないし！」

　本来なら、望本人が瀬戸に問いただすのが一番早い。だけど、そんな事ができるくらいなら最初から鈴りん音ねに話を持ちかけたりしないだろう。

「もうすぐ午後の授業始まっちゃうし、とりあえず二、三日待ってね」

　──と引き受けたものの、さて具体的にはどうしたものか。

　やっぱり一かず大ひろがしたように相手を観察したり尾行したりして、事実関係をはっきりさせるのが基本か。

　社会科の授業中、教壇では先生が金融制度と消費者保護について説明しているけれど、鈴りん音ねはそちらではなく斜め前方、二列離れた窓際の席に目を向ける。

　瀬せ戸と快かい斗と。

　サッカー部のレギュラー。背が高くて顔はまあまあ。髪は短めで、身の回りにはあまりこだわっている様子はないけれど、清せい潔けつ感はある。確か成績は中の下くらいで、体育と英語以外はパッとしない。今も、退屈そうに窓の外へ視線を向けている。

　こうしてみると、クラスメイトとは言ってもそんなに詳しい訳ではない。

　恋人である望のぞみが知らない情報なんて、鈴音は何一つ持っていないのだし。

（……これからつき合いたい相手のデータ集めの方が、ひょっとしてよっぽど簡単？）

　気がついて途方に暮れそうになる。

（い、いいえっ！　一度引き受けたんだもん。頑張って踏ん張って気張って、絶対に遠えん藤どうさんを幸せにしてみせる！）

「お、星ほし川かわ。何か質問か？」

「えっ？」

　いきなり名指しされて、気がつく。

　決意のあまり、ついうっかり拳こぶしを突き上げていたのだ。

「ななな、何でもありませんですっ！」

　教室が、どっと笑いに包まれた。




　ちょっとした失敗はあったけれど、この程度でくじけたり落ち込んだりしているヒマはない。

　やるべき事をきちんと実行するだけ。

　放課後、鈴音はグラウンド脇の樹きの陰に隠れ、サッカー部を観察していた。

　既に三年生は引退しているが、瀬戸だけでなく何人かが自主的な練習を続けている。

　準備体操で身体をほぐした後、ボールを蹴ったり、ヘディングしたり──。

「わ……分からない」

　鈴音は頭を抱えた。

　何しろ普段のサッカー部や瀬戸の様子を知らないのだから、こうして見ているだけでは『何かいつもと違ってないか』『不自然なところはないか』と判断もできないのだ。

　辛うじて読み取れたのは、他の三年のように後輩を指導するというより、瀬戸が自分自身のための練習を続けているという事だけだ。

「確かに、明るいけれどあまり社交的っていうタイプでもないんだよね」

　さほど親しくなくても、二年間クラスメイトなのだから教室での振る舞いはそれなりに印象にある。

　男子の友達とも、他た愛あいもない雑談で盛り上がったりする事は少なかった。だけどつき合いが悪い訳ではなく、文化祭などの行事では与えられた仕事はきちんとこなす働き者。

　しっかりしていてマジメという根っこの部分では望のぞみに似たところがあるから、気があったのだろうか。

　やがて夕暮れとなり、サッカー部の練習も終わった。

　瀬せ戸とは練習用のジャージから着替えず、上にジャンパーを着てそのまま家路に就く。

（……というか、普通に帰宅してるんだよね、この方角は）

　もちろん鈴りん音ねは、彼を尾行する。

　ただし事前に住所を調べていないので、瀬戸がまっすぐ帰宅するのか、それともどこかに寄り道をしようとしているのか判断がつかない。

（なんて迂う闊かつでうっかりで手抜かり！　これじゃ一かず大ひろさんの足下にも及ばないじゃない。ちゃんと見習わないと！）

　声には出さずに己を叱り、電柱の陰から自販機の陰へ。適当な距離を置いて見つからないように身を隠しながら、鈴音は瀬戸を追いかける。

　気分はほとんど忍者かマンガかドラマの中の探偵だ。それも名めい推すい理りで怪事件の謎を解くのではなく、トレンチコート路ろ線せん。

　くるっ！

「わっ！」

　何か感じ取ったのか、瀬戸が振り返る。

　鈴音は慌ててコーラの自販機に全身をピタリと張り付ける。

（だ、大丈夫よね？　気づかれたり見つかったり発見されたりしてないよね？）

　ドキドキする胸を押さえる。

　サッカーは敵味方が入り乱れて走り回るスポーツだから、選手は後ろから近づく気配とかに敏感なのかも知れない。

　充分距離をとって用心しなければ。

「ママー、あのおねえちゃん、変なポーズ」

「しっ！　指差したりしちゃいけません」

　目標には気づかれなかったけれど、通りすがりの親子には見とがめられた。

（……か、隠れようとしすぎてもかえって目立っちゃうって事よね。反省反省）

　気を取り直し、尾行を再開する。

　瀬戸の足は駅前方面に向かっていた。人通りが増えて紛まぎれやすくなった反面、こちらも見失わないように注意しなければ。

（あれ？　寄り道？　一人で？）

　ジャンパー姿の背中が、ハンバーガーショップに入っていく。

　さほど広くない店だ。鈴りん音ねも中に入ってしまえば、気づかれるリスクは大きい。幸い、ガラス張りで見通しがいいので、外からでも店内の様子はある程度分かる。

　さりげなく近くの電柱脇に立ち、ケータイをいじるフリをしながら瀬せ戸とを観察する。

　Ｌサイズのドリンクだけを受け取り、窓際のテーブルに着く。

　それ自体は、別に何ていう事のない自然な行動。

　問題は、その席に先客がいたという一点。

「えっ！　ええっ！」

　叫びそうになり、咄とつ嗟さに口を押さえる。

　瀬戸を待っていたのは、若い女性だったのだ。

「こ、これは……相手を確認しないとダメだよね、役目上は」

　今のポジションからだと背中しか見えないので、別の電柱に移動して顔を確かめる。

　年齢は二十代の半ばくらいだろうか。肩に届かない程度のソバージュヘアで整った顔に自然な色のルージュが映える。服装は枯葉色のパンツスーツで、いかにも仕事のできる女といった雰囲気だ。

　それが、にこやかな表情で瀬戸と話している。

　状況からすると、明らかに事前に約束しての待ち合わせ。

「まさかデート？　本当に浮気？」

　年齢差は一〇歳くらいある。年上趣味なら、その程度は攻略対象の範囲なのだろうか。けれどそこまで極端な好みだったら、三年近くも同い年とつき合っていたというのが腑ふに落ちない。

（それとも、望のぞみとつき合ってから好みが変わったとか？）

　家族という可能性も考慮したけれど、それにしてはこんなところで会うのは不自然だ。顔立ちにも全然似ているところがない。

「ああもうっ！　どうして前もって家族構成とか調べておかなかったの！　実はお姉さんとか、そういうオチが付くかもしれないのにっ！」

　地団駄を踏む。

　一かず大ひろだったらこんなミスはしないで、必要な情報は事前に手際よく押さえた上で尾行していただろうに。

　もう一度最初の場所に戻り、瀬戸の反応をチェックする。

　にこやかでないけれど、真剣な表情だ。時折相手に肯うなずいたり、首を振ったりしている。

「話の内容が分かればなぁ……」

　鈴音はここでもう一つ、己の失策に気づく。

　ハンバーガーショップなんだから、何食わぬ顔で入ってしまえばよかったのだ。瀬戸に気づかれても偶然一緒になったと言えば通じるのだし。

　二〇分くらい話しただろうか。二人は肯うなずき合あって同時に席を立った。瀬せ戸との方が、二人分のトレイをまとめてトラッシュに運んでいく。

（で、出てきたっ！）

　ついまた電柱の背後に張り付くポーズで身を隠す。

　瀬戸は元の道を辿たどって住宅街の方へ、女性は駅へと歩き出す。

（ど、どっちを追いかけるべき？）

　右、左、右、左──慌ただしく首を左右に振って、視線を飛ばす。

「よしっ！」

　決心して、鈴りん音ねも駅へと向かった。

　瀬戸については下調べも足りないし、望のぞみの方がいろんな事を知っている。

　だけど、あの女性の存在は鈴音だけがキャッチしている情報だ。何か判明すれば、それを望に教える事もできる。

　瀬戸とは違って向こうはこっちの事を全然知らないのだから、もっと近づいても大丈夫なはず。

　足を速めて、間に二、三人分の距離まで接近する。

　だがソバージュ美女は駅構内に入ると、そのままカードタッチで改札を通過した。徒歩通学の鈴音はその手のカードを持っていない。

　追いかけるにしても、どこまでの切符を買えばいいのか。

　自販機の前で戸惑っているうちに、完全に姿を見失う。

「ああ、もうっ！」

　またマヌケなマネをしてしまった。

　尾行が目的なら最低運賃で買い、降りた時に 精算すればよかったのだ。

　足りない。何もかも足りない。

　やる気だけはあっても自分はしょせんただの中学生だ。

　行動力も判断力も、その土台になる経験も足りない。

　一かず大ひろだったらもっとスマートにやってのけるだろう行為も、ミスの積み重ねで失敗してしまう。

　もちろん、もう瀬戸の姿も見当たらない。

　打つ手のなくなった鈴音は、がっくりと肩を落として帰路に就いた。




　家に戻ってから調べられる範囲で調べたけれど、分かったのは瀬戸の住所や家族構成くらいだった。

　ちなみに姉はいない。一人っ子だ。

「どうしよう……」

　ベッドの上に転がり、考える。

　瀬せ戸と周辺の情報は集めたいけれど、クラスメイトやサッカー部員に訊ききまくる訳にもいかない。状況が状況だから『鈴りん音ねが何かかぎ回っている』という風な話題になってもヤブヘビになってしまう。

　下手に騒動にでもなったら、傷つくのは望のぞみだ。

　その場の勢いで気軽に引き受けてしまったけれど、現在進行形の他人の恋に首を突っ込むのは想像以上にデリケートで厄介な問題だった。

　一かず大ひろがしてきた行為が目指した高さに届くよう積み木を一個ずつ丁寧に重ねていくのだとすれば、鈴音が直面しているのはグラグラ状態になった崩れ掛けの積み木を安定させようとするようなものだ。

『好きになった相手の事を知りたい』のだったら、ターゲットの個人だけをチェックすればいいのだけれど、今回のようなケースでは瀬戸一人ではなく、望と瀬戸のこれまでのつき合いの事や、現時点での瀬戸の周辺にいる人間についても知る必要がある。

　例えば、謎のソバージュ美女だとか。

「本当に……あたしで何とかできるのかな……」

　ふと、弱音がこぼれる。

　彼氏がよそよそしい。ひょっとしたら浮気しているのかも知れない。

　失恋を一度経験しただけで、実際につきあった事のない鈴音にとっては手に余る問題だった。

　一大なら、あるいは早少女さおとめなら、この困難もスマートに解決できるのかも知れない。

「……相談、してみようかな……」

　望のプライバシーを他人に喋しやべるなんてもっての外だけど、二人とも直接の関係はない相手だ。細かい事情にまで踏み込まない形でアドバイスを求めるくらいなら構わないかも。

　ぶんぶんぶんっ！

　頭を振って、一瞬浮かんだ考えを追い払う。

　無責任すぎるし、そんな事をしたって向こうも一般論でしか助言できない。

　必要なのは『普通、こういう時はどうすればいいのか』ではなく、『遠えん藤どう望と瀬戸快かい斗とという二人にとって何がベストか』という固有の問題だ。

　引き受けた以上は、まず自分でできる限り頑張ろう。

　その上でどうしようもないのなら、正直に望に謝り、了承を得た上で、一大や姉の手を借りる事も考えよう。

　一番優先しなければならないのは、望自身の幸せなのだから。




　そんな訳で翌日の放課後。

　瀬せ戸とがサッカー部に出ているのを確認した上で鈴りん音ねは大急ぎで帰宅し、着替えてまた学校へと戻った。

　昨日と同じように尾行するのなら変装する必要がある。

　地味目のブルゾンとデニムという組み合わせは、目立たないようにするのと動きやすさを考えたスタイルだ。

　問題は、顔。

　普通なら変装の定番はメガネだ。

　しかし鈴音はこの一年で『メガネなし→メガネあり→コンタクト』という変遷をたどったから、クラスメイトである瀬戸は当然両方の顔を知っている。

　仕方がないので学校へ行く途中の一〇〇円ショップで、サングラスを購入する。これで顔は隠せるはずだ。

　学校の敷地内で私服だとかえって人目を引くので、金かな網あみのフェンス越しに外の通りからサッカー部の様子をチェックする。

　やはり瀬戸は昨日と同じようにマジメに練習をしている。

　少なくとも鈴音の目には、昨日との違いは分からない。

　ちらっ！












　不意に、瀬せ戸との顔がこちらを向いた。

　鈴りん音ねは慌てて、顔を逸そらす。

　大丈夫。変装しているんだから、あたしだとは気づかれないはず。

　昨日も今日も授業中何度か外を見ていたし、時々変な方を見るのは瀬戸のクセみたいなものに違いない、うん。

　己を安心させ、そーっとサングラス越しの視線をグラウンドに戻す。

　瀬戸は、何事もなかったかのように練習を再開していた。

　そして今日も日が暮れはじめ、瀬戸も昨日と同じように下校する。鈴音も数メートルの距離を開けて後をつける。どうやら寄り道せずに帰宅するルートのようだ。

（でも途中で何かあるかも知れないし、油断とか慢心とか気の緩みとかなしに、最後までしっかり追跡しないと！）

　声には出さずに決意を固めていると、背後から早足で鈴音を追い抜く者がいた。

　そのまま、瀬戸の隣に並んで何やら声をかけている。

（何？）

　驚きの声を飲み込む。

　長身で、日焼けしたスポーツマンタイプの男だ。

　どこかの高校の制服なのか、濃紺のブレザーを着ている。

　立ち止まって何やら親しげに談笑を始めたが、声までは聞こえない。

　向こうが止まったのにこっちがそのまま歩いて追い越す訳にもいかないから、鈴音はまた電信柱の陰に身を潜めた。

（昨日は女の人で、今日は男？　これってどういう事なの？）

　頭が混乱する。

　仮説その一。

　望のぞみが百ゆ合りの人というのは誤解の勘違いの早とちりだったけれど、瀬戸は実はホモ。

　いや。昨日は女性だったから、これが噂に聞くバイセクシュアル？

「待って待って待ってってば！　その考えはおかしいっ！」

　小声で自分にツッコミを入れて、こめかみをグーで小突く。

　望の相談と昨日のソバージュ美女のせいで自分が一時的に恋愛脳過剰になっているだけ。男同士が会話しているだけなら、ちょっと歳としや学校が違っていても友達というのが一番素す直なおな解釈だ。

　仮説その二以降は考える必要すらない。

　しばらく話をした後、瀬戸が男に頭を下げる。

　男は苦笑いし、手を振ってそのまま前進して去って行った。

（……何だったんだろ……？）

　昨日のパターンだと、ブレザー男の方を追いかけて素す性じようなどを確かめた方がいいのだろうか。変装しているから瀬せ戸とを追い越してもバレないだろうし。

　とか考えていると、当の瀬戸がくるりと振り向いて大おお股またで歩いてきた。

（えっ？　何？　家に帰るんじゃないの？　学校に忘れ物とか？）

「おい、星ほし川かわ」

　不機嫌そうな声で名前を呼ばれる。

「ほ、星川って誰？　あたしは星川鈴りん音ねなんかじゃないわ！　そ、そうよ。あたしの名は謎の美少女Ｘ！」

　両腕を大きく交差させる。

「今、自白しただろ。お前は、星川鈴音以外の何者でもない！」

「え、えーと……」

「今日の練習、さっきの人と一緒にずーっと見てたよな？」

　鈴音は気づかなかったけれど、先刻の高校生もグラウンドの側そばにいたらしい。練習中、瀬戸がちらっとこちらを見たのは鈴音だけでなく、高校生の視線もチェックしたからだったのだ。

「昨日もオレをつけ回して何の用だ？　そんなバレバレの変装までして！　サングラス、全然似合ってねーぞ！」

「え、えーと……これは、そのつまり……」

　しどろもどろになって、両腕のクロスを解いてわたわたと振り回す。

　役者である姉とは違う。

　この場を上う手まく切り抜けるアドリブなんて出てこない。

「……まさか、ひょっとして」

　真剣な表情で、瀬戸がこちらを睨にらみつける。

「お前、オレの事が好きとか言うんじゃないだろうな？」

「……へ？」

　思いがけぬ問いかけに、頭の中で何かのジョイントが外れた。

「その……そういう事言ってくる奴やつ、他にも時々いるけどよ。知っての通り、オレ、遠えん藤どうとつき合ってるから」

　日焼けした頰ほおを少し赤らめて、唇をとがらせ気味に目を逸そらす。

　つき合ってる彼女を、他人に対しては名字で呼ぶ。そんな純情がオトコノコだと思う。

「あたし、そういうのじゃなくて……ってちょっと待って！」

　手の平を突き出して『制止』のポーズを取る。

　今、瀬戸は確かに『遠藤望のぞみとつき合っている』と明言した。

　校内で知れ渡っている常識だから表向きの発言をしたのかも知れないけれど、はにかんだ態度は演技やごまかしとは思えない。

　好きな気持ちが変わらないのなら、望のぞみが感じているよそよそしさは何か別の原因があるという事になる。

「……そうだよね。あたしは、あたしなんだ」

　星ほし川かわ鈴りん音ね以外の何者でもない──さっき、そう言われた。

　八や木ぎ本もと一かず大ひろでも星川早少女さおとめでもないのなら、二人のいいところは見習うとしても、結局今の自分にとっての最善を愚ぐ直ちよくに実行するしかない。

「星川……お前、何言ってるんだ？」

「ちょっと待ってて、瀬せ戸とくん。今、望ちゃんを呼び出すから！」

「お、おいっ！」

　慌てる瀬戸を無視して、ケータイを取りだして記憶させたばかりの望のナンバーを呼び出した。




　人目につかず、落ち着いて話ができる場所として、鈴音が指定したのは例の空き教室だった。放課後の遅い時間なので、一部の文化部や委員会はまだ残って活動しているけれど、校内に人ひと気けは少ない。

「……あ、あの……鈴音さん……？」

　先に来て待っていた望は、不安げな表情で鈴音と瀬戸を交互に見つめる。

　瀬戸の方は、気まずそうに望から目を逸そらす。

「多分、誤解っていうか行き違いっていうかボタンの掛け違いがあったんだと思う」

　右手で望、左手で瀬戸の肩をポンと叩たたいて鈴音は笑った。

「瀬戸くんは、今でも望ちゃんの事を自分の彼女だと思ってるし、好きな気持ちも変わらないんだよね？」

「あ、当たり前だろ！」

「でも望ちゃんの方は、最近瀬戸くんが妙によそよそしくて、何だか避けられてるような気がしてる、と」

　望は無言でコクリと肯うなずく。

「それって、昨日会ってた女の人とか、さっき話してた高校生と何か関係があるんじゃないの？」

　ストレートに鈴音は質問した。

　賢い早少女や気が利く一大だったら、もっと波風立てずに上う手まく収める方法を思いつくのかも知れない。

　だけど、自分には無理だ。少なくとも、今のところは。

　だったら、瀬戸の気持ちが変わらないと分かった以上、二人を直接話し合わせてもつれた糸を解きほぐすのが一番の近道だ。

「……オレ、高校の推薦入学の話が何件か来てるんだ。サッカーで」

　県大会準優勝チームの一員で、ベストイレブン。

　考えてみれば、当然あり得る事だった。

　昨日の女性もその話を持ってきた東京の高校のスカウト。今日話しかけてきたのも、県内にある別の高校のサッカー部キャプテン。こちらは推薦入学というレベルではなく『よそから話が来ていないのなら、ウチの高校に入らないか』程度の誘いだったので、事情を説明して断ったのだという。

「本当？　おめでとうっ！」

　望のぞみの顔を覆っていた不安が一瞬でかき消え、明るい笑いに変わる。

　しかし、その曇りが引っ越したみたいに瀬せ戸との方がうつむいた。

「うん……。でも、最初に話持ってきてくれたところが、新潟の学校なんだ」

　もちろん推薦なので無試験。学費も免除。寮を完備しているという。

「え……？　じゃあ……」

「ああ。そこに決めたら、望との約束は果たせない。同じ高校には、行けなくなる」

「で、でも……快かい斗とくんの実力を評価してくれてるんでしょ？　だったら、わたしに遠慮なんかしないで……」

「ちょっと待って！」

　戸惑いがちな望の言葉を、鈴りん音ねは途中で遮った。

「最初にって言ったよね？　それに昨日のスカウトはともかく、今日の高校生はそんな遠くの人とも思えない。通える距離とかで、そういう話は来てないの？　だったら別れなくても大丈夫だし、望ちゃんの方が今からそっちに志望校を変えるって手もあるよね」

　うん。我ながら名案。

　これなら全部丸く収まる。

「今日会った人のところは、男子校だよ」

　すてきなアイディアは、一瞬で全否定された。

「で、でもっ！　同じ学校は無理でも近くだったら放課後とか休日は普通に会ったりお茶したりデートしたりできるじゃないっ！」

「もちろんそういう事も考えたけどさ。オレ、できれば一番最初に持ちかけてきてくれたところに決めたいんだ。親とも、そういう方向で進めてるし」

　真剣な表情で、瀬戸は話を続ける。

「望には、前にちょっと喋しやべったよな。オレ、小六の時にジュニアユースのセレクション、落ちてるんだ」

　要領を得ずに首を傾かしげる鈴音を気遣ったのだろう。瀬戸は詳しい解説を付け加える。

　Ｊリーグ各チームの傘下には一八歳以下を対象にしたユースチームや、中学生が参加するジュニアユースチームが存在する。

　もちろんプロへの近道でもあり、レベルは高く、入団のための競争も厳しい。

　瀬せ戸とは小六の時に地元チームのユースにチャレンジし、あっさり脱落したのだ。

　だが、中学高校は成長期だ。

　ジュニアユースのセレクションに落ちても、体格も技術もまだまた伸び盛り。瀬戸の場合は、中一の夏に体格が向上し、それに伴ってスキルも伸びていったのだ。

「スタミナもついたし、身体でかくなったおかげで相手のフォワードと競せり合っても当たり負けしなくなったしな。おかげで、二年からセンターバックのレギュラーになれた。望のぞみが応援してくれるから、頑張ろうってガッツもあったし」

　自慢げに語る瀬戸に、望は恥ずかしさと嬉うれしさが入り混じった表情で微笑ほほえむ。

「地元のユースからスカウトでも来れば、それが一番なんだろうな。高校は約束通り望と同じところへ行って、サッカーはそっちで続ける。だけど、今んところそこからは話が来てない」

　もちろん、ユースのセレクションに挑戦するという手だってある。

　けれど、ベストイレブンといえど合格が約束されている訳ではない。

　スポーツに注力している強豪校が評価してくれて、良好な環境を準備してくれるのなら、その誘いを受けるのがもっとも確実だ。

「離れちゃうけど……それが快かい斗とくんの夢のためなら、わたし我慢するよ」

　望の声が微かすかに震えているのは感激か、それとも強がりか。

「先着一名様って決まっている訳じゃないよね？　最初だからって、新潟の学校に決めなくてもいいじゃない！　昨日の人は東京なんでしょ？　だったらそこに決めちゃおうよ！　近くて安心だよ！」

　瀬戸の気持ちは、鈴りん音ねにだって理解できる。

　鈴音自身には、これといった夢や目標はない。けれど本気で目指しているものがあるのならスタートが早すぎるという事はないし、少しでもいい環境を求めるのは当然だ。

　現に姉が自宅から離れて一人暮らしをし、既にプロとして活動しているのだから。

　それでも望が悲しまずにすむ第二の道があって、選んだ基準が後先の問題だけだったら、考え直す余地はあるはずだ。

「……条件に大差ないなら、最初に打診があったところがいいんだよ。その……望もそうだったから」

「え……」

　望の目尻に、涙が浮かんだ。

「他のところは全部ベストイレブンに決まってからなんだけど、新潟の学校だけは大会前に内々の相談があったんだよ。ウチの学校はどうか、大会で好成績を挙げたら確実にスポーツ推薦枠にねじ込めるって」

　活躍してから近づいてきた女の子たちに目移りしたりせず、まだレギュラー目指してがんばっていたうちに『好き』と言ってくれた望のぞみを大切にするように、結果が出てからではなく、より以前からの好評価に応えたい。

　それこそが、瀬せ戸との決断の理由だったのだ。

「でも、そうすると望とは離ればなれになっちゃうし、約束も破る事になる。オレのわがままで決めちゃったから話しづらいし、サッカーバカのオレの都合で望を縛り続けるより、高校で新しい彼氏でも見つけた方が幸せなんじゃないかと思ってさ。でもオレ、望の事が大好きだし、別れ話とか切り出せなくて……」

「そういうのがダメなのよっ！」

　びくっ！

　鈴りん音ねが急に大きな声を出したせいで、瀬戸が緊張しながら半歩後ずさる。

「何が相手にとって幸せなのかって、他人が勝手に決めちゃいけないのよ。恋人でも家族でも一緒！　最終的には本人の事なんだから、変に気を回したりしないで、当人に打ち明けて話し合って相談しなきゃダメなんだからっ！」

「そ、そうだな。うん。オレが間違ってた。望、ゴメン」

　長身を窮屈そうに折り曲げ、瀬戸が頭を下げる。

「ううん、いいの。快かい斗とくんの本当の気持ちが分かったから、わたし、本当に嬉うれしい」

　指で涙を拭いながら、望が答える。

「星ほし川かわも、ありがとうな。お前、案外いい事言うんだな」

　こちらへ向き直った瀬戸が、改めてきちんと一礼した。

「じ、実はあたしのオリジナルって訳じゃなくて、前にあたしも似たような失敗して、ある人に説教された事なんだ」

　その時の事を、その人の顔を、思い出して少し胸が痛んだ。

　だけど、それはほんの一瞬だけの事だ。

　その痛みが、痛みを感じる経験をしたという記憶が、今の鈴音には誇りだ。

「まあ、何にせよ丸く収まった事だし、これから二人とも変に遠慮したりしないで、お互いの気持ち、感じてる事、考えてる事、ちゃんと話し合うのがいいと思うな。特に、春からは離ればなれなんだし」

　自分でも偉そうだと思うけれど、鈴音は腕を組んでわざとらしく大げさに肯うなずいた。

「ああ。星川、本当にありがとうな」

「わたし、鈴音ちゃんに相談して、本当によかったと思う。ありがとう」

　二人が並び、また改めてお礼を述べた。

「え、えーとさ。それはいいんだけど……」

「？」

「？？」

　鈴りん音ねが微妙に口ごもると、瀬せ戸とと望のぞみは顔を見合わせる。

「……彼氏彼女だから別にいいんだけど、ラブラブでいちゃいちゃでハッピーすぎるのも、あたしみたいな独り身彼氏なしにはちょっと目の毒っていうか……」

　恐らくは当人たちにとっては特に気にする必要もない、無意識にやってしまった自然な行為なのだろう。

　いつの間にか、望と瀬戸は手をつないでいた。

「あ……」

「え、えっと……」

「あ！　べ、別にいいから。あたしの方が見なきゃいいだけの話だもんね。じゃ、二人ともお幸せにっ！」

　大急ぎで教室を飛び出し、そのまま廊下をダッシュする。

　走る足が自然とスキップに変わり、階段を駆け上り、屋上へと飛び出す。

　夕ゆう陽ひも既にほとんど西に落ちて、空は赤というよりも紫色。

　どうせジャンパーとデニム、汚れたって構わない服装だ。

　鈴音は冷たいコンクリートの上に大の字に寝転がった。

　身体を、思いっきり広げたい。

「わぁ────っ！」

　肺の中に溜たまっているものをすべてはき出すほどの勢いで、鈴音は上った月に向かって声を上げる。

　言葉にならない歓喜の歌。

　星ほし川かわ鈴音以外の何者でもない自分が、鈴音なりのやり方で、誰かの恋に貢献できた。

　自分の手で幸せにしたなんて自惚うぬぼれるつもりはない。

　望と瀬戸──二人に幸せになりたいという思いがあって、通り道にあったつまずく小石をどけた程度の事だ。

　でも、それがこんなにも嬉うれしい。

　誰かの胸の中のベルを鳴らせば、自分の内側でも何かが共鳴する。

　きっと、あの人もこんな気持ちを感じていたのだろう。

『彼女がほしい』のが本心で、それを隠して紳しん士しぶったキューピッドだとしても、苦しくてつらいだけなら何件も続けたりできない。

　他人の幸せを、己の孤独を際立たせるうらやましい対比物としてではなく、自分が生きるすぐ隣に存在する暖かくて輝くものとして受け止める──それは、こんなにもすてきな事なんだ。

　早少女さおとめが役者をやっているような、はっきりとした夢や目標は鈴りん音ねにはない。

　少なくとも今は、まだ。

　だけどはっきり分かった事がある。

　明日から、そして高校に入って新しい生活が始まってから、今よりももっと積極的に、いろんな人に関わっていこう。

　周りの人を笑顔にして、自分も笑顔になれるよう、がんばろう。

　きっとその中から、やりたい事も見つかる。

　好きな人にだって出会える。

「これが、あたしだ。おっちょこちょいで先走って空回りするけれど、これがあたしなんだって、胸を張っていいんだ！」

　高く高く、どこまでも広がる、宇宙まで続く空を見上げて鈴音は宣言する。

　瞬またたきはじめたいくつもの星が、静かにその決意を見守っていた。








（おわり）







エピローグ　～ラヴァーズトーク・タイム～







「お疲れさん」

「お疲れー」

「お疲れ様でした」

　シナリオライターやディレクターがあいさつを交わす中、さつきほしみ──早少女も一礼してスタジオを後にする。

　マネージャーの野の間まは収録前の打ち合わせには加わっていたが、その後は他の用件のために早々に離れている。

　ゲームの仕事は初めてで現場もいつもの慣れた録音スタジオではなく、ソフト会社の社内設備。慣れない事ばかりで心細く、時間も予定より押してしまったけれど、どうにか満足できる結果で終える事ができた。

　これで、しばらくはいつものレギュラーと『幻げんソワ』の残り分だけに専念できそうだ。

　ヒットしたら続編やスピンオフ企画などもあり得るとは言われているけれど、いずれにせよ結果が出るのは三か月後のリリース以降の話になる。

　ピーコートを羽織り、ビルの外に出ると外は日が落ちてすっかり暗くなっていた。

「ふぅ……」

　もう冬も近い。吐き出した息は白く、唇の周りを漂っている。

「早少女さおとめ」

　呼びかけられて振り返ると、見知った顔が立っていた。

「一かず大ひろっ？」

　嬉うれしさに思わず駆け寄り、ダッフルコートに抱きつく。

「お、おいっ！」

「ご、ごめんね。つい」

　照れる顔を見上げてすぐに離れ、周囲を見渡す。人通りの少ない通りだ。誰かに見とがめられた気配はない。

　恋人同士でも、やっぱり節度は必要だ。

「でも、どうして。ずっと待っててくれたの？」

「ほら。昨夜ゆうべの電話で言ってただろ。初めての仕事で少し不安だって。それに会った時に話したい事もあるって」

「それでわざわざ？　話は急ぎじゃないから、明日学校でもよかったのに」

　確かに雑談の流れで、スタジオの場所と終了時間は伝えていた。けれど予定より小一時間は延びたから、その間ずっと一大は寒空の下で待っていた事になる。

「どうせなら早い方がいいだろ？　それに……」

　一大がちょっと口ごもる。

「それに？」

　早少女が尋ねる。

「その……オレも、早少女の顔が見たかったからさ」

　とか言いつつ、目を逸そらすのは恥ずかしいからだろう。

「嬉しい。ありがとう」

　そっと肩を寄せて、手をつなぐ。

　抱き合うのはさすがにちょっとはばかるけれど、この程度は大丈夫。

　特に合図もなく、自然と足を揃そろえて駅への道を歩き出す。

「で、話って？」

「あのね。実は昨日、久しぶりに鷹たか奈なと真さな愛えに会って──」

　クリスマス前後の件や、一大のバースディパーティの話などをかいつまんで伝える。

「鷹奈や真愛さんがそういうなら、誕生日はみんなでってのもいいかもな。何か、女の子に囲まれてパーティってのも照れくさいけど。でも、早少女はそれでいいのか？　前に誕生日は二人きりがいいって、ちょっと話してただろ？」

「鷹奈と真愛も大事な友達だもの。それに──」

「それに？」

　今度は一かず大ひろが同じ言葉で尋ねる。

「ボクと一大にとっては、今の毎日が全部特別な日だもん」

　自分で言って嬉うれしさと恥ずかしさで、耳が熱く火照る。

「それで、えーと……仕事の方は上う手まくいったのか？」

　このまま話題が続くと、お互い『照れ照れメーター』が限界まで振り切れてしまうと考えたのだろう。一大が話を切り替えた。

「うん。ゲームって、他のお芝しば居いとはまた勝手が違うっていうか。一人録りで、相手役がいない状態でいろんなシチュエーションを演じなきゃいけないから、最初はなかなか感じがつかめなくて大変だったな」

「ゲームってどんな奴やつ？　いわゆるギャルゲーとか？」

　一大の声は、ちょっぴり不安そうな響き。

「恋愛要素も少しあるＲＰＧっていうあたりかな？　メインクラスのヒロインが五人いて、その中の一人」

「じゃあ、ラブシーンとか告白っぽいセリフとかも多かったんだろ？」

「うん」

　いわゆる剣と魔法のファンタジーで、早少女さおとめの役は魔法使いだから戦闘シーンやややこしい呪文の詠唱などもあった。

　けれど、やっぱり一番てこずったのは恋愛関係の場面だ。

「そうか。早少女は役者だから仕方ないのは分かってるけど、ちょっと嫉妬しちゃうよな」

　握った指先が、微妙に強こわ張ばったのが伝わってくる。

「うん。でも、ボクがこういう役ができるようになったのは一大のおかげだし、前よりもずっと難しさが分かったっていうか……」

「難しさって？」

「本当につき合う前──好きになる前は、形だけでも体験すればある程度気持ちはつかめると思ってたんだけどね。実際に我が身の事になってみたら、一言で『恋』って言っても一人一人違うし、ほんのちょっとの事で大きく揺れ動くし……。しかも、今日は相手役なしの一人芝居だもん」

「……むしろオレとしては、そっちの方が多少は気楽かな？」

　くすっ。

　思わず笑みがこぼれた。

『仕事』『芝居』と理性では割り切っていても、自分の彼女が他の男性に対して甘い言葉をささやくのが面白くないのは、感情としては仕方ない事だろう。

「ボクとしては相手役がいる方がやりやすいよ。呼吸やテンションも合わせられるし、気持ちも込めやすいしね」

　話ながら歩いているうちに、駅に着いた。

　さすがに改札を通る時だけは離れたけれど、その後はまたどちらからともなく手を握る形でホームに立ち、やって来た電車に乗る。

　下り列車はぎっしりという程ではないけれどそこそこの混雑で、早少女さおとめたちは打ち合わせもなく奥へと進み、車両と車両をつなぐドア付近に立った。

　一かず大ひろだけがつり革を握り、早少女は彼の身体を支えにする姿勢だ。

「あっ！」

　不意に、一大が声を上げた。

　もちろん電車の中だから、抑えた小さなボリュームだけど。

「何？　どうかしたの？」

「ほら。さっきの話で思い出した。相手役がいた方が云うん々ぬんって奴やつ。前に、練習とかって言ってオレの家に来たよな？」

「う、うん……」

　体温が上がったのが、つないだ手から一大に伝わってしまうだろうか。

　本当に好きになった気持ちと役者としての向上心のバランスが取れない頃、ビギナー時代のアレは、早少女にとっても恥ずかしい暴走の記憶だ。












「確か、あの時の練習って録音してたよな？　あのデータ、どうしてる？」

「えっと……それは……大事にしてるっていうか……。時々聞いてる。だって、一かず大ひろの声なんだもん」

　うつむいて、つないだ手の指をもじもじ動かす。

「え、えーと……。まあ、嬉うれしいっちゃ嬉しいけど……」

　プロの演技者である自分も思い出すと赤くなってしまうのだから、一大にとってはもっと強い羞恥の記憶なのは間違いない。

「あの……よかったら、一大もボクの声、何かに録音する？　そうすれば、いつでも好きな時に聞けるんだし……」

　ぴたっと身体に寄り添い、彼の耳にしか聞こえない小声でそっと囁ささやく。

「べ、別にいいよ。声だけだったら、番組の録画とかでその気になればいつでも聞けるんだし……。それに──」

「それに？」

「録音だったらファンでも聞けるけど、ナマの声が身近で聞けるのはオレだけだもんな」

「うん。そうだね」

　声優として相手役に聞かせるセリフと、一大に語りかける言葉。

　ファンのみんなに向ける笑顔と、一大だけに見せる笑み。

　どちらも大切だけど、同じには扱えないものだ。

　気がつくと、電車は九く比ひ戸との駅に到着していた。

　降りると、それぞれ帰る方向は反対だ。駅前で互いに見つめ合い、肯うなずき合あい、同時に手を離す。

「じゃあ、また明日ね」

「ああ、また明日な」

　別れるのは、寂しくない。

　明日も、明後日も、その次の日もまた会える。

　一度として同じではない、二人にとって当たり前で、特別な、かけがえのない毎日はずっと続いていく。








（おわり）







あとがき







　ご愛読ありがとうございます。

　皆さんの応援のおかげで、思わぬボーナストラックとなりました『しゅらばら！』一一巻をお届けします。




　今回の打ち合わせで、担当さんと最初に決めたポイントが『ｉｆルートは書かない』『真さな愛えと鷹たか奈なの過去話は書かない』の二点でした。

　そこで、こんな風に脇キャラにスポットを当てたお話になった次第です。

　まあ、実は『スウィート・ドロップ』の三人娘にスポットを当てたかったというのもあるんですよね。彼女たち、一巻から登場しているのでキャラデザインはその時点で存在していたのですけど、なかなかビジュアル化の機会に恵まれなかったもので。

　それにどうしても『高校生くらい年齢』や『メインキャラの物語』としては描きにくいタイプの恋愛模様というのも存在します（厳密にいえば、『そういう恋愛観を持ったキャラをメインに据えにくい』って事ですが）。

　朋とも店長＆志し束づかおばさまもそうですけど、せっかくの機会なのでちょっと違ったアプローチのお話にもチャレンジしてみようかな、と。

　他にも二ふ美みとか、洋よ梨り子こ社長とか、生徒会長と文化再実行委員長とか、気になるメンバーはいたのですけど、いろいろ考えた末にこういうセレクトになった訳です。




　さて、この一冊で『しゅらばら！』は本当に本当の完結です。

　書き手として顔なじみになったキャラクターたちとお別れするのは寂しいものですけど、それは僕が新たに綴つづらないだけ。ページを開けばまた会えますし、読者の皆さんの心の中で彼らはこれからも彼らの時間を生きていきます。

　そして、別れがあれば当然新しい出会いもあります。

　なるべく早く新作をお届けできるよう担当さんと打ち合わせを重ね、現在執筆中です！

『しゅらばら！』を楽しんでくださった皆さんの期待を裏切らないように頑張りますので、もうちょっとだけお待ちください！
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